
はじめに

岐阜県博物館は昭和51年に開館以来、県民のニーズに応じた、生涯学習社会にふさわしい文化・教育施設

として、施設設備や資料の充実を図ってきました。それと同時に、心の豊かさを実感できる企画や学校教育活

動にも有効に活用される事業と参加体験を重視した教育普及活動を推進してきました。おかげをもちまして、

平成15年10月には、当館への入館者累計が220万人に達しました。厚くお礼申し上げます。

さて、当館は昨年度に引き続き、今年度の方針と重点を「顔の見える博物館を目指して」とし、一層県民に

親しまれ、楽しんでいただける博物館となるよう、諸事業に取り組んでいます。特に、今日のような生涯学習

社会においては、小・中学校を中心とする学校教育と生涯学習の基礎をつくる大切な場である博物館は、学校

と十分連携を図りながら、学校教育活動を支援しなければならないと考えます。当館の諸事業が、児童・生徒

の歴史、文化、動物、植物等を学ぶ上での動機付けや参考となり、それが将来への学習に結び付けばと願うと

ころであります。そこで、当館ではより積極的に博物館資源を活用していただけるよう、前年度の「岐阜県博

物館活用の手引き」に引き続き、「学校団体のための活動事例集」を刊行し、県内外の小中学校に配布しまし

た。今後は、「博物館は社会教育施設ではあるが、学校教育の有力な施設」であることを博物館側と学校側が

共に認識し、両者が協同して学校の求める学習内容や指導法を研究・開発するなどして、学校や学校教育を支

援していきたいと考えます。

平成15年度の事業を振り返りますと、夏季特別展として「昭和、くらしの歩み～30年代を中心に－」を、

秋季特別展として「野の幸・山の幸、岐阜～発見！キノコと山菜、薬草の魅カー」を開催しました。夏季の特

別展「昭和、くらしの歩み」では、昭和30年代を中心に、なつかしい資料を展示しました。当時、高度経済

成長にともない、家電の普及など便利で快適な生活へと人びとのくらしが大きく変化しました。その〈らしの

様子や人びとの工夫の跡を紹介し、私たちの現在及び将来のくらしを今一度見直す機会としました。秋季の特

別展「野の幸・山の幸、岐阜」では、山菜や薬草を含めながら、キノコを中心にして、自然のすぼらしさを紹

介しました。岐阜県は豊かな自然に恵まれています。そのため、山の香りや野の香りにあふれているキノコと

山菜、薬草の種類や数も非常に豊富です。人との関わりのあるキノコと山菜、薬草を知ることにより、人間の

生きる知恵にふれていただきました。また、その他の企画展では、岐阜県博物館が収蔵する岐阜県産の化石や

世界の様々な化石を一堂に展示した資料紹介展「ようこそ　化石の世界へ！」、県重要文化財の刀剣や、吉田

草堂、江馬細香ら江戸時代から明治時代にかけて活躍した人びとの書画類を展示した資料紹介展「刀剣と書画

の美～伊東コレクションより～」、岐阜県図書館・世界分布図センター収集の古地図を紹介した「古地図の世

界一国絵図－」、（財）岐阜県教育文化財団文化財保護センターが平成13・14年度に行った遺跡調査の成果を

発表した発掘速報展「いにしえの美濃と飛騨」、三重・滋賀・福井各県の博物館との交流事業である『日本ま

んなか共和国博物館交流事業特別企画』の「奥美濃の山岳信仰と文化の交流」、また県民及び県ゆかりの方々

の収集品や生涯学習の成果を展示公開するマイミュージアムギャラリーの展示は年間8回実施し、それぞれの

企画展では多くの来館者に楽しんでいただけました。

資料収集については、自然関係では、風間辰夫鳥類コレクションからシロフクロウ・セイロチョウなどの鳥

類標本、トパーズや緑柱石などの鉱物標本、プレカンプl）ヤ時代の実物ナミネアや溝川人骨レプリカ・シソ

チョウレプリカなどの化石資料を購入しました。人文関係では、「遊萄記　美濃飛騨紀行絵巻」、「葛飾北斎

諸国瀧廻り木曽路ノ奥阿弥陀ヶ瀧」、そして「歌川広重　木曾街道六拾九次之内伏見、同加納」などの充実を

図りました。

平成16年度の催しものでは、旧石器・縄文時代の人びとのくらしについて、最新の研究成果をふまえて紹

介する夏季特別展「タイムトラベル石器時代～大昔はどんなくらしをしていたの？－」、百年公園の自然を生

かした展示を通して、里山に生きる様々な生き物を紹介する秋季特別展「里山ミュージアム～ドンゲ）ころこ

ろオオタカびゅ－ん～」、資料紹介展「自然の宝庫、飛騨一植物研究家、長瀬・二村・奥原コレクション～」、

資料紹介展「村のお医者さんの宝物～後藤家資料より－」、日本まんなか共和国博物館交流事業特別企画「越

前、もののぶの時代～福井県立歴史博物館所蔵品紹介展～」、岐阜県図書館収蔵資料展示「古地図の世界一道

中図－」、（財）岐阜県教育文化財団文化財保護センターによる発掘速報展「いにしえの美濃と飛騨」などの企

画展をはじめ、マイミュージアムギャラリーの展示、カルチャー講座、講演会、たのしい博物館、子どもクラ

ズ　特別行事など、多彩な催しものを数多く企画しております。

ここに平成15年度の事業記録と、平成16年度の事業計画の概要を紹介する館報27号を刊行しました。ご

高覧いただき、ご指導賜りますようお願いいたします。

平成16年4月

岐阜県博物館長　武　田　枚　司
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I　博物館概要

〔設置日的〕

岐阜県の人文、自然両分野にわたる諸資料を公開し、併

せて、教育普及活動を行うことにより広く県民の学習の

場となり、また文化財保護の精神の滴養に役立て、新しい

教養と文化の発展に寄与することを目的とする。

〔基本的性格と方針〕

1　基本的性格

岐阜県の人文（考古、歴史、民俗、美術工芸）、自

然（動物、植物、地学）等に関する諸資料の収集、保

管、展示、調査研究及びそれらの活用を図る総合博

物館とする。

県内外の博物館及び相当施設との活発な交流を図

るとともに、本県の中央博物館としての役割を果た

す内容と設備を有する施設とする。

学校教育・社会教育との密接な連携を図り、利用

者が楽しく学習することができ、未来への研究心と

創造性を開発させるような生涯学習機関とする。

マルチメディアシステムを活用し、「ハイパーハイ

ビジョン風土記」を主とした地域情報や博物館資料

などの情報の収集、加工、発信、受信を行い、情報

化社会に対応した博物館を目指す。

資料の収集及び保存並びに展示に関する専門的な

調査研究を推進する。

2　基本方針

（1）資料収集

県内の人文・自然等に関する資料を収集する。

資料は、実物を中心とするが、必要に応じて厳密な

考証に基づく復元模型を含める。

寄贈、寄託、借用、購入等により収集する。

（2）展示構成

展示は、常設展示と特別展示とする。

常設展示は、総合展示と課題展示とし、それぞれ人

文、自然の2部門に分ける。総合展示は、だれにも親

しめるよう平易な展示に心掛け、本県の歴史の発展の

概要と、自然環境の概要を理解しやすく展示する。課

題展示は、内容において、前者よりやや高度なものと

する。

特別展示は、特定の企画とテーマを設けて、展示を

する。

展示に当たっては、次の点に留意する。

（ア）生涯学習の場として、幅広い層に親しめる。

（イ）資料の単なる羅列ではなくストーリー性がある。

（ウ）各時代の特色やテーマの本質をとらえている。

（エ）できる限り実物資料を展示するが、更に、図表、

模型等他種類の資料も活用する。

（オ）資料にできる限り直接触れることができる。

（カ）視聴覚機器などを取り入れ、見る人に強く訴える。

（キ）解説を明確で分かりやすくする。

展示室の主題と内容は次のとおりである。

〇人文展示室1（人文総合展示）

主題「郷土のあゆみ」－原始時代から近代、現代に

至るまでの歴史の流れと、各時代の特色を分かりや

すく展示する。

〇人文展示室2（人文課題展示）

主題「郷土の民俗と美術工芸」－特色ある郷土の民

俗と美術工芸を部門別、時代別に展示する。

○自然展示室1（自然総合展示）

主題「郷土の自然とおいたち」一郷土の自然の概要

を生憩的に分かりやすく展示する。

○自然展示室2（自然課題展示）

主題「郷土のさまざまな自然」一特色ある自然物や

事象をテーマ別に系統的に展示する。

○特別展示室（特別展示）

特定の企画とテーマを設けて年に数回展示する。

（3）調査研究

博物館資料に関する専門的、技術的な調査研究

を行う。

博物館資料の保管及び展示等に関する技術的な

研究を行う。

（4）教育普及活動

教育普及活動は県民との対話のツール（道具）であ

る。

博物館の特性とそれを生かした調査研究の成果を集

約した教育普及活動の展開を図る。
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〔沿革〕
昭和46年　3月　岐阜県百年記念事業推進委員

会において、博物館の建設を
決定

4月　教育委員会社会教育課に博物

館準備担当を配置
6－9月　博物館懇談会を設ける

昭和47年　4月　博物館開設準備室を設置展示
委員会を設ける

昭和48年　8月　起上式挙行

昭和49年　3月　展示実施計画樹立
10月　定礎式

昭和50年　3月　展示工事着手
7月　本館建築竣工

昭和51年1月　展示工事完了
4月　岐阜県博物館条例公布

岐阜県博物館設置
展示資料等製作完了

5月　開館記念式典挙行　一般公開

「巨匠三人展」・「スポーツ栄光
展」

7月　皇太子・同妃殿下行啓
8月　特別展「ふるさとの文楽」

入館者10万人を突破
10月　入館料徴収開始

11月　特別展「熊谷守一展」

昭和52年　5月　特別展「日本伝統工芸秀作展」
入館者20万人を突被

7月　特別展「郷土の化石展」
11月　特別展「鉄扇」

昭和53年　4月　入館者30万人を突破

特別展「濃飛の甲胃」
7月　特別展「世界のコガネムシ」

10月　特別展「能面と装束」

昭和54年　4月　入館者40万人を突破

特別展「濃飛の先史時代」
7月　特別展「世界の員」

10月　特別展「濃飛の文人」

11月「視覚障害者（触察）コーナー」

開設
昭和55年　4月　特別展「宝暦治水と薩摩藩」

5月　入館者50万人を突破

7月　特別展「化石の世界」
10月　特別展「蓑虫山人」

昭和56年　4月　特別展「美濃の絵馬」
5月　入館者50万人を突被

7月　特別展「御岳山は生きている」

10月　特別展「ふるさとの美濃古陶」

昭和57年　4月　特別展「高賀山の信仰」
入館者70万人を突破

7月　特別展「ふるさとの植物」

10月　特別展「東洋の貨幣」

昭和58年　4月　特別展「岐阜県の考古遺物」
5月　入館者80万人を突破

7月　特別展「長良川」

10月　特別展「郷土の生んだ先覚者」

昭和59年　4月　特別展「濃飛の戦国武将」
7月　特別展「ふるさとの昆虫」

8月　入館者90万人を突破

10月　学習ビデオスタディコーナー

設置
特別展「濃飛の蘭学」

昭和60年　4月　特別展「濃飛の縄文時代」
7月　特別展「鉱物の世界」
10月　特別展「美濃の刀剣」

入館者100万人を突破
12月　自然展示室Hを改装

昭和61年　4月　特別展「徳山の四季と〈らし」
7月　特別展「奥飛騨の自然」
9月　人文展示室Iを改装
10月　開館10周年記念式典を挙行

開館10周年記念展「ふるさと
の祭り」

昭和62年　4月　特別展「飛騨の弥生時代」

入館者110万人を突破
7月　特別展「外国から侵入した生

きものたち」

10月　特別展「飛騨の匠」

旧徳山村民家移築復元
昭和63年1月　自然展示室Iを改装

4月　特別展示室ショーケース改修

特別展「ふるさとの湿原」
7月　中部未来博′88記念展「中山道
一美濃十六宿－」

10月　特別展「中生代の化石」

入館者120万人を突破

平成元年　4月　特別展「濃飛の古墳時代」
7月　特別展「ふるさとの野鳥」

8月16　日恐竜足跡化石白川村で発

見

10月　特別展「移ろいゆ〈年中行事」

11月　日本生命財団から図書「岐阜

県博物館総合案内」4，000冊の

寄贈を受ける
平成2年　4月　特別展「輪中と治水」

7月　特別展「白山の自然」

「恐竜足跡化石レプリカ除幕
式グリーンアドベンチャー標

識設置（自然観察のこみち）岐
阜県博物館協議会に、「新しい
時代・県民ニーズに対応でき
る博物館の在り方について」

諮問
入館者130万人を突破

10月　特別展「濃飛の仏像」

12月　岐阜県博物館協議会から中間

答申
平成3年　3月　岐阜県博物館案内標識を設置

4月　特別展「ふるさとの木の文化」

7月　特別展「ふるさとの哺乳動物」

10月　置県120年・岐阜鹿児島姉妹

県盟約20周年記念展「鹿児島
－その自然と歴史－」

11月　入館者140万人を突破

平成4年　3月　岐阜県博物館協議会から「新
しい時代・県民ニーズに対応
する博物館の在り方につい
て」答申

4月　特別展「飛騨のあけぼの」一

交流する縄文・古代人－」
7月　特別展「恐竜王国・恐竜一謎

とロマンー」

10月　特別展「近世に輝く濃飛の群

像」
平成5年　3月　入館者150万人を突破

4月　特別展「土と炎の芸術」
9月　29　日大型ほ乳類足跡化石を美

濃加茂市で発掘
10月　特別展「失われゆ〈植物」

11月　「ハイパーハイビジョン風土

記」イメージシュミレーショ

ンソフトの完成

平成6年　1日　20　日マイ・ミュージアム棟起

工式
3月　大型は乳類足跡化石を展示」
4月　特別展「）旧こ生きる－水運と

漁労－」
8月　恐竜の歯等荘川村で発見
9月　特別展「美濃山地の自然」
10月　入館者160万人を突破

12月　ユタ州訪問（花フユスター95展

示化石の借用、交流の推進）
平成7年　3月　マイ・ミュージアム棟工事の

完成ハイパーハイビジョン風

土記「ひだ・みの紀行」美濃
路編ソフト完成

4月　特別展「岐阜の淡水魚」

花フェスタ“95にユタ州恐竜化

石を展示
7月　マイ・ミュージアム（マルチ

メディア情報センター）落成

式典挙行　｛役公開
8月　恐竜ゼミナールGIFU－95開催

10月　特別展「美濃・飛騨の古代史

発掘一律令国家の時代－」
入定三百年記念「円空展」（名
古屋市と共催）
県下第1号として「マルチメ
ディア工房・ぎふ」開設

11月　円空シンポジウム「世界にお

ける円空」
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平成8年　5月　入館者170万人を突破
7月　開館20周年記念展「恐竜のふ

るさとユタ」

8月　アメリカ合衆国ユタ州プリガ

ムヤング大学附属地球科学博

物館と友好提携調印式挙行
10月　飛騨美濃合併120同年記念展

「岐阜県の明治維新」
11月　飛騨美濃合併120周年記念「文

化講演会」
講師　作家　阿川弘之氏
作家　山田智彦氏

平成9年　3月　ハイパーハイビジョン風土記

「ひだ・みの紀行」中山道編ソ
フト完成

4月　特別展「花と烏のイリュー

ジョンー江戸の学問と芸稿－
9月　特別展「薬草のふるさと伊吹」

11月　入館者180万人を突破

棚橋賞受賞「岐阜県博物館“マ
イ・ミュージアム’’一来るべ

き世紀の新しい博物館を目指
して－」財団法人日本博物館
協会表彰

平成10年　3月　ハイパーハイビジョン風土記

「ひだ・みの紀行」飛騨街道・
郡上街道編ソフト完成
アロサウルス骨格標本展示

4月　ハイパービジョン風土記「ひ

だ・みの紀行」完成記念事業：
風土記フォーラム「マルチメ
ディアで調べる岐阜の魅力」

7月　特別展「つのつのかぶとむし」

9月　特別展「能面へのいざない一

白山山麓から－」
平成11年　7月　特別展「恐竜時代－モンゴル

と手取層群の恐竜たち－」
7月　入館者190万人を突破

9月　特別展「恐竜時代」入館者4

万人突破
10月　特別展「水とまつり－古代人

の祈り－」

10月　特別陳列「円空展一魂を木に

刻んで－」
平成12年　7月　特別展「海を越えた明治－

ヨ一口ノバが愛した焼き物の

美－」
9月　特別展「すぼらしさ束濃の自

然、再発見一巨大とノキが見
てきた生き物たち－」

11月　入館者200万人を突破

平成13年　7月　特別展「あのころいた烏－そ

ういえばトキもおったけ

な－」

9月　特別展「七代目団十郎と国貞、

国労一芝居、錦絵、中山道－」
11月　ハイビジョン静止画番組日干

たちの動物園」（マイミュージ

アムギャラリー）

全国ハイビジョン手づくりソ

フトフェスタ2001グランプリ

受賞
平成14年　2月　NEDO　共同研究事業太陽光

発電システム完成
3月　バリアフリー対策事業小型モ
ノレール（スロープカー）完成

4月　特別展「温泉廣一湯の華から

のメノセージ」

5月　入館者210万人を突破

10月　特別展「中山道街道400年」

平成15年　7月　特別展「日柄和くらしの歩み」
－30年代を中心に－

9月　特別展「野の幸・山の幸、岐阜」
－発見！キノコと山菜、薬草

の魅カー
10月　入館者220万人を突破



〔施設・設備〕
1博物館

本館3階 

（ホ＿ル蝦き祥雲1 休憩 

人文展示室2　　　　　ラウンジ 

マイ・ミュージアム 　4階 ���4��������<�¥ｩ5x麌��ﾒ��������X��ﾄ�<��gｸｭ�(､ｸ�x�(�X���Y=ﾈ･ﾒ�

iO　　　　　　　　　　　　　　　　　塵 

マルチ ���788ﾘ6X4(�ｸ�����������������������

緯萩 窒 マイ・ミュージアム 3階 白���th,ﾈ橙���既����敢竒�

粛整室ハイビジョン ホール ／ マイ・ミュージアム 2階 俾�il�������ﾙeﾘｬ��ｾﾈ�ｫ2��������,X･)gｹ¥ｨ､ｲ�

i 

（ゝ 痩後ジアも ギャラリー 　収！細筆 白�N����ｸ蕀T��c�=2�ｨ�,����c9��'｣)e��

ガ，袖随室 

マイ・ミュージアム 　l階 ��們ｩ�齏｢�B�

傘 

〔∨ エント ランス ホール り十：ス ヤード 偖��L��.����Vﾂ����
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・主要室（名及び面積）

2　館外施設
白　蓮 儷9D靠fWI?ﾈﾏｶﾆ��

織 機 ��日： 

費 の嬉 �7霾"�／ ／ 

み1，　機種章 ち 剄} 

潰．．『 ����Y�ｩ68�(�)e��
”－、ざゝ ��

（1）自然観察のこみち

館内における“郷土の自然”の展示に対応し自然環境

の中に生きた展示として、季節とともに移り変わる自然

のすがたを観察できるようにしたこみちである。

全長約830mで、途中見晴らし台が3ヶ所、万葉集の植

物の案内、ツツジの群生地、百草園、マンサクの林など

が設けられている。

なお、樹林の特徴などが学習できるようグリーンアド

ベンチャー常設コースとして、40本の樹木にQ＆Aパネ

ルを設置している

（2）i日徳山村民家

徳山ダム建設計画に伴い、徳山村は開村となり藤橋村

になったが、徳山の生活を後世に語り継ぐため、当時徳

山村戸入在住の宮川澄雄さんから家屋の提供を受け、昭

和62年10月7日、移築復元を完了したもので、生活用

具なども展示し、無料開放している。なお、平成13年9

月、茅茸屋根の一部葺き替えを実施した。

∴　嶋 劔 �� 仄��繚圏、 � ��読∴∴∴言語ゝ 　∴∴∴ 　ユニで 

si 末｢�� ������ｲ�享子二三； �� 

予∴ノ ��劍耳�������R�・　　　、　　　　　　一　　　　子i 

蓋葦二 十 l “‾臨 劍�9-�������∴ 享′ 京＋ �?�ｹﾘ自?���ｶ9��

＼ 

＼－ 剋� ���� � � �� 

lJ－i＿－ 剪�劍����､ｨ����ﾙ���ｫ���迄ｧHﾙ���>ｲ�����������ﾘﾂ����������ｸ�ｶ�����ﾈ��b�

子・亨、 一言置十一 ��Yx��責議醗 劍�*ﾘ�"�僖i���ﾅﾈ耳����3����モ擦 ��鰭i／総 刹c言∴二義選醍醒 
1＿畿 儁hﾆI�B�劔 凅ｸﾈ(���h�h�b�「‾i 轢畿畿 � 佗�ｶﾂ�－○”－一　　　一 
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・様　　式　木造かやぶき2階建、南平入り

・主　　材　ブナ・トチ

・建面積120．97m2

・廷面積197．48nf

・間取　り　下図参照

・建築年代　幕末から明治初年ごろと推定

・屋　　根　入母屋、切り落とし窓つき

＿　　　．二二二二二ヽ〇°＿－　　　・ i一一　〇 　ミス”ItL i（水場） ‡≒：三三芋…三 島善言萱草雪 山I毒 

三重塞≒－≒姿遥 
▲1階間取り図

iI �����5h皐�����劔 

吹抜 �������Yﾂ�剳ｨ量 

I（鋤重　義要の嶋には・ 劔 

「l肺胞′／へ、、 劔 

藍／轟毒 ・＼L ������

」請人 剳W章 � 

1用I頼義虚根 �� ��

」＿＿＿＿＿　　　」 ��

▲2階間取り図



Ⅱ　平成16年度　組織・運営

〔組　織〕

1機構

2　職員

平成16年4月現在

職　名（担当） 倩�������kﾂ�職　名（担当） 倩�����kﾂ�職　名（担当） 倩�������kﾂ�

館　　　長 〔管理部〕 兀��)8���鉑Ohﾔ�h��6饐9l��〔学芸部〕 們I68��謦��Y,9vﾘ謦�（マイ・ミュージアム担当） 舒(��Oh���x��k��

学　　芸　　部　　長 刮ﾛ長補佐 　ケ （兼）課長補佐 

教育委員会事務局参事兼管理部長 凵i人文担当） 劍ﾄh��ﾞ���ﾔ���[b�

（管理調整担当） 刮ﾛ　　長　　補　　佐 劍ﾘ)68ﾔｹ�"�-����ﾉ�ﾂ�

課　　長　　補　　佐 刮ﾛ　長　補　佐（民俗） 俥(��ﾏｸ��ﾕ���Eb�（教育普及担当） 

主　　　　　　　　　査 �:���ｶx���8����〟　　　（歴史） ������ﾈ��ﾘ���謦�課長補佐 　ケ 学芸業務推進職 　′′ 

主　　　　　　　　　任 兀ｨ��夊���(��ﾔr�（兼）学芸主事（考古） �+x夊ﾔｹ?����68ﾘ����:�ﾘ餤b�ﾌ969oX躋���68ﾉ(爾��gｸﾕyOﾂ���ﾈ�����ﾕ���Wb�

主　　　　　　　　事 �+x��夊��懐t9jB�（美術工芸） 劍�(��gｸ������m"�

管理業務推進職 ケ ケ ′′ ク 〟 ノク 傅ﾈﾋN��ｴ倡���ﾉ�ｩ�xﾆ)Oﾂ����ﾉu8����69_ﾈ���Yﾙ�騏)Oﾂ�憖69&ﾘﾘ���ｸｧｨ-�,h-ﾒ�（自然担当） 課長補佐 〟（植物） 〟（地学） 主任（動物） 学芸業務推進職（地学） 劍ｻﾘ������ﾔh��Wb�

〔事業計画〕
1展示活動

展　　示　　名 弍ｨ����ｭB�主　　な　　展　　示　　内　　容 

常　　　　　設　　　　　展 �,ｩD��自然展示室は「郷土の自然とおいたち」と「郷土のさまざまな自然」をテーマに岐阜 
県の大地ができたようす、郷土の自然とあらまし、ふるさとの動物・植物・岩石を展 

示。人文展示室は「郷土のあゆみ」と「郷土の民俗と美術工芸」をテーマに郷土の原始 

時代から現在に至る歴史的な遺産や伝統的美術工芸品等を紹介している。 

資料紹介展 滴��#x����｢�飛騨地方は、緑豊かな森林に恵まれ、‘自然の宝庫’と呼ぶにふさわしいところであ 

「自然の宝庫、飛騨 �ｨ耳��爾�り、植物研究者、長瀬秀雄さん、二村延夫さん、奥原豊一さんの故郷。本展では、三人 
～植物研究者、長瀬・二村・奥原コレクション～」 塗��#���?ｨ�｢�の残された資料を通して飛騨の自然のすぼらしさを紹介する。 

夏季特別展 度������7��｢�旧石器・縄文時代の人たちにも悩みがあった。また、彼らが工夫を凝らした石器や土 

「タイムトラベル　石器時代 ����X耳�����ﾂ�器は、今見ても美しいと感じる。彼らと私たちの暮らしは全く違うが感じ方や価値観は 
～大昔はどんな〈らしをしていたの？－」 祷�綛��?ｨ�｢�意外に似ている。石器時代の様子について、最新の研究成果をふまえて紹介する。 

秋季特別展 祷������7��｢�近年、日本人の原風景とも言える「里山」と呼ばれる農村風景が見直されるように 

「豊山ミュージアム ����ﾈ�ﾈ���なった。岐阜県博物館は百年公園という里山の中にある。この特別展では、百年公園の 
へドンゲ）ころころオオタカびゅ－ん－」 ������H��?ｨ�｢�自然を生かした展示を通して∴里山に生きる様々な生き物を紹介する。 

岐阜県図書館収蔵資料展示 �����(��7��｢�平成16（2004）年は、日本各地を旅した俳人松尾芭蕉（1644－94）の牛誕360年目にあ 

古地図の世界一道中図－ �������������ﾂ�たる。それを記念して、旅や商用に利用された「道中図」を中心に展示し、江戸時代の 

主催：岐阜県図書館・岐阜県博物館 �����8���X�X雕�｢�人々の地理観や旅行観などを紹介する。 

発掘速報展 ������h����｢�（財）岐阜県教育文化財団文化財保護センターが平成14・15年度に調査した遺跡の成 
～いにしえの美濃と飛騨へー �ｨ耳���｢�菜を紹介する。県内には九千を超える遺跡があり、各地で調査が行われている。私たち 

主催：（財〉岐阜県教育文化財団文化財保護センター ��(������?ｨ�｢�の郷土にはどんな遺跡があり、何を語るのかを皆さんにお伝えする。 

資料紹介展 　　　　　ノーi－ 綿�紿����｢�江戸時代から昭和時代にかけて、関市内で代々医業を営んだ後藤氏の寄贈資料の中か 

「村のお医者さんの玉物 ～後藤家資料より－」 �(���8��?ｨ�｢�ら、昔の医療用具、書籍・雑誌、調度品、西国三十三所関係資料等を紹介する。 

日本まんなか共和国 博物館交流事業特別企画 �(������7��｢�福井県立歴史博物館の所蔵品の中から、姉川合戦図等、織田信長が越前に進出した安 　時‾‘暦‾　　　紙　　会l三　日珍作の鱈等、也 

「越前、もののぶの時代 へ福井県立歴史博物館所蔵品紹介展－」 �8��#��佇��Y�Xｷ��｢�土桃山寸代の止史に関する資料や、康継・庸徹作の刀」、記内・旧多作の鐸寺、越剛の 刀工や鐙師の手による江戸時代初期の刀剣・金工の優品を紹介する。 

マイミュージアムギャラリー 侈yj�,ﾈ���Y]ｸｬx+X,H*ｸ+ﾘ5(8ﾈ4�5h8x98/�ｯｨｭH/�ﾈ�-�,I5x麌+x.��(�倬�X岔Uﾈ����｢�
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2　平成16年度の教育普及事業
事　業　名 弍ｨ����?｢�対　　　象 �.�X���内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容 

企画展関連事業 滴�����一般 �#�kﾂ�春の星山ウオッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中田手元さん 

4／18 �ｩL｢�20名 俾��(ｬ��檍�ﾈ4ﾘ7H6�8x4X/�ｬ��+X.h*H�ﾂ�

5／　2 �ｩL｢�20名 俾��(ｬ��檍耳耳4ﾈ7(5�4ﾈ/�+8*ｨ+ｸ*H-b�

5／　3 �ｩL｢�30名 �-ﾈ*ｨ唏/�,(*ﾘ.ｸ*B�

7／19 �ｨ耳耳自L｢�30名 �-ﾈ*ｨｼｨ/�,(*ﾘ.ｸ*B�

7／25 ��X���20名 ��ﾈｫH���隶ﾘ鳬�8���ﾉ�隶ﾘ,8*ﾘ.�,i��-�+Y{�ﾘ��,ｸﾋH�)�X,�,H�ｨ�ﾂ�
8／　7 ��X���20名 ��ﾈｫH�9�隶ﾘ鳬�8自�隶ﾘ,8*ﾘ.�,i��-�+Y{�ﾘ��,ｸﾋH�)�X,�,H�ｨ�ﾂ�
8／　8 �ｩL｢�20名 �H,ﾉ��(4X4�6(6�984�������������������������������������������������������������(i68訷ﾋ8+8/��

8／14 ��X���40名 ��*�+�+Xｮﾘ/�,(*ﾘ.ｸ*B�

8／21 �ｩL｢�130名 �<�¥ｩ5xﾗX�檍�Y�ﾉ>ﾉ?ｩgｸ,�*�*�.佩8ｯｨｸﾉ�隶ﾘ鳬�8,ﾉvﾉ�ｨ�h����������蟹&ﾘ珣��i�X鬨ｻ8��iI)�靱�h+8/��
8／22 �ｩL｢�130名 �<�¥ｩ5x5h987ﾈ5x4X8��Y8ﾈ､8,ﾈｸﾉ�隶ﾘ鳬�8�b�

9／26 �ｩL｢�300名 凛(�(4�8ｨ4x986X�ｸ8ｨ984��ｲ�

10／10 �ｨ耳自L｢�130名 佻��ﾗX�檍�Y[h嶌ﾗX�檍�Ydﾈ�(,h,ﾘ,hｪ�,怨�>ﾘ��-iz(�(ﾊHｸh*ｨ,�.ﾘ*�,�,H*ｸ+ﾘ+�,h,i?ｸ��y駅�,ﾈ�云��i�厭��H嶌4�4ｨ6h7��ｸ�i69%ｸ��u�+8/��

10／24 ��ｸ自L｢�300名 凛(�(4�8ｨ4x986X�ｸ8ｨ984�2�

10／31 �ｨ耳自L｢�20名 做�,ﾉz(�(4X4�6(6�984�������������������������������������������������������������(i68訷ﾋ8+8/��

11／　7 �ｩL｢�130名 �<�¥ｩ5xﾗX�檍�X7(4�6x�ｸ7h,h,ﾘ巉*��h������������������ﾈｸ�7(4�6x�ｸ7hﾇh柯ｬyyﾘ齎�i+y$ｩ�ﾉk韈�+8/��

11／28 �ｨ耳耳自L｢�130名 價ﾘﾄ��ﾉ_�5xｴﾉD�X�檍�YJﾘﾄ�,Xｴ�.��xﾌ9�8,ﾈ-ﾈ,(.����h������������������=驂y�X6ﾘ��%ｹ�Hｵｨ�i�Ynﾉ�8ﾔH*ｸ/��
l／　9 �ｩL｢�20名 ��Y�ｨ,ﾈ*�8�(+8/�,ﾉ_9Z��i5x麌�����

1／16 �ｩL｢�130名 俎X��Y�ｨ,ﾈ*�8�(+8/�,ﾉ_9Z��b�

1／30 �ｩL｢�20名 ��Y�ｨ,ﾈ*�8�(+8/�,ﾉ_9Z��i5x麌�����

2／27 ��ｸ自L｢�20名 ��X掠����.�,ﾈ,ﾈ-8,ﾈ鳬�8�i5x麌�����

3／13 �ｨ�YL｢�130名 俎X��Y?��X,ﾉ�ﾙ+x�b�

カルチャー講座 店���R�一一一一般 �#�kﾂ�デジカメの基本一一春の自然を拭ってみよう－ 

6／19 �ｩL｢�20名 �.�,�,i&ﾘ.�+ﾘ*(7�5ﾈ5(98ﾗXﾜ��ﾈ7H4�6x5h8x6(7h��4x8ﾈ8�986x-b�

8／22 ��YLｨ�Xｻ8蹴�30名 俾��(ｬ��檍自�ﾈﾋH,ﾉ��,ﾈﾊ兒ｨ*�ｸ�弍)Xﾄ偬�+�,H�ｨ-b�

9／11 �ｨ耳自L｢�20名 �.�,�,i&ﾘ.�+ﾘ*(7�5ﾈ5(98ﾗXﾜ���7�8��ｸ7ﾈ48986x/�諄,�+ﾘ7h8ﾈ5ｸ986X�ｸ5h8x98���

9／19 �ｨ耳自L｢�130名 俎X��Ykﾉ�X,ikﾉ8ﾈ,ﾉ�(�b�

9／23 ��ｸ自L｢�40名 �:佗ﾈｻ8���自(9��/�,(*ﾘ.ｸ*H�ﾈ�佻���,hｸﾘﾎ8,ﾃ(��Oﾈﾛｸ�ｨ��������������������:佗ﾈ徂�hｭHﾏｸﾔh譏+8/��
iO／　3 �ｩL｢�30名 俾��(ｬ��檍耳ｯ)Xﾈﾊx,ﾈ孳�(ﾋｹ&隰��檍���9�8孳�(,�,H�ｨ�ﾂ�
10／　3 �ｩL｢�130名 弍)Xﾈ,ﾉ��讓ﾗXﾜ�耳ﾌ9[h��*�.y<x-ﾘ,h.冖韭�沙�i���,ﾈｯ)Xﾈ耳��ｯ)Xﾈﾊy��讓�g�ｭ�阮8ｺhｶ8檍檠+x�i�Hﾌｹ�ﾘ��耳*ｸ/��
10／23 �ｩL｢�20名 �6h5x4ｨ8�,ﾈｮ馮ｸ耳�,ﾈ齷�(/��(,�,H-ﾘ.h*H�ﾂ�

11／／　6 �ｩL｢�130名 俎X��X､x,ﾘ*ｨ*ｸ,侈�.弍)Xﾈ,ﾉ59;��b�

1／／15 �ｩL｢�20名 �.�,�,i&ﾘ.�+ﾘ*(7�5ﾈ5(98ﾗXﾜ���4x4�5ｨ8ｸ,X8�487X8�8ｨ�ｸｬyyﾘ�ﾂ�

3／　5 ��ｸ自L｢�20名 �.�,�,i&ﾘ.�+ﾘ*(7�5ﾈ5(98ﾗXﾜ���8��ｸ6旭��(�ﾂ�

子どもクラブ 店������小学3－－6年生 �#�kﾂ�第1回　自然の達人と春の里山で遊ぼう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中田′手元さん 

7／　3 傅ﾈｧs8�ﾃID��b�10名 ��c�����7�5ﾈ5(98,Yuh-ｨ*H�ﾈ6h5x4ｨ8�,Ykﾈ謌,(*ﾘ.��ﾂ�

7／／10 傅ﾈｧs8�ﾃID��b�10名 ��c(����7�5ﾈ5(98,Yuh-ｨ*H�ﾈ4ｨ8ﾈ985��ｸ�X7ﾈ5�6x4ｨ�ｸ6�,(*ﾘ.��ﾂ�

7／17 傅ﾈｧs8�ﾃID��b�10名 ��c8����7�5ﾈ5(98,Yuh-ｨ*H�ﾈ48985��ｸ6ﾈ6(6x5��ｸ8���8��ｸ8ｸ�ｲ�

8／1 傅ﾈｧs8�ﾈ�ﾃiD��b�20名 ��c(����齷�(,ﾉ$)�ﾈ,h廩,ﾉz(�(,Yuh-ｨ*H����������������������������������������������(i68訷ﾋ8+8/��

10／11 傅ﾈｧs8-h�ﾃiD��b�20名 ��c8����齷�(,ﾉ$)�ﾈ,h�,ﾉz&又ｨ,Yuh-ｨ*H��������������������������������������������(hｭH訷ﾋ8+8/��

12／26 傅ﾈｧs8-ciD��b�20名 ��cH����齷�(,ﾉ$)�ﾈ,i7�,ﾉz(�(,Yuh-ｨ*H����������������������������������������������(i68派ﾋ8+8/��

たのしい博物館 滴�����r�一般 �#�kﾂ�パソコンで写真付き名刺をつくろう 

4／25 ��X���30名 ��Y{�,ﾈ+ﾘ-�,ﾉH饂渥�4ｸ486�6ﾘ4��ｲ�

5／　5 ��X���iO組 俔ﾘﾌｸ鳬�8,ﾈ*�.�+�.�/�,(*ﾘ,�,H-ﾘ.h*H�倩h,(,�-��｢�

3／16 ��X����抦ｧy�h決�8�｢�40名 �ｹ��,ﾈ8ﾈ7h8ｨ4ｨ/�,(*ﾘ.ｸ*B�

5／／23 ��X���40名 傴ｩ��,ﾉuh-�/��ﾈﾋ�+X.h*H��?ｨﾏX����｢�
6／　6 ��Y�x���ﾈ��ｧy�h決�8�H�｢�30名 �ｹ��/�ﾊ�,(*�.h*B�

6／／20 �ｩL｢�40名 乂�+X*)�ﾈ.郁hｻ8��

6／27 ��X���30名 ��X��,ﾈ+ﾘ-�,ﾉH饂渥�4ｸ486�684��ｲ�

7／／　4 ��ｸ自L｢�40名 �7�987H8�8��ｸｻ8��佻���,hﾍ�8,ﾃ(����邵�ｨ������������������������ｻﾎT靫影ｹ�9Uﾈ�盈��ｨｮﾉOﾈﾆ(+8/��
7／24 �ｩL｢�40名 �'ﾈ,X�ﾈ自}i�ﾘ+X.(*�.�+�.�/�,(*ﾘ.ｸ*H����������������������������������������'ﾈﾝxﾔ育H�i�靈I[iu�+8/��

7／25 ��X���傅ﾈ�ﾉKﾉD闌��8�｢�30名 ��X��峪�霆8��

7／31 �ｩL｢�40名 �6��ｸ6�4ｨ�ｸ7(984�8�自m�/�*�+�,�,H肺/�,(*ﾘ.ｸ*H耳����������������������:����+8/��Y6餾Hｹ韈�+8/��

8／／　8 傅ﾈｧy�h決�2�40名 �+�.ｨ,X.�,X*ｸ.�4X6(6�6��ｸ6ｨ984�4��ｸ6x�佻���,hﾍ�8,ﾃ(����邵�ｨ�ﾙgｸ4X6(6�6��ｹ?�984�h檠yﾘ馼ｷﾉ}X�+8/��

8／12 ��X���傅ﾈｧy�h決�8�｢�40名 �ｹ��,ﾈ8ﾈ7h8ｨ4ｨ/�,(*ﾘ.ｸ*B�

8／15 ��X���30名 ��X��,ﾈ+ﾘ-�,ﾉH饂渥�4ｸ486�6ﾘ4��ｲ�

8／28 �ｩL｢�20名 ���闇韋i��.愛xｻ8���������������������������������������������������������������[ﾘ訷ｪ�ﾘ+8/��

8／／29 ��X���20組 倩h,X訷ﾞﾈ.�*�.�+�.�/�,(*ﾘ.ｸ*H�倩h7X�ｸ8�8�98,h7�6ｩ�ｨ�｢�

10／／16 ��X���30名 傀做�,ﾈﾖ(�(,X齷�(,ﾈ5��ｸ8�/�+X.h*B�

iO／／17 ��X���10組 俔ﾘﾌｸ鳬�8,ﾈ*�.�+�.�/�,(*ﾘ,�,H-ﾘ.h*H�倩h,(,�-��｢�

11／21 �ｩL｢�200名 �;�(,ﾈ*ﾘ.x+X/��ﾈﾋ�+X.h*H������������������������������������������������������������初w�6��+8/��

ii／23 ��X���40名 ���,ﾈ顥Z�,Y�(ﾆ�uh-�/�+X.h*B�

11／／27 �ｩL｢�20名 �7�5ﾈ5(98,Xﾌ)�ｹ4�,吋陞ｨ�8/�,(*ﾘ.ｸ*B�

11／28 ��YL｢�40名 �8ｨ6��ｸ5h7X8ｸ,ﾈ8ｨ�ｸ5�,(*ﾘ.������ﾈ4�8ｨ5�7ﾘ5�,h*��8ﾈ��ﾈ���佻���,hﾍ�8,ﾃ(����邵�ｨ������?��ｨﾔ��+8/��

12／　4 ��ｸ自L｢�20名 �7�5ﾈ5(98,X4�8ｨ5x6�8ｸ4ｨ8ﾈ985��ｸ/�,(*ﾘ.ｸ*B�

12／　5 �ｨ耳耳自L｢�40名 刎��ｨ/�,(*ﾘ.ｸ*H-h.(,�+��ｨ-h����������������������������������������������'ﾈﾝxﾔ�4��i�靈I[iu�+8/��

12／11 ��X���30名 ��X��,ﾈ+ﾘ-�,ﾉH饂渥�4ｸ486�684��ｲ�

12／／12 �ｩL｢�20名 俾��(ｬ��檍自7�+�/�ﾊ�,(*�.h*H�ｨ爾�

12／19 �ｩL｢�40名 �.ﾘ.xﾝxﾔ��ﾈ+X-��ﾈ.�/�,(*ﾘ.ｸ*H��������������������������������������������.ﾘ.xﾝxﾔ育H�f仗���ｨ�9��+8/��

12／／23 �ｩL｢�40名 �H.�+�/�,(*ﾘ.ｸ*H������������������������������������������O)�ｸ7H4��ｸ8�8�986��9Uﾈ�映ｹ�ｩ{(貂+8/��

1／　6 �ｩL｢�20名 俾��(ｬ��檍-h���4X4�6(6�984�-b�

1／12 俘(ｴﾒ�iO名 �7�5ﾈ5(98/�ｨ駅�+X.h*H-h､y?ﾈ.�4ｨ�ｸ6萎ﾉ�ﾈ,�,s���ﾂ�

1／23 �ｨ耳耳自L｢�20名 俾��(ｬ��檍-i7�+�/�ﾊ�,(*�.h*H耳�ｨ耳������������������������������������������������,ｸﾋIH驂x+8/��

2／／　6 �ｩL｢�40名 傴ｩ��,ﾈ��.x+X/��ﾈﾋ�+X.h*B�

2／／　9 �ｩL｢�10名 �7�5ﾈ5(98/�ｨ駅�+X.h*H耳耳､y?ﾈ.�4ｨ�ｸ6萎ﾉ�ﾈ,�,xt���ﾂ�

2／13 ��X���30名 ��X��,ﾈ+ﾘ-�,ﾉH饂渥�4ｸ486�684��ｲ�

3／　9 �ｩL｢�10名 �7�5ﾈ5(98/�ｨ駅�+X.h*H-h�隍y?ﾈ.�4ｨ�ｸ6萎ﾉ�ﾈ,�,xt#��ﾂ�

ギャラリー関連事業 度�������一般 ��3�kﾂ�講演会「蓄音機はうたうへSP　レコードで綴る歌謡史－」　　　　　　　　　　　　　　山間賢二さん 
10／／24 �:���30名 �ﾘ,ﾈ*�.x*ﾘ.慰萎ﾈ������������������������������������������������������������������l駑依���+8/��

11／／13 �ｩL｢�20名 偃萎ﾈ.�4��ｸ6xﾞﾉV仆8���������������������������������������������������������������dh棠��葺+8/��

特　別　行　事 滴����#��X���紕�ー一般 �3��kﾂ�春のグリーンアドベンチャー（午前と午後の2回実施） 響け！和太鼓　岐阜県立大壇上業高等学校太鼓部のみなさん 
ー一般 �3��kﾂ�

6／／13 �ｩL｢�傀�H,ﾈ4�8ｨ�ｸ984�6�7�986�88�ｸ�佻���,hﾍ�8,ﾃ(����邵�｢�

7／18 ��X���傅ﾈｧy�h決�8�｢�40名 冢�,ﾉH饂渥�,i��/�%Hﾉ�+X.h*H�度�����佇��X雕�ｨ,ﾃ���c���{��｢�
10／31 �(h��h決屬�300名 儷9D靠h���YH饂渥�/���h+X.h*H��I(畠�X,ﾈ�ｨﾘx,ﾓ���繆��?ｨ�ｨ,們�邵�｢�

lL／3 �ｩL｢�300名 做�,ﾈ4�8ｨ�ｸ984�6�7�986�88�ｸ�佻���,hﾍ�8,ﾃ(����邵�｢�

11／14 �ｩL｢�130名 弌�*�+X,ﾈ6��ｸ8(6ｨ4ｨ5(985H�ｸ6x������������������������������������������������������ﾋ9}��ｻ�+8/��

1／　7 �ｩL｢�400名 俯Y��*ｨ.H/���-x.h*B�

合　　　計 塔磯hｼb�5，650名＋40組 � 

3　マイミュージアムギャラリーの展示（マイミュージアムギャラリーの展示については出展者の責任で行われます。）
展　示　期　間 偬�������5x�������"�出　　　　　展　　　　　内　　　　　容 

4／1－　5／　5 ��Eｹ�ﾘ爾�刀装則こ見る武士の洒落 

5／11－∴6／13 伜)gｸ�ｹ�ﾂ�丸玉石の不思議一自然の造形・ノジュールに魅せられて－ 

6／19－　8／　8 伜)68ﾊｹ?��懐かしき明治・大正・昭和のSP　レコード廣一－歌は世につれ　世は歌につれへ 

8／13－　9／20 兌ﾘ訷ｪ�ﾘ�YOﾉ'�ﾆ"�播隆上人名据卑拍本と伝統⊥芸伊勢型紙展 

9／25－10／31 冤駑依倬��虫たちのコンサートホール～竹細工の虫のオーケストラへー 

11／　6－12／12 囘h棠��ｶ"�My　ハート展∴へ押し花・山の幸染め・プリザーブドオーストラリアフラワー・グラスアートへ 

12／18－1／30 侘968�裵�エアラインフォト慶一航空機の雄姿を追ってへ 

2／　5へ∴3／21 伜)68��&｢�郷士玩具のぬくもり－こめられた先人の願い～ 

ー8－



Ⅲ　平成15年度のあゆみ

〔職員〕

1職員名簿

職　名（担当） 倩�������kﾂ�職　名（担当） 倩�������kﾂ�職　名（担当） 倩�������kﾂ�

館　　　　　　　　長 兀����(������謦�〔学芸部〕 們I68��謦��i69dﾙu��（マイ・ミュージアム担当） 舒(��Oh���x��k��

教育委員会事務局参事兼管理部長 做�ｷｹ�9;��Y餾Hﾘｲ�学　　芸　　部　　長 刮ﾛ長補佐 　ノン 掌芸主事 

〔管理部〕 凵i人文担当） 劍ﾄh��ﾞ���ﾔ���[b�

（管理調整担当） 刮ﾛ　　長　　補　　佐 劍ﾕﾘﾏｸﾉ(����?ｩNInﾉy瓜R�

課長補佐 　ノン 主　査 刧＝@　（民俗） 俥(��ﾏｸ��ﾕ���Eb�（教育普及担当） 

山　田　郁　子 ���������讓�｢�早　川　克　司 �ｸ����+x����^(����ﾛ"�

藤　吉　正　樹 ��佶8�ｨｧxﾇﾈ皦馼�俟ﾈﾌ8�｢�長　屋　幸　二 ��佶8�ｨ攤��+x��^(��ﾛ"�豊　田　文　秀 

主　　　　　　　　　任 兀ｨ��･(���(��ﾔr�主　　　任（美術工芸） 舒(ﾛ)�ﾈ爾���68ﾘ��皐�8ﾔH��ﾌ969oX躋���68ﾉ(爾��gｸﾕyOﾂ�学芸業務推進職 　′′ 　ノン 伜(��gｸ������m"�

主　　　　　　　　事 �+x��夊��懐OYjB�（自然担当） 劍揵�嬰ﾈ�霆ﾘﾔiWb�

管理業務推進職 〟 〟 〟 ′′ 傅ﾈﾋN��ｴ倡���ﾉ�ｩ�xﾆ)Oﾂ����ﾉu8����69_ﾈ���Yﾙ�騏)Oﾂ�憖69&ﾘﾘ��課長補佐 〟（植物） 〝（地学） 主任（動物） 学芸業務推進職（地学） 劔7���壺�

事　　長　屋　亜佑巳

管理業務推進職　　河　田　知　香

学芸業務推進職　　小森豊／郷孝夫

〟　　　　　　　土　屋

在職期間（年度） 倩�������kﾂ�

8 兌ﾙ�ﾈﾋ9D���[ﾙ�ﾃ)D��伊　藤　秀　幸 

9 兌ﾙ�ﾃ9D闔ｩ[ﾙ�ﾃID��篠　田　幸　男 

10 兌ﾙ�ﾃYD闔ｩ[ﾙ�ﾃiD��横　山　勢津男 

11 兌ﾙ�ﾃyD���[ﾙ�ﾃ吋��清　水　廣　美 

12 兌ﾙ�ﾃ僖闔ｩ[ﾙ�ﾃ��D��高　田　　　晃 

13 兌ﾙ�ﾃ��D���[ﾙ�ﾃ�)D��遠　藤　祐　神 

14 兌ﾙ�ﾃ�9D���[ﾙ�ﾃ�ID��高　橋　宏　之 

ー9－

管理業務推進職

3　歴代館長名簿

在職期間（年度） 倩�������kﾂ�

l 傴ｩ��S�D��小　幡　忠　良 

2 傴ｩ��S)D���諸��SID��松　尾　克　美 

3 傴ｩ��SYD���諸��SiD��大　橋　桃之輔 

4 傴ｩ��SyD���諸��S吋��吉　本　幹　彦 

5 傴ｩ��S僖��関　谷　美智男 

6 傴ｩ��c�D���諸��c�D��廣　田　照　夫 

7 傴ｩ��c)D���諸��c9D��森　崎　利　光 
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〔日誌抄〕
当成15年度
41「岐阜県博物館報」第26号発行
I　人事質動に伴う辞令交付
2　マイミュージアムギャラリー

「魅惑の手工芸展へデコパージュ・エッグ
アート～」（－5月5日）

12　だのしい博物館「自然観察会一山菜ウオノ
テンダー」

13∴たのしい博物館「自然観察会～ギフチョウ
を観察しよう－」

18　資料紹介展「ようこそ化石の世界へ！」

（－6月29日）

20　カルチャー講座「自然観察会～自然の達人
と春の里中ウオノナングへ」

湯治

チャー講座「博物館活用説明会」
しい博物館「パソコンで写真付き名刺
くろう」

博物館「親了で学ぶ博物館一博物
ドツアー～」

事「春のゲ）－ンアドベンチャー」
ヤー講座十岐阜や全国の温泉紹介一
温泉旅行のために－」

たのしい博物館「まが土をつくろう」

特別行事「響け！和太鼓」
岐阜県博物館協会役員会・総会
マイミュージアムギャラリー

「野鳥を描いて」（濃飛の野鳥－ペン面壁）
（－6月15日）

11カルチャー講座「京都と美濃・飛騨の古寺
案囚」

17　だのしい博物館「化石のレプリカをつくろ

う」

レ

展開連事業「自然観察会へ山菜を採っ
べよう－」

行事「オリジナルコンサート一心に響

チャー講座「もっと知りたいパソコン

（メール活用）

事「瑞浪の化石採集バスツアー」
クラブ「第　一回パソコンクラブ」（パ

別行事 井県立恐竜博物館見′デハスツ

「パソコンでオリジナルカ
つくろう」

講座「伊吹山で植物の写真を損

講座」〈ワード文語作成）
18－19　日本博物館協会評議員会、全国博物館館長

会議（於：東京）
20　全国料亭博物館協議会総会（於：東京）
22　マイ　ミュージアムギャラリー

「美濃源氏上肢・族の世界一土岐氏の歴史
と文化－」（へ7月27日）

22　カルチャー講座「岐阜の歴史講座～信長と
天道思想－」

29　子どもクラブ「第　回自然の達人と初夏の

生山で遊ぼう」
7．6∴たp）しい博物館「パンフラワー教室一粘土

で花をつくろう－」
13　カルチャー講座「岐阜県の石器時代」
16　東海地区博物館連絡協議会、日本博物館協
会東海支部理事会・総会（於名古屋市）

19　特別展i昭和、くらしの歩み－30年代を中

心に－」（－9月7日）
20　特別行事「夜の博物館と森を探検しよう」
23　カルチャー講座「博物館活用説明会」
26　たのしい博物館「竹でおもちゃをつくろう」
27　了・どもクラブ「第2回パソコンクラブ」（ワー

ド文書作成）
27　企画展関連事業「特別展講演会　昭和、く
らしの歩み」

8　2　たのしい博物館「ストーンペインティング

教室」
3　マイミュージアムギャラリー

「ウッドノ

（－9月15日）

3　企画展関連事業「昔の遊びを体験しよう」
3　たのしい博物館「自然観察会－セミの鳴き
声と羽化を観察しようへ」
9　カルチャー講擁「自然観察会一自然の達人
と夏の里山ウオノテンダー」
9　子どもクラブ「第3回パソコンクラフ」

（インターネットメール）
iO　たの

13　たの

博物館「火起こし器をつくろう」
博物館「親子で学ぶ博物館一博物

まが玉をつくろう」

親子で学ぶインターネッ
トメール」

17　たのしい博物館「楽しい折り紙教室」
23　カルチャー講座「自然観察会一川原の石の

見分け方－」
24　企画展関連事業「特別展講演会　カメラを
適して見た昭和30年代」

30　企画展関連事業「昔の遊びを体験しよう」
9　7　たのしい博物館「バードカービング教室一

木をけずって鳥をつくろう－」
14　カルチャー講座「岐阜の歴史講座－円空と
尼寺～」

21　マイミュージアムギャラリー

「楽しい世界の資料紹介展（－11月911）
23∴たのしい博物館「初秋の畢山で自然のゲー
ムをしよう」

27　特別展「海の幸・Iiiの幸、岐阜一発見！キ
ノコと山菜、薬草の魅力～」（－11月24日）

発月パ～　〓い畦上は園田囲

27　カルチャー講座「も

講庫」（画像加工）
28　カルチャー講座「陶芸教室一茶碗をつくろ

う－」

10．4　カルチャー講座「自然観察会～岐阜県の温

泉現地解説ツアー（平湯温泉にて）へ一」
5　入館者220万人達成
5　企画展関連事業「特別展講演会　山菜の方
言名と産物帳」
11岐阜県図書館収蔵古地図展「古地図の世界
一国絵図－　〈へ11月9日）

11「子どもクラブ「第2回自然の達人と秋の里

中で遊ぼう」
12　カルチャー講座「増山たづ子ふるさと徳山
を語る」

13　たのしい博物館「化石のレプリカをつくろ

う」
18　企画展関連事業「自然観察会－キノコ探検

隊－」
19　カルチャー講座「食から見た山の〈らしの

知恵」
23　特別行事「オリジナルコンサート一徳i出先

現代津軽三味線－」

26　企画展関連事業【キノコとIii菜・薬草オリ
エンテーl）ング」

112　特別行事「百年公園・博物館を写生しよう」
3　特別行事「秋のゲ）－ンアドベンチャー」

6－7　全国博物館大会（大阪市）
8　企画展関連事業「キノコと山菜・薬草オリ
エンテーリング」

9　カルチャー講座「岐阜の歴史講座一宮沢賢
治と岐阜へ」

12へ13　東海三県博物館協会交流研修会

（於：大出市）
16　マイミュージアムギャラリー

「花嫁衣装とちぎり絵の美」（－12月23日）
16　特別展講演会・文化講演会「山菜・薬草の
無限の魅力にせまる」

23∴たのしい博物館「徳山のくらしを体験しよ
う」

24　たのしい博物館「森の柄物で造形遊びをし
よう」

26　－発掘速報展「いにしえの美濃と飛騨」
（－12月23日）

30　たのしい博物館「秋の実を使ってリースを
つくろう」

12．6　たのしい博物館「パソコンで個性的な年賀
状をつくろう」
7　たのしい博物館「和凧をつくろう」
7　企画農関連事業「記念講演会縄文時代の美
濃と飛騨へ北陸からの遠望－」
13　自然観察会「有年公園のハードウオノチン

グ」
14　了ともクラブ「第3回自然の達人と初冬の
里山で遊ぼう」
14　たのしい博物館「わら細工一正月の飾りを
つくろう」

23　たのしい博物館「花もちをつくろう」
14　刀剣と書画の美一伊東コレクションより～

（－2月15H）

4　マイミュージアムギャラリー

「和風に魅せられてイ伝統的和凧の復元を
試みてへ」（－2月8旧
6　たのしい博物館「自然観察会へ七草ウオッ
チングへ」

特別行事「七草がゆを食べよう」
企画展関連事業「力剣と書面の美」展示案内
企画展関連事業「近世の美濃・飛騨の絵描
きたち」

21たのしい博物館「親子で掌ぶ博物館一博物
館カイトツアーへ」
8　企画展関連事業「力剣と書面の美」展示案内
15

15

21

22

しい博物館
〈らしを体験しよう」
ユージアムギャラリー

で創る花の魅カーようこそパンフラ
の世界へへ」（－3月21日）

まんなか共和国博物館交流事業特別企
奥美濃の出岳信仰と文化の交流」（－3
日）

しい博物館「自然観察会一百年公園の
バードウオッチング～」

3．7　企画展関連事業「遠雷が語る白山美濃馬場
の歴史」

‖　岐阜県博物館協会常任理事会
14　企I由懐関連事業「奥美濃の用岳信仰と文化
の交流」展示解説

20　カルチャー講座「H翫日のはじめの殿様鳥類

学者と動物採集人」

〔岐阜県博物館協議会〕
当協議会は、博物館の運営に関し、館長の諮問に応じ、また意見を述べる機関として、岐阜県博物館条例（昭和51年）

第2条及び第3条の規定に基づいて設置され、委員は次のとおりである。

氏　　　名 仂�����k������b�現　　職　　名 

川　瀬　尚　信 弍)Xﾉ_ｩ�x�乘H�｢�岐阜放送（株）営業局長 

酒　井　和　行 比┷ｯ)Xﾉ_ｩ�xｼr�NHK岐阜放送局長 

佐　藤　哲　夫 ��Eｹ�佰ij���岐阜県公民館連合会会長 

篠　田　　　薫 乂xﾕｩd��ﾈ�)68ｧx���かぐや第一幼稚園長 

田　口　義嘉毒 ��ﾉEｨ暮t��乘H�｢�カンガルーメセナ協議会長 

玉　井　博　稿 ��冖ﾈ�ｨｼｨ皐夐gｹ]ﾂ�（名）玉井屋本舗　代表社員 

富　田　幸　雄、 乂xﾕｩd��ﾉW�68ｧx���岐阜県私立中学高等学校協会長 

早　川　万　年 弍)Xﾉ�Xｧr�岐阜大学教育学部助教授 

○　福　田　莞　爾 兀�69�饂慰鮎h�乘H�｢�岐阜県博物館友の会長 

古　谷　俊　明 ��乘H�ｩ(i?ｩ�i[x���（株）中日新聞社岐阜支社長 

◎　堀　　　幹　夫 弍)Xﾈ����Xｧr�岐阜女子大学学長 

水　谷　あい子 �:�ｻI�ｩzy:�ｻI(hｧxﾕ｢�岐阜県中学校校長会会員 

◎会長　○会長代理　　　　　　　　　　　　　　（平成14年10月9日現在　五十音別）

任期は平成14年7月26日一平成16年7月25日

ー10

〈開催状況〉

月　日　平成15年8月8日

場　所　岐阜県博物館　講　堂

議　事・博物館の運営について
一県立博物館の活性化

について－
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〔実施事業の概要〕

県民のニーズに応じた、生涯学習社会にふさわしい文

化・教育施設として、心の豊かさを実感できる、県民に

親しまれ楽しめる「顔の見える博物館」を目指して、平

成15年度は、特別展と資料紹介展をそれぞれ2本、共催

展などを3本と8本のマイミュージアムギャラリーの展

覧会、80本余のたのしい博物館事業など、多くの事業を

展開した。そうした中、展覧会会場や常設展示場内など
で積極的に展示説明を行い、来館者とのふれあいに努め

た。また、調査研究、資料の収集、デジタルアーカイブ

事業についても積極的に推進した。
1調査研究事業

人文分野では、昭和〈らしの歩み、石器時代、鉄道な
どのテーマに基づいて調査研究をすすめた。自然分野で

は、野の幸・山の幸岐阜、里山に生息する動植物の分布

と生態、温泉、化石収集などのテーマのもと調査研究を

すすめた。

2　展示活動

特別展については、人文分野では、昭和の時代が終わっ
て15年がたった今日昭和ブームと言われることから、昭

和30年代を中心にした昭和のくらしにかかわる資料を展

示した。入館者には、懐かしさのあまりか、会話を弾ま
せ楽しく資料に見入る方が多くみられ、中高年者をはじ

め子ども達にも大変好評であった。自然分野においては、

キノコ・山菜・薬草についてその魅力を紹介し岐阜の豊

かな自然を再発見してもらおうとテーマを設定し展示し

た。健康食ブームでキノコなどに関心が高い現代におい

ては、タイムリーでわかりやすくまた親しみやすいと高

く評価された。

資料紹介展については、自然分野において、化石をテー

マにして展示し、化石の定義、役割をわかりやすく紹介

した。岐阜県から産出する化石の他、日本をはじめとし

て世界のいろいろな化石を展示し、教科書に登場する化

石、生きている化石など詳しく紹介した。

人文分野については、寄託資料の展示として、刀剣と

書画について展示し好評を博した。特に刀剣は、すべて

が岐阜県重要文化財に指定されており、初めての公開と
いうこともあってか、多くの方々にご来館頂いた。

また、他施設との共催展示として岐阜県図書館の収蔵

資料紹介展のほか、例年の発掘速報展を開催した。

岐阜県は、三重、滋賀、福井との四県で構成する日本
まんなか共和国博物館交流事業を実施しており、今年は

その特別企画展として、奥美濃の山岳信仰と文化の交流
を紹介した。

3　資料収集活動

人文分野では、絵はがきや錦絵など当県ゆかりの品を

購入した。また、特別展に関連して昭和の時代の民具な
ど多くの資料を寄贈いただいた。

自然分野では、鉱石や化石、鳥類の標本などを購入し
た。植物のレプリカや封入標本、動物剥製標本の依託製

作を実施した。また、県内動植物の採集、標本の寄贈を

受けた。
4　教育普及活動

「たのしい博物館」や「特別行事」などの催しものを、

体験活動や講座などで構成し80本余実施した。特に、小・

中学校生徒の博物館活用や、子供会などでの利用に対し
て、「博物館の活用事例集」を用いたり「ビンゴゲーム」

を実施するなどして、博物館での学習活動の活性化と質

的な充実に努めた。また、様々な事業の広報活動を積極

的に実施した。

展　　示　　名 弍ｨ����ｭB�展　　　　　示　　　　　内　　　　　容 �?ﾈｭ倆)�B�

常　設　展 僖���ｭB�・人文展示室lの考古や暦史、人文展示室2の美術工芸や民俗の展示替えを行った。まな埋蔵文化財を紹介する ��

（財）岐阜県教育文化財団文化財保護センターの展示コーナーを、半期毎にテーマを変えて展示した） 
・自然展示室1の帰化植物のコーナーのさく葉標本を封入標本に差し替え、原産国名などを加えて分かり易く、見 

やすくなるよう工夫して展示した。 
また、恐竜コーナーには、恐竜コンコラブトルの営巣復元模型などを展示に加えた。その他、一部の展示解説パ 
ネルを平易な文言に代えるなど展示の改善・充実に努めた。 

資料紹介展 滴����-h�ﾈ��h��#��荘川村や自I旧すなどで産出する恐竜化石をはじめとして、岐阜県からは学術的に貫重な化石が多く算出している。， ����3C���当館の所蔵する県内産のさまざまな化石や世界の化石を一一一同に展示するとともに、恐竜やアンモナイトの化石のさ 
「ようこそ　化石の世界へ！」 凾墲黷驛Rーナーや顕微鏡での観察が体験できるコーナーももうけた。 

化石王国岐阜をPRL、化石のすぼらしさを味わっていただく機会とした。 

夏特別展 度����-h耳����縒�昭和の時代のなかで活力に満ちた30年代の〈らしや文化に対する関心は今なお高いものがある。昭和30年代を ��8��鼎B�中心にして昭和のくらしに関わる資料を約800点展示した。「三種の神器」などの家電製品、居間・台所などのくら 
「昭和、くらしの歩み 凾ｵの道具、学用品などの了どもに関わる資料、軽トラック、娯楽用品、絵はがきなど様々な資科を展示し、手回し 
一一30年代を中心に～」 剏v算機などの体験コーナーももうけた。 

昭和の生活の様子とその変遷、人々の工夫の跡を紹介し、現存及び将来の〈らしを考える大切な機会とした。 

秋季特別展 「野の幸・山の手、岐阜 ～発見！キノコと山菜、 　薬草の魅力へ」 祷��#x�ﾃ����#B�岐阜県は豊かな自然に恵まれ、高等植物の種類は3，300種を超える。山の香りや野の香りにあふれるキノコ・山 �#��33湯�
菜・薬草の種類は数も非常に多く各地で昔から利用されてきたことから、岐阜県の主なキノコと山菜・薬草につい 
て、標本資料やレプリカを通してその形憩や生態について紹介した。 
また、臭いを嘆ぐ、さわる、探す、調べる、遊ぶという活動を通して来館者の方々に　一層楽しんでいただけるコー 
ナーをもうけ、自然の恩恵、大地からの恵みのすぼらしさを再発見していただく機会とした。 

岐阜県図書館収蔵資料展 「古地図の世界一国絵図－」 共催：岐阜県図書館 ��������ﾃ���纈�江戸幕府が幕藩体制強化のために各港に命じて作成・提出させた国絵図を基にして各種目的に応じて刊行などさ 牝ﾃs#��れた国絵図を展示紹介した。展小竹三品は、県内及び近県関係の「美濃回天絵図∴仝」、上白許飛騨回全図」、「尾旗国 
全図」、「懐玉三河川地理図鑑」、「伊勢国夫絵図　仝」、「信濃国絵図」など、北は北海道から南は沖縄までの代表的 
なものであり30カ所を越える（、 

発掘速報展 ��埋蔵文化財の保護活動の一環として、出土遺物を県民に公開するための展覧会である二今回は、平成13・14年度 �(������
「いにしえの美濃と飛騨」 凾ﾉ発掘調査を行った遺跡を申し、にして、検出した遺構や出土遺物を展示紹介された。 
主催：（財）岐阜県教育文化財 刮ﾂ児市の楠田遺跡の木製品や墨書土器、闇市の洞雲戸遺跡の幸江1磁や金属製品など、清見村の上岩野遺跡の縄文 
団文化財保護センター 剴y器や土偶や石製品など、9遺跡から多くの資料が展示された。 

資料紹介展 「刀剣と書画の美 ～伊東コレクションより－」 買�b�当館は、岐阜市の伊東氏によって収集された資料の寄託を受けている。 滴�3田��
今回の展覧会では、この伊東コレクションの中から、「大力　銘　兼氏」や山彬の士杉家にI云来した「大力　銘 

1／4　－　2／15 傚Y���h,�,xｯ)Xﾈﾊx�wi[h嶌ﾞ�,倡y.�+8.ｨ+ﾙkﾉ8�����枴}�,X,ﾘｭh5�ﾋH��x,ﾈｮﾉ69��;�.)�Xｭｸ,ﾈﾕﾙ8xﾝxﾘ�/�,ﾘ+h-�ﾉEｨ�R�
飛騨にゆかりのある人々の作品を30点ほど展示紹介した。 

日本まんなか共和国博物館交流 買�b�「日本まんなか共和国」の交流の　環として、近隣諸国と交流のあった奥美濃の山岳信仰に関する資料を紹介し 店��c�B�
事業特別企画 凾ｽ。白山信仰に関わる白山長瀧神社や長瀞吉等の資料や、高賀山信仰に関わる那此所宮神社の質料を中心にして、 
「奥美濃の山岳信仰と �(��#�-h��8��#��奥美濃地方に残る向岳信仰の貴重な資料を展示したi県境部である奥美濃地方で山勘言佃を通じてなされた文化の 

文化の交流」 剏�ｬを紹介した。 

マイミュージアムギャラリー 買�X����b�H��(�ﾃ8��&ﾂ�魅惑の手工芸展（4／2－5／5）　　　　　　　　　　　　野鳥を描いて（5／11－6／15） ��

－デコパージュ・エッグアート一　　　　　　　　　　一「濃飛の野鳥」ペン画展「 

美濃源氏土岐一族の世界（6／22へ－7／27）　　　　　　　ウッドバーニングアートの楽しみ（8／3－JWl） 
へ土岐氏の歴史と文化一　　　　　　　　　　　　　　花嫁衣装とちぎり絵の英　日1／16－－12／23） 

楽しい世界の資料紹介展（9／21－11／9）　　　　　　　鮎上で創る花の魅力（2／15－－3／21） 
和凧に魅せられて（1／4－2／8）　　　　　　　　　　　　－ようこそパンフラワーの世界へ一一 
～伝統的和凧の復元を試みて－ 
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〔特別展〕
－夏季特別展－

1展覧会名称
「昭和、〈らしの歩み　－30年代を中心に－」

2　開催期間

平成15年7月19日（土）～9月7日（日）

3　趣旨

長かった昭和の時代の中でも、活力に満ちていた30年

代のくらしや文化に対する人びとの関心はいまなお高い

ものがある。当時は、高度経済成長にともない、家電が

普及し、種々の娯楽がもたらされるなどi央適で便利な生

活が実現していく一方で、伝統的な生活の知恵や近所ど

うし、子どもどうしの人と人とのむすびつきもまだ畠、づ

いていた。その後、生活のスタイルや価値観が大きく変

化するなかで、かつて使われていたくらしの道具も急速

に姿を消しつつある。

本展覧会では、30年代を中心に昭和のくらしにかかわ

る資料を展示し、当時の生活の様子とその変遷、人びと

の工夫の跡を紹介した。中高年者にはなつかしく、子ど

もたちには目新しい昭和のくらしを、約800点の実物資

料をとおして振り返ってもらうことにより、くらしを考

える手がかりとしてもらうとともに、身近な文化財に目

を向けてもらう機会としたいと考えた。

ー鰯綜　緩 i‾灘鰯諮 ��繚謙譲i熊 襲i‾一線 �� ��
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展示風景

4　展示内容

（1）電化の時代へ

「三種の神器」とよばれたテレビ冷蔵庫、洗濯機をは

じめ、炊飯器、扇風機、掃除機、煙燵、トースター、ラ

ジオ、テープレコーダー等の家電製品を展示し、急速に

電化の進んだ30年代の生活を概観した。

（2）くらしの中の道具

30年代の居間を再現展示したほか、薬箱、箪笥、洗面

用具等、家の中にあった衣食住にかかわる生活用具を展

ー12－

示し、くらしの様子と使われなくなっていった道具、モ

ノを大切にした人びとの工夫などを紹介した。

（3）子どもの世界

赤ちゃんの産着や子どもの健やかな成長を願う節句の

飾り、ブリキ玩具やおまけ玩具、ゲーム類等の遊び道具、

子ども向けの雑誌や勉強道具、修学旅行のしおり等、子

どもの成長を追って各種の資料を展示した。

（4）趣味と娯楽

刺繍、スキー、ゴルフ用品、鉄道模型、車のカタログ、

自転車の雑誌、カメラ、8ミリ、ステレオ、流行歌のレコー

ド盤、漫画・雑誌、人気映画のポスター等を展示し、30

年代の生活を彩った趣味や娯楽の数々を紹介した。

（5）昭和の岐阜県

昭和30年代の郷土の様子がわかる写真や絵葉書、岐阜

県に関係のある映画のポスター等を展示した。また、郷

土の事柄を題材として30年代に制作されたカラーのスラ

イド作品をビデオ上映した。

（6）昭和図書館と体験コーナー

昭和30年代前後の雑誌や書籍を手にとって読んでもら

うコーナーや、昔の生活道具や玩具、足踏みオルガン、軽

トラックなどにさわれるコーナーを設けた。そのほか、当

時の街角の再現ディスプレイを使って古いホーロー看板

を展示した。

5　関連事業

・7月27日（日）特別展講演会

「昭和、くらしの歩み」

師勝町歴史民俗資料館学芸員　市橋芳則氏
・8月3日（日）昔の遊びを体験しよう①

「手作りおもちゃで遊ぼう」当館学芸員
・8月24日（日）特別展講演会

「カメラを通して見た昭和30年代」

円空学会理事　吉田次郎氏
・8月30日（日）昔の遊びを体験しよう②

「けん玉に挑戦しよう」

日本けん玉協会東海総支部長　山内貞義氏
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居間の再現展示



ー秋季特別展－

1展覧会名称

「野の幸・山の幸、岐阜
～発見！キノコと山菜、薬草の魅力～」

2　開催期間

平成15年9月27日（土）～11月24日（月：振休）

3　趣旨

岐阜県は海抜0から3000mまであり、かつ地形が複雑

なことから、高等植物（種子植物とシダ植物）の種類は

3300種を超えるほどで、豊かな自然に恵まれたところで

す。それに伴い、大地からの豊かな栄養を吸収して育ち、

山の香りや野の香りにあふれているキノコと山菜、薬草

の種類や数も非常に多いです。したがって、各地で昔よ

り人々に利用され、産物帳にも数多くとりあげられてい

るほどです。また、最近は、健康食ブームでそれぞれの

活用についても注目されています。

人との関わりのあるキノコと山菜、薬草を知ることは、

人間の生きる知恵でもあります。

以上のことを、キノコを中心にして山菜や薬草を含め、

各種の標本資料やレプリカを通して紹介しました。

4　展示内容

展示構成は大きくは次の7つになっています。
・キノコって何？

・野山の恵み、食べられるキノコたち

・ちょっと変わったキノコたち

・野山の香りいっぱいの山菜（薬草）たち

・気をつけよう！毒キノコと毒草たち

・命の結晶、草木の実や種たち

・植物と人とのかかわり

一三一類 ��稲�I;Y;V�� 

子 纏盤翌翌 二i‾＿－lh 

1歳詞書688雄 
駐驚蓄積探 

覿 勅書 ＿駿 ����6H�耳耳耳偐�

蔓藍∴∴∴ 

タマゴタケが出迎える入り口付近

それぞれの大まかな展示内容を紹介します。

（l）キノコって何？

入り口に高さ2m　ほどもある巨大なタマゴタケのレプ

リカが出迎え、自分が小動物になった気持ちでキノコを

見直すことができ、キノコの一生や部位などの基礎知識

が自然に学べるように工夫しました。

（2）野山の恵み、食べられるキノコたち

簡単には見つけることができない「マツタケの群生」が

見られ、岐阜県内で見られる代表的な食べられるキノコ

のレプリカと標本資料を展示しました。たとえば今まで
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の食べられるキノコのイメージがぬりかえられような多

彩なキノコレプリカも展示しました。

（3）ちょっと変わったキノコたち

「形態が興味深いキノコたち」「生態が興味深いキノコ

たち」「五感のかかわりで興味深いキノコたち」「興味深

い冬虫夏草たち」といった4つのコーナーでキノコの不

思議さにたっぷりとひたることができるように工夫しま

した。

（4）野山の香りいっぱいの山菜（薬草）たち

「山（山里）を代表する山菜（薬草）たち」と「里（人

里）を代表する山菜（薬草）たち」の二つのコーナーに

分け、山菜（薬草）のレプリカ、透明な板の大型植物標

本、透明樹脂封入標本などを展示しました。

瓢 ��：子∴ 式 侏��h�R�ｨ�ｨ耳�f偖ﾈ耳�%ｹ��贍��

i灘 ���ﾎ��i｢�∴ 
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山菜の展示コーナーの様子

（5）気をつけよう！毒キノコと毒草たち

「多種多様な毒キノコたち」と「危険信号！毒草たち」

の2つのコーナーに分けて、気をつける毒キノコと毒草

をレプリカと標本資料で紹介しました。

（6）命の結晶、革木の実や種たち

「草木の実や種クイズ」「果実酒」「古代の穀物」の3つ

のコーナーをつくり、植物の実や種をじっくり見つめる

ことができるように工夫しました。

（7）植物と人とのかかわり

ここは「産物帳とキノコと山菜」「栽培キノコたち」と

いった見て学ぶコーナーも一部つくりましたが、見るだ

けでなく、においを嘆ぐ・さわる・探す・調べる・遊ぶ

といった活動コーナーを中心にして展示しました。具体

的には、薬草のにおいを喫いたり、インターネットで探

して調べたり、木の実（どんぐり）のおもちゃで遊んだ

りして思いっきり体験できるように工夫しました。

5　関連事業
・特別展講演会「山菜の方言名と産物帳」

講師：金古弘之さん
10月5日（日）13：30一

・自然観察会「キノコ探検隊」

講師：森林文化アカデミー津田格さん

10月18日（土）10：00一

・特別展関連事業「キノコと山菜・薬草オリエンテーリ

ング」

10月26日（日）10：00－13：00－

11月　8日（土）10：00－13：00－

・特別展講演会・文化講演会「山菜・薬草の無限の魅力

にせまる」

講師：岐阜薬科大教授田中俊弘氏さん
11月16日（日）13：30－



〔資料紹介展〕
－資料紹介展1－

1展覧会名称

「ようこそ化石の世界へ！」

2　開催期間

平成15年4月18日（金）～6月29日（日）

3　趣旨

岐阜県では学徒的に貴重な化石が数多く産出し、当館

でもそのような県内産の化石を多く所蔵している。また、

外国産のさまざまな化石も所蔵しており、今回の資料紹

介展は、普段収蔵庫の中に納められているこれらの化石

の数々を県民に公開しようとしたものである。

多様な化石についてさまざまな観点から展示を行い化

石の魅力を味わっていただきたいと考えた。また、教科

書に登場する化石ばかりを展示するコーナーや、体験学

習で訪れることの多い瑞浪の化石を展示するコーナーな

ども設けるなど、学校教育への支援的役割をも考慮した。
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展示会場のようす

4　展示内容

以下のような7つのコーナーに分け、約300点の化石

や化石レプリカ、模型、現生種の剥製等を展示した。

（1）化石ってなに？

このコーナーでは、化石とは一体どんなものなのかと

いうことを、マンモスの毛や石油・石炭、生痕化石など

の実物資料によってわかりやすく展示を行った。

（2）化石の役割

このコーナーでは、化石にどのような意義や価値があ

るのかということについて、「進化の証人となる化石」、

「示準化石、示相化石」、「生活に利用される化石」などの

項目別に展示を行った。

（3）教科書に登場する化石たち

三葉虫、アンモナイト、恐竜、ビカリア、始祖鳥のレ

プリカなど、学校の教科書に取りあげられる代表的な化

石やレプリカの展示を行った。
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（4）世界の化石

ドイツ、ボリビア、モロッコなど世界各地の有名な化

石産地から産出する代表的な化石の展示を行った。
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教科書に登場する化石のコーナー

（5）岐阜県から産出する化石

化石の産出が豊富な郷土岐阜県の代表的な化石産地

（大垣市金生山、上宝村福地、新平湯、瑞浪市松ケ瀬、可

児市など）の化石の展示を行った。

（6）生きている化石たち

大昔より星息が確認されているゴキブリやカブトガ

ニ、シーラカンスなど「生きている化石」と言われてい

る動物の現生種（剥製や模型など）や、イチョウやメタ

セコイアなどの植物現生種の標本を化石とともに比較展

示した。

（7）体験コーナー

恐竜の骨や巨大アンモナイトなどの化石にさわった

り、小さな化石を顕微鏡で観察できる体験コーナーを位

置づけた。
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体験コーナーのようす

5　関連事業

・5月17日（土）

たのしい博物館「化石のレプリカをつくろう」

・5月25日（日）

特別行事「瑞浪の化石採集バスツアー」
・6月1日（日）

特別行事「福井県立恐竜博物館見学ツアー」



ー資料紹介展2－

1展覧会名称

「刀剣と書画の美　伊東コレクションより」

2　開催期間

平成16年1月4日（日）～2月15日（日）

3　趣旨

当館においては、展示公開・調査研究のために県民が

所蔵する優れた文化財の寄託を受けている。

平成11年度および13年度の二度にわたって、岐阜市

の伊東尚生氏によって収集された刀剣類や伊東家に伝来

した書画や陶磁器のコレクションをご寄託いただいた。

それらは総数130点近くにもなり、多くの郷土ゆかりの

品々が含まれている。

特に刀剣類は全てが岐阜県重要文化財に指定されてお

り、「太刀　銘　兼氏」をはじめ鎌倉時代から南北朝時代

にかけての優れた出来栄えの作品が揃っている。また、書

画では喜田草堂（現在の関ケ原町出身）や村瀬太乙（現

在の美濃市出身）ら、江戸時代から明治時代にかけて活

躍した人々の作品が多く含まれている。

これらは長く個人で大切に受け継がれてきた資料であ

るから、今回が初公開となる作品が多数であった。今回

はコレクションの内、約30点ほどを展示した。
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展示風景①

4　展示内容

本展覧会は、大きく　4つのコーナーからなり、伊東コ

レクションの概要をご覧いただけるようにした。

（1）刀剣類

生前、刀剣の収集家としても著名であった伊東尚生氏

が収集され、いずれも岐阜県重要文化財に指定されてい

る刀を付属する揮とともに展示した。
・「太刀　銘　兼氏」　鎌倉一南北朝時代

・「太刀　銘　助真」　鎌倉時代

・「太刀　銘　備前長船住右近将監保弘道」

鎌倉時代
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・「太刀　銘　国宗」　鎌倉時代

・「短刀　銘　信国」　鎌倉時代

（2）書画類一郷土ゆかりの画家たち

伊東家には数多くの書画類が収蔵されており、美濃や

飛騨に縁のある画家や文人の作品も含まれている。

それらのうち江戸時代後期に活躍した文人の作品を中

心に展示した。
・江馬細香　墨竹園　　江戸時代

・喜田華堂　猛虎図　　江戸時代一明治時代

・松平義建　一行書　　嘉永元年（1848）

ほか

（3）書画類～尾張・京・江戸・長崎の画家たち

伊東コレクションの内、美濃や飛騨以外で活躍し、今

もなお、知られている画家の作品を選んで展示した。
・月戴　鵜図　　　　　　嘉永4年（1851）

・小田切春江　鍾楢図　　江戸時代一明治時代

・岸駒　寒山拾得図　　　天明元年（1781）

・鉄翁　寒林山水図　　　江戸時代一明治時代

ほか

展示風景②

（4）陶磁器類

伊東家に伝来した陶磁器類の内、美濃に縁ある作品を

展示した。
・伊東家伝薬膏薬壷　　　　江戸時代

・加藤春岱　山水図茶碗　　江戸時代

・林晃三　千歳窯　水差　　大正時代～昭和時代

ほか

＊そのほか体験コーナーとして「ミニかけじ〈を作っ

てみよう」「水書道で絵を描いてみよう」の2つのコー

ナーを設けて、若年者層における書画類への関心の喚起

に努めた。

5　関連事業

・1月25日（目）講演会

「近世の美濃・飛騨の絵描きたち」

当館学芸員
・1月11日（日）・2月8日（口、）展示案内



〔特別企画〕
一日本まんなか共和国博物館交流事業特別企画－

1展覧会名称

「奥美濃の山岳信仰と文化の交流」

2　開催期間

平成16年2月21日（土）－3月21日（日）

3　趣旨

当館は、「日本まんなか共和国」の文化面における交流

の一環として、三重、滋賀、福井各県の博物館と交流を

進めている。本年は、近隣地域と交流のあった奥美濃の

山岳信仰に関わる資料を紹介する特別企画を開催した。

白山は古くから信仰の対象として崇められ、白山信仰

は古代のころより奥美濃及び越前・加賀から修験者を中

心にして全国の人々に広がった。また、白山の南に位置

する高賀山の山麓には虚空蔵菩薩と関係の深い高賀山信

仰が広まった。

本展では、白山信仰に関わる白山長瀧神社の資料や、高

賀田信仰に関わる那比新宮神社の資料等を紹介し、古来

より近隣地域と交流を続けてきている奥美濃地方にすぼ

らしい文化が栄え、現在にまで伝えられてきたことなど

について、理解を深めていただく機会とした。
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展示風景

4　展示内容

（1）白山信仰のおこり

白山を開いたと伝えられている泰澄を描いた「泰澄大

師像（阿名院蔵）」や、鎌倉時代に美濃に置かれた馬場

（美濃馬場）・白山中富長瀧寺が延暦寺の別院となって

いたことを示す「延暦寺政所下文（長瀧寺蔵）」などを

展示し、全体の導入とした。

（2）白山信仰と三馬場

平安時代の前期には、白山への3つの登拝道（禅定道）

が開かれたといわれている。ここでは、白山への登山口

にあたる加賀・越前・美濃の三馬場を写真パネルで紹介

した。

（3）白山修験道と地域のつながり

古代から中世において白山は修験道の一大聖地となっ
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た。ここでは修験者の法具である国重文の「鉄製蛭巻手

鉾」や「金銅仏餉鉢」など白山長瀧神社所蔵の資料を中

心に紹介した。

国重文　鉄製斧（白山長瀞神社蔵）

（4）長瀧の延年と能

毎年1月　6　日に白山長瀧神社で催される六日祭では、

「長瀧の延年」が古式ゆかしく奉納される。ここでは何百

年もの間連綿と受け継がれてきた「長瀧の延年」に関わ

る資料と、室町時代まで延年で使われた木造古楽面（国

重文）などを紹介した。

（5）白山信仰と円空

白山に格別畏敬の念を抱き、修行で白山神の託宣を聞

いたという円空による「護法神」や「白山権現」（神光寺

蔵）などを展示した。

（6）高賀山信仰のひろがり

郡上の南部に位置する高賀山一帯には、古代から藤原

高光の鬼退治伝説を発端とした虚空蔵信仰とも関係の深

い高賀山信仰がひろまった。高賀田信仰の中心となる高

賀六社のうち、那比新宮所蔵の「虚空蔵菩薩懸仏」（国重

文）や「龍頭」などを展示紹介した。

国重文　虚空蔵菩薩懸仏（那比新宮神社蔵）

5　関連事業

特別講演会「遺宝が語る白山美濃馬場の歴史」

3月7日（日）

白山長瀧神社宮司　若宮多門氏

国重文　古瀬戸黄粕瓶子（白山長瀧神社蔵）



〔マイミュージアムギャラリー〕

1運営の概要

県民（在住、在勤、ゆかりの人）が収集・所蔵してい

るコレクションや生涯学習の成果作品を募集し、一定期

間、公開展示の場とする。マイミュージアムギャラリー

企画運営委員会によって承認された展示計画に従い、順

次展示をしていただく。出展者の募集は常時行っている。

2　平成15年度の展示状況
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3　展示記録「マイ・コレクション」の発行

展示リーフレット「マイ・コレクション」を各回の展

示ごとに発行した。平成15年度は7年度からの通番で、

第63号から第70号まで発行した。

4　出展者による解説・講演・実演等の開催

来館者に対して、出展者による教室、講演を以下のよ

うに開催した。

〇第2回「野鳥を描いて」
・探鳥会

講師　広瀬尚孝さん、野鳥の会岐阜支部員10名

目時　平成15年5月11日（日）午前9時－11時

場所　百年公園

出展者が所属する日本野鳥の会岐阜支部の会員の協力

を得ての探鳥会だった。雨が売、配されたが、なんとか10

時30分ごろまではもち、降り出してからはマイミュージ

アムギャラリーで出展者による展示解説を行った。短時

間であったが、約20種類ほどの野鳥が観察でき、珍しい

アマツバメやオオルリなどが観察でき、中身の濃い探鳥

会となった。

〇第3回「美濃源氏土岐一族の世界」
・講演会

前半「美濃源氏土岐一族の世界
一最後の美濃守護頼芸まで」

後半「美濃源氏小里氏と小里城
一県史跡天守の発掘に向けて」

日時　平成15年7月12日（土）午後13時－15時30分

講師　法政大学兼任講師谷口研語氏

場所　マイ・ミュージアム：ハイビジョンホール

美濃源氏フォーラムによる、土岐氏の歴史と文化の掘

り起こし活動による、最新の研究成果を聞くことができ

た。特に後半の「小里城」に関しては、今後の発掘調査

の期待がもてる興味深い内容だった。美濃源氏フォーラ

ムの会員の協力もあって参加も予想以上で、美濃源氏

フォーラムの趣旨にもあいまって盛会だった。

予定より早めに閉会したが、ギャラリー会場での展示

説明会もできて、講演内容を確認される参加者でギャラ

リー会場も見学者でいっぱいになった。
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各展示において、出展者自らが積極的に会場内で展示

解説を行った。出展者は来館されるたびに展示関谷の見

所などの解説をし、来館者との交流も深まった。

来館者からも、出展者ならではの話が開けて大変有意
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義だったという感想を開けた。各出展者も、来館者の質

問や意見などを聞いて大変勉強になったり、視野も広

まったり、同好者も増えたりと好評だった。

写真はウッドバーニングアート体験会

5　博物館同人としての登録

マイミュージアムギャラリー出展者は、博物館同人と

し、4名と3団体に同人登録証を発行した。

6　平成15年度の出展申し込み

岐阜県ユネスコ協会「わたしの町のたからもの」絵画

作品、SPレコードや楽譜、ノジュール、郷土玩具コレク

ション、手作りのおもちゃ作品、瑞浪の土人形、アン

ティーク時計、トールペイント作品、油絵と写真作品な

ど、県内各地から計9件の申し込みがあった。珍しいコ

レクションやバラエティに富んだ生涯学習の作品の申し

込みが増えている。

7　マイミュージアムギャラリー企画運営委員会

○期日10月28日　　　○場所　本館会議室

○議題

（1）これまでの展示の経過と課題について
・内容的には質、量とも老若男女を問わず楽しめるもの

で、バランスがとれている。特に女性、子どもに喜ばれ

る出展申し込みが続いている。

・「魅惑の手工芸」やちぎり絵、パンフラワーなどは、出

展者も女性（関係者含む）であり、来館される女性にも

大変喜ばれる展示である。特にパンフラワーは開催時期

が寒い時期にもかかわらず、用意したリーフレットが足

らなくなるほどの来場者を数えた。「濃飛の野鳥」ペン画

展は、野鳥の生態を克明に伝える自然系の綿密な作品で

あり。野鳥週間に合わせたり、探鳥会も開催したりで盛

会だった。「美濃源氏土岐一一族の世界」は美濃国守護土岐
一族の歴史と文化を学ぶ、美濃源氏フォーラムの研究・

活動の成果の発表展示だった。全国や県内各地から土岐
一族ゆかりの歴史資料、土岐氏ゆかりの古寺、城址、史

跡等の写真パネルを展示した。土岐源氏に関わる特別講

演会は大盛会だった。ウッドバーニングアートは岐阜市

立陽南中学校美術部とともに、バラエティ豊かな楽しい

作品の展示だった。会期中に出展者によるウッドバーニ

ングアートの体験会も開かれた。夏休み中でもあり親子
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連れでにぎわった。楽しい世界の資料紹介展は、最近帰

国された海外の日本人学校に勤務された先生の展示で、

県内各地の学校で国際理解教育に活用できるようにとの

意図で開催。土日には各先生の最近の話題で見学者に興

味深い話を聞いていただいた。花嫁衣装は大正期と戦時

期のものであったため、時代的には珍しい資料の展示と

なった。和風は出展者がかつての小学校勤務時、子ども

たちと共に凧作りに取り組み、以来30数年にわたって全

国の和凧の復元制作に取り組んだ成果作品の展示だっ

た。展示時期がタイムリーであったため、報道媒体に数

多く取り上げられた。
・今回の内容で報告したように、催しものも開催でき、来

館者に好評を博している。
・生涯学習の作品や団体からの出展が多くなっている

が、地域の簡易施設では資料保護上展示できないコレク

ションなども、マイミュージアムギャラリーなら安心し

て展示できるという声をいただいている。

・無料だから良いのではなく、中身がある展示となって

いるから、多くの来館者がある。今後とも幅広い世代に

アピールしていけることが大切である。

（2）平成16年度展示計画及び今後の課題について
・ギャラリーは生涯学習の成果としてジャンルにとらわ

れることなく幅広く展示していただく場であり、県民が

なんでも自慢できるものを展示するところである。

・毎年多くの方に申し込んでいただいているが、展示回

数は限られている。待っていただく方もあるが、1回限り

ではなく、2，3年の内容で計画し、やっていただくとい

うことで理解していただくことが必要である。

・より多くの方に来ていただき、広く見ていただくため

に、展覧会のタイトルについて熟慮する必要がある。専

門的な名前や内容のコレクションも、わかりやすいタイ

トルで関心を持っていただくことが大切である

○委員の構成

氏　　名 冩������������R�

委員 倩Xｹｹ�ﾈ�?��名古屋大学名誉教授 

ノン 舒)68���ﾉu��会社会長 

〟 ��:���肢���岐阜県地域女性団体協議会長 

〟 冦囲(��¥IWb�岐阜県議会教育警察委員会委員長 

〟 俚):���4騏��岐阜県公民館連合会長 

ノン 俘(ｻH��ﾔyEb�前岐阜県博物館長 

′′ �,ｹgｸ��]ｹWb�岐阜県市長会代表 

ケ �-(����ｽ8爾�岐阜県社会教育委員連絡協議会長 

′′ 傴ﾉ68���爾�関市教育委員会教育長 

′′ 傴ﾉgｸ��ﾍﾈ蔗�岐阜県博物館協会副会長 

ノケ ��Ynﾈ��{)Wb�岐阜県町村会長 

〟 亳y68����dﾂ�岐阜県芸術文化会議会長 

会長は吉田豊氏、副会長は松本五三氏が継続就任。



〔岐阜県図書館収蔵古地図展〕

1展覧会名称

「古地図のせ界　一国絵図－」

2　開催期間

平成15年10月11日（土）～11月9日（日）

3　主催

岐阜県図書館・岐阜県博物館

4　趣旨

岐阜県図書館世界分布図センターでは、平成13年度か

ら古地図の収集を本格的にはじめ、現在その数は寄託分

を含めて約1万2千点に及んでいる。

県民の財産であるこれら古地図の利活用の一環として

展示会を実施しているが、貴重な資料も含まれているた

め、展示する際には退色や劣化などの危惧が少ない会場

が望ましく、施設や設備が整った岐阜県博物館を展示会

場とし、平成13年度から毎年秋にテーマを決めて古地図

展を開催させていただいている。

平成15年は江戸幕府が開幕されてから400年目の年に

あたり、各地でそれを記念する展示や行事が開催された。

岐阜県図書館においても、テーマ「古地図の世界一国絵

図－」とし、江戸時代の人々が「国」をどのようにして

捉え、表現していたかを紹介するため、所蔵する古地図

のなかから、史・資料的価値の高い『国絵図』を選定し

展示した。

5　展示内容

（1）展示『国絵図』の種類と地域

『国絵図』は作製主体により、江戸幕府が幕藩体制強化

のために各藩に命じて作製・提出させた『官撰国絵図』

と、これを基に各種の目的に応じて市井で刊行された『刊

行国絵図』があるが、今回の展示は『刊行国絵図』を中

心に展示した。『刊行国絵図』は、その名称が「○○輿地

全図」とか「□□大絵図」とか称され、『国絵図』の名称

は用いられていないものの、近世における郡村地名、自

然地名、石高などの経済的数値や、城郭、寺社、街道、山

川などが描かれており、当該期の政治・経済、社会体制

などを知る上で重要な資料である。

今回は、全国を北海道・東北、関東、中部、近畿、中

国、四国、九州・沖縄の6地方に区分し、当館収蔵国絵

図の中から、代表的な国絵図全32点を展示した。
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下野国全図　鶴峯彦一郎（作）橋本玉蘭（画）

菊屋幸三郎（板）金幸堂（蔵板）

1862（文久2）年　木版多色刷　90×122cm

美濃回天絵図　吉野屋仁兵衛・山城屋佐兵衛（版）

1834（天保5）年　木版墨刷　89×116cm

摂津国一覧絵図　全　松Iii半両（縮図）

小野原公春（書）

1847（弘化4）年　木版多色刷　52×67cm



〔（財）岐阜県教育文化財団

文化財保護センター発掘速報展〕

1展覧会名称
いにしえの美濃と飛騨

2　開催期間

平成15年11月26日（水）～12月23日（火）

3　趣旨

（財）岐阜県教育文化財団文化財保護センターは、県内

各地で埋蔵文化財の発掘調査を実施し、岐阜県の歴史を

解明するうえで貴重な資料を提供している。今回は、平

成13・14年度に調査・整理を行った遺跡を中心に、その

成果を紹介した。

展示会場の様子

4　展示内容

展示構成は、各壁ケースを単位とする3つのコーナー

と、会場中央に設定したトピックスコーナーからなる。ト

ピックスコーナーでは、3つのコーナーそれぞれにテーマ

を設け、ピックアップした資料を展示した。

第1のコーナーでは、清見村上岩野遺跡と藤橋村塚奥

山遺跡から出土した資料を展示した。どちらの遺跡も縄

文時代中期後半から後期にかけての集落跡である。同じ

時期、同じ県内の遺跡でありながら、飛騨と西美濃では

土器の形態、石器の組成が全く異なっている状況を一目

で把握することができた。一方、トピックスコーナーで

は両遺跡から出土した北陸系の土器・土製品・石製品を

並べて展示した。これにより、飛騨と西美濃相互の交流

は希薄であるが、それぞれが独自に北陸と結びついてい

た様子を浮かび上がらせることができた。

奥の壁第2コーナーでは、可児市・御嵩町楠田遺跡の

木製品を展示した。今も変わらないツゲの櫛や箸、ある

年代以上には懐かしい下駄や曲物、説明なくては用途も

わからない遠い昔の建築部材や農具などが並んだ。ここ

では木製品の用途を当てるクイズコーナーも設けられ

た。トピックスコーナーには堤の基底部にしかれていた

ヒノキを編んだ網代、古代・中世の墨書、ヘラ書き土器
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などを展示した。

第3コーナーは関市重竹遺跡で出土した古代の土師器・

須恵器や美濃加茂市野笹遺跡、美濃市一本杉遺跡など調

査遺跡を網羅した展示とした。トビ、ノクスコーナーでは

関市洞雲戸遺跡の経塚を取り上げた。

今回は、触察用に「触察ボックス」を製作した。これ

は、中が見えない箱に手を入れて中に入っているものを

触ってもらうというものである。蓋をあけると何が入っ

ているかがのぞける。今回は縄文土器、山茶碗、近世の

磁器を触察してもらった。視覚に頼れない分その手触り・

重さを感じることができる。冷たいか温かいか、ザラザ

ラかツルツルか。子どもだけでなく大人もおそるおそる

手を入れ楽しんでいたようである。

例年通り土・日・祝日には（財）岐阜県教育文化財団

文化財保護センター職員が駐在し、午後2時より展示解

説を行った。毎回、人山ができるほど好評であった。

12月7日（日）には、金沢美術工芸大学教授小島俊彰

氏を招き、ハイビジョンホールにおいて記念講演会を

行った。上岩野遺跡と塚奥山遺跡で確認された北陸系の

資料にちなんだ「縄文時代の美濃と飛騨一北陸からの遠

望～」と題する話であった。北陸における発掘成果など

をスライドで紹介し、三角とう型土製品や石棒・石冠な

どについて解釈を加えながら北陸縄文文化の特質を明ら

かにした。そして北陸縄文文化の広がりを追い、飛騨を

経由して中部高地に広がったのではないかという仮説を

提示した。東京や三重、飛騨など遠方からも多くの熱心

な参加者があった。

＜おもな展示遺物＞
・上岩野遺跡（大野郡清見村）

縄文土器・石器・三角とう型土製品
・塚奥山遺跡（揖斐郡藤橋村）

縄文土器（線刻など）、耳栓、三角とう型土製品

石冠・弱翠製垂節など石器・石製品
・柿田遺跡（可児市・加茂郡御嵩町）

木製品各種（弥生～中世）、網代（古墳）

墨書やヘラ書きのある土器（古代・中世）
・重竹遺跡（関市）

古代（奈良時代が主）の須恵器・土師器
・一本杉・茶屋下・改田遺跡（美濃市）

石器類、中世陶器、近世陶器など
・栗坪遺跡（美濃市）

中世陶器、近世陶器・釘
・野笹遺跡（美濃加茂市）

石包丁・石鉄など石器類、弥生土器

古墳時代の須恵器、中世陶器・磁器
・深漉A地点遺跡（美濃加茂市）

石器類、古代の須恵器、中近世陶器
・洞雲戸遺跡（関市）

舶来磁器、和鏡、小刀、経筒あるいは経筒外容器



〔調査研究・資料収集活動〕
一自然部門－

1調査研究

＜動物分野＞

（1）チョウ類のルートセンサス

関市小屋名百年公園内で、中島和典氏（博物館サポー

ター）とチョウ類のルートセンサスを行った。調査期間

は3月から11月までとし、月2回、可能な限り快晴で無

風の日に調査を実施した。調杏ルートは、アカマツ林、コ

ナラやアベマキを中心とした雑木林、草原など多様な環

境が含まれるよう脅意し、設定した。

（2）赤外線カメラを使ったほ乳類調査

関市小屋名百年公園内で、赤外線センサーカメラ3台

を使ってほ乳類の調査を行った。総設置日数は533　日で

計438枚の写真を得た。このうち約50％がほ乳類で、11

種類を確認することができた。

結果の詳細を当館の研究報告に「赤外線センサーカメ

ラで撮影された岐阜県関市百年公園の哺乳類」として執

筆した。
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（3）柳原コレクション

斉藤郁子氏（琉球大学非常勤講師）と連名で、鳥学会

2003年大会において「折居彪二郎から柳原要二への書簡」

という演題でポスター発表した。
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＜植物分野＞

（1）山菜・キノコの植物調査及び資料収集

飛騨地方の代表的なLll菜・キノコの植物調査を行った。

特に本年度は特別展の開催年であることから、特徴的な

山菜・キノコを主に春に調査した。

特別展示の資料として、できるだけ標本を採集したが

乾燥標本にすると展示できないものも多く、そういった

植物種や個体数が極端に少ない種に限っては、採集しな

いでスライド等の二次資料にとどめた。

○山菜関係

ノビル（ユリ科）Alliumgrayi

ヤマゴボウ（ヤマゴボウ科）phytOlaccaesculenta

一°： 一一∴ ti∴十五 仗��ｩ���ﾘ"�≡「Li轟 ���� ����葦窒 ��h7(���侭Tｨ�8腕�ﾅ#��ﾉ�� 

畠聾 ��∴間 1－11－ 1、－麗 一∴∵∴． ��子 � ��

主音二 痔 望 し纏 鯨藍 � � �� �� �� ���ﾆ��∴ 謂 ∴＼ 

熊琵 �� � �� 冤：∴一∴一：〕 
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園田臨書閣議 

○キノコ関係

アミガザタケ（アミガサタケ科）

MoIthellaesculentavar．esculenta

エノキダケ（キシメジ科）Flammlinavelu毎，eS

ヒラタケ（ヒラタケ科）pleurotusostIeatuS

（2）レプリカ作製のための調査

キノコ・山菜を特別展示でレプリカ資料として再現す

るためにキノコ・山菜の形態・生態を調べた。

○山菜関係

イタドリ（タデ科）Reyn（刷rriajaponica

ウド（ウコギ科）Alaliacordata

ウワバミソウ（イラクサ科）

EIatostemaumbellatumvar．mtylLS

オオバコウモリ（キク科）

Cacaltahastatavar．ramosa

ギョウジャニンニク（ユリ科）

AllitN7日，ictorialisvar．plalyph可lum

クサソテツ（メシダ科）Matteuc・（・iCはtrmhi印terls

ゼンマイ（ゼンマイ科）0．9mndajapo′高。tl

タカノツメ（ウコギ科）El）Odippanaxi′tnOt）a′tS

ナルコユリ（ユリ科）Jbl），gOnatum布l‘、atum

ハナイカダ（ミズキ科）Helwingiajapo′tica

ハl）ギl）（ウコギ科）Ka／lpanaXpi。Tus

ハンゴシソウ（キク科）seneciocannab的Iius

モミジガサ（キク科）cacaliadeh，hini的Iia

Oキノコ関係

タマゴタケ（テングタケ科）Amanitahemibapha

マツダケ（キシメジ科）7＋icholoInamat。utake



＜地学分野＞

（1）平成17年度特別展のための資料調査

平成17年特別展として、水と大地の関わりを“名水”

や温泉、景勝地など見つめることにより科学的に捉えよ

うとした「大地と水のハーモニー（仮称）」の企画を計画

している。

本年度は、水が大きく関わってできた景勝地である龍

泉渦、厳美渓、浄土ケ浜などついて現地で写真撮影や資

料収集に関する調査を行った。また、酒造に適した水と

して利用されている宮水について、西宮周辺に置いて資

料調査を行った。さらに、水環境に関わる資料収集とし

て、「汚い沼」として悪名の高かった千葉県の手賀沼や印

旛沼の再生の様子について、現地で資料調査を行った。今

年度のこれらの代表的な場所における調査をもとに、展

示資料収集や展示の可能性を検討しつつ、さらに調査場

所を拡げていきたいと考えている。
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環境の再生について調査をおこなった印旛沼の様子

（2）岐阜県博物館化石調査グループによる調査研究

①　調査の経緯

昨年度に引き続き、手取層群の地質と産出化石を明ら

かにすることや化石資料の採集を目的とした岐阜県博物

館化石調査グループを結成し調査を行った。

岐阜県内に分布する手取層群については、岐阜県恐竜

化石学術調査団によって、荘川地域、大白川地域、神岡

地域の調査研究が行われてきたが、今年度は昨年度に引

き続き、調査団による未調査地域のうち、古くから化石

の産出が知られながら地質区分等が研究史の上で明確に

なっていない古川および河合地域を選定し、昨年度の調

査地域である河合地域から東部へ連続した古川町周辺に

ついて調査を行うことにした。

（D　調査の概要

今年度の調査は、7月22日～25日（前半）、8月20日

－22日（後半）の2回に分けて行った。合計7日間にわ

たり、延べ調査人数は63人にのぼった。

調査範囲は、古川町東部の杉崎周辺から安峰山にかけ

ての地域および古川町西方の黒内周辺で、大江川流域や

安峰山登山道周辺の山地、黒内川流域が調査の中心とな

る。
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本年度の調査地域の手取層群は、地層の模式地域であ

るにも関わらずこれまでの研究史の上では河合地域と同

様に層序区分等が明確になっていない地域である。

今回の調査では、化石産出場所を見つけ、貝類や植物

の化石を採集して種構成等を明らかにすることや、岩相

を詳しく観察することにより、模式地における層序区分

を明らかにしようと考えた。さらに、層序区分の確立に

より、西方の河合地域への連続性を検討することで、河

合地域の層序区分の知見を得ようとした。

また、化石や堆積相による検討をもとに、手取層群の

河合地域や古川地域の古環境の推定をおこなおうと考え

た。

1－擬 ��B� 處�<��剪� ��謹 �� ��
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調査の様子

③　今年度の調査の結果

今回の調査では、調査地域より十数カ所にのぼる化石

産地を認めることができた。また、そのうちの採集可能

な場所より化石を採集することができた。現在詳しく同

定中であるが、海榎の軟体動物であるベレムナイトや海

棲魚類化石、二枚貝や巻貝などの貝類化石を認めること

ができた。

豊艶 凵P融 薗 ����串醇r＿耀筆∵撥雪 ∴∴十一工一二一ヽ∴∴ 1－欝〇一しっ 剔ﾁ　＝ 劑� 
議題潔瑤 � 劍�X�H�������

霊怒鞭繁藤1： ��叨ｲ��ﾈ��ｨ���b�
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・‾i事 冓ii溺闘臨魂議欒 � � 

調査地域の特徴的な地層の様子

調査地域の岩相を詳しく調査した結果、占用地域東部

については均一な砂岩主体の上部層と砂岩泥岩互層から

なる下部層の2層準に再定義されうる可能性を示唆する

結果を得ることができた。



2　資料数一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成16年3月31日現在）

分　野 亊��������������������������劔借　用 弍����R�館蔵 借用合計 寄託 

実　物 兒����ｲ�自作等 その他 亊����B�ﾘxﾇb�（） 寄贈内数 

動　　物 �38�33���16 ��3"�33，538 ������3ン(�｢�0 ���33，538 

植　　物 �#H�3c途�86 �����24，973 ������3��x�｢�0 ���24，973 

岩石鉱物 �(�3��"�5 都2�2，180 ��鉄CX�｢�18 ���2，198 

化　　石 ���3涛b�64 �#B�2，084 �����3�s��｢�46 �#��2，158 

そ　の他 田2�22 ��s"�257 ���#��｢�0 ���257 

計 田(�3#C��193 鉄���63，032 ���3��3S祷�｢�64 �#��63，124 

言　∴ 剪�

＿ii鶏緩 　さ 

先カンブリア時代の化石「ネミアナ」 ライチョウはく製

平成15年度用

3　資料寄贈者芳名一覧（敬・順不同）（平成16年2月25日現在）

タマゴタケ巨大模型

資　　料　　名 �5����B�芳　　　名 倬�������{��������B�百　数 囘h������kﾂ�

オオコノハズクなど 釘�小林すみゑ �5ｨ4�8ﾘ4�5x5H5h,�,r�2 �+ﾈ鯖�I�2�

ノゴマ ���水嶋明 �8�486�8x4X,ﾘ���ｸ,�,r�li 兀�ｶ�ﾘ(ﾕ｢�

シジュウカラ、ツツドl）赤色型 �"�百年公園事務所 ��ﾉEｨ,ﾉ��Z蔚ygｲ�521 儘ﾉ68�����

ツツドl） ���大野千里 凩iEi>�*ﾉ9�,ﾉ��Z蔚ygｲ�648 儘ﾉ68�����Y:�ｶyjﾘ���R��Y,ｸ+ﾘ*h�Y?ｩNInﾈﾆ(���

モモンガ 鳴�熊沢栄一 

キビタキ等 �"�織戸満紀雄 亶i�9�ｩ9�,ﾉ��Z蔚ygｲ�52 ��Y�)zX���

メダカ ���上野智貴 俑ｩOh�X�Yｨ�)��Z蔚ygｲ�3 冢ﾉ�ｩj�h�Xﾔﾉ68�����

タカチホへビ ���飯田囲正 �5h5���Z蔚ygｲ�500 ��ｩ�9�9�ﾂ�

鳥類標本 湯�風間辰夫 �<�鉀&闔i��Z蔚ygｲ�200 仞�ﾌ8ﾔ�b�

アカ工l）ヒレアシシギ ���冨田増男 冕(ﾜﾈ�&闔i��Z蔚ygｲ�130 伜(ﾞ円h���

カワセミ ���岐阜県産業文化振興事業団 弍)Xﾈ�8ｦYk�ﾋH�8,ﾉ��Z蔚ygｲ�110 價inﾉ�����

アライグマ ���亀山正道 僮&ﾆ冕i)ｨ蝎��Z蔚ygｲ�6 ���68ﾅｸ樞�

イヌワシなど 迭�服部勝弘 �ｹ���Xｮ)���XﾗｩZ蔚ygｸ,�,r�551 ��68ｫ����

ハクビシン 鳴�坪I柚育三 �� ��

昆虫標本 �#"�透乙美 俘x������ﾇb�2，787 ��

4　購入・委託作成資料一覧

資　　料　　名 �5��B�購　入　先 倬�����{�����kﾂ�点数 俎x��?ﾈ���b�

鳥類は〈製 ����東京内田科学社 仍��X5�7ﾘ585�5��1 舒(ﾞ��ﾘﾘxﾊHｸh��

鳥獣骨標本 ����東京内田科学社 伜(ﾝ盈�,ﾈ��8ﾈ7h8ｨ4｢�26 舒(ﾞ��ﾘﾘxﾊHｸh��

鉱物標本 �2�ゼネラルサイエンス �4�4�8ｨ8ｹL)�Xﾅ餠ygｲ�12 舒(ﾞ��ﾘﾘxﾊHｸh��

化石実物標本 ���ゼネラルサイエンス ���.茜B�2 舒(ﾞ��ﾘﾘxﾊHｸh��

化石レプリカ �2�ゼネラルサイエンス 冦曳ｸ8ﾈ7h8ｨ4ｨ��5(5h4�7X8�9��｢�2 舒(ﾞ��ﾘﾘxﾊHｸh��

鉱物標本 �"�堀鉱物科学研究所 �*倡88ﾈ7h8ｨ4｢�21 舒(ﾞ��ﾘﾘxﾊHｸh��

鉱物標本（日本式双品） ���ブラニー商会 �+凩�,ﾘ���ｲ�38 兀xｭI$9Wb�

鉱物標本（鶏冠石等） �2�小室宝飾 �4ｨ984�4�42�1 舒(ﾞ��ﾘﾘxﾊHｸh��

ゴンフォテl）ウムゾウ切歯レプリカ ���京都科学 俘x������ﾇb�139 ��
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一人文部門－

1調査研究

＜考古分野＞

○展示資料に係わること

自然観察のこみち見晴台1で採集された資料について

調査した。資料は経筒片、経筒外容器片、副納された青

磁片などであり、博物館裏山に経塚があったことが明ら

かとなった。経筒が2個体認められることから2基以上

の経塚があったと思われる。これらの経塚を、小字名か

ら「崩止（くずし）経塚」と称し、（財）岐阜県教育文化

財団文化財保護センター小野木学氏とともに『岐阜県博

物館調査研究報告』第25号で紹介した。

また、大垣市教育委員会中井正幸氏による大垣市赤坂

出土陶棺の実測、沢田伊一郎氏による郡上郡美並村出土

御物石器の実測、（財）岐阜県教育文化財団文化財保護セ

ンター小野木学氏による養老町養老神社経塚出土資料の

実測などが行われた。

○平成16年度特別展「タイムトラベル石器時代～大昔に

はどんなくらしをしていたの？～」に係わる調査・研究

考古学のパラダイムは「物」を対象とする研究から、そ

の背景にある「社会」や「人」、「景観」を対象とする研

究に転換してきている。考古学の展示もただ物を並べて

見てもらうのではなく、その背景にある事象を語ること

が求められる。そこで県内の資料を中心に実見し、石鍛

製作の差異から製作者の違いを推定したり、石材消費シ

ステムから当地域における社会のモデルを構築するなど

した。また、来館者の興味を高めるために、さまざまな

館で行われている展示の工夫、体験学習のあり方につい

て調査・研究した。

＜歴史分野＞

○日本まんなか共和国博物館交流事業特別企画に係わる

調査・研究

平成15年度の「奥美濃の山岳信仰と文化の交流」のた

め、白鳥町の白山長瀧神社宮司・若宮多門氏、及び八幡

町教育委員会、那比新宮神社等の協力を得て、各機関の

所蔵資料の調査を行い準備を進めた。昨年・一昨年と「ま

んなか共和国博物館交流」で交流をしている他県博物館

所蔵の資料紹介展を行ってきた。それに対して今年度は、

県内に残る、隣県との交流を示す山岳信仰（特に白山信

仰と高賀山信仰）の資料を中心に展示資料を選定し、当

館の資料を若干加えて紹介展を行った。

特に今回は所蔵者の協力により、「虚空蔵菩薩懸仏（那

比新宮神社蔵）」や「鉄蛭巻手鉾（白山長瀧神社蔵）」な

ど、国指定の重要文化財を数多く借用・展示することが

できた。

この展示を通じて、奥美濃地域にすぼらしい文化が栄
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え、今日まで綿々と受け継がれてきていることを知って

いただく機会となった。

＜民俗分野＞

○平成15年度夏季特別展「昭和、くらしの歩み～30年

代を中心に～」に係わる調査・研究

高度経済成長にともなう便利で新しいくらしと、昔な

がらの〈らしの両方がみられた昭和30年代を中心に、生

活関連資料の調査と研究を行った。博物館友の会会員や
一般の方から情報を得て、家電製品その他の資料を調査、

収集し、特別展において展示活用した。また、個人の制

作による昭和30年代の岐阜県に関するスライド作品をビ

デオ化し、特別展の会期中上映するとともに、デジタル

アーカイブとして保存を図った。

それらの成果をふまえ、おもな生活関連資料とスライ

ド写真の一部を館蔵品図録『昭和三〇年代－〈らしの道

具と郷土の写真－』に掲載し、紹介した。さらに、資料

収集と調査・研究の成果を常設展示に反映させられるよ

う、人文展示室1および2の展示替えを行った。

○日本まんなか共和国博物館交流事業特別企画に係わる

調査・研究

平成16年度開催予定の福井県立歴史博物館所蔵品紹介

展に向けて、同館の指導・協力を受けながら所蔵品の調

査を行った。

＜美術工芸分野＞

○平成15年度資料紹介展「刀剣と書画の美～伊東コレク

ションより～」に係わる調査・研究

代々医業を家業としてきた岐阜市の伊東家に伝来した

書画や陶器類と先代当主・伊東尚生氏が収集につとめら

れた刀剣類に係わる調査と研究を行った。それらのコレ

クションは、総数が1，000点近くにもなるが、そのうち美

濃や飛騨に縁のある作品を中心にご寄託いただいてい

る。今回は、それらの内、特に歴史的、美術的に意味の

ある作品を調査し、その成果をもとに平成15年度資料紹

介展「刀剣と書画の美～伊東コレクションより～」を開

催した。

○尾澤数千代氏、尾澤侃氏寄贈絵画資料に係わる調査・

研究

本年度、中津川市在住の尾澤数千代氏、尾澤侃氏より

多数の浮世絵版画や近世、近代の絵画をご寄贈いただい

た。特に浮世絵には、渓斎英泉をはじめ三代歌川豊国、歌

川国芳、月岡芳年、小林清親ら今もなお評価の高い画家

の作品が含まれており、保存のためのマット装丁作業の

後、順次公開する予定である。



2　資料数一覧

分　　野 們���Z��複　製 俾俥ﾈ�Y�ﾂ�館蔵計（内寄贈数） 倆���w��寄　託 ��ﾘ��ﾇb�

考　　　古 店�3Ss"�164 鉄"�5，788（5，376） 鼎途�187 塗�3Cs"�

〇　　　　　　　　　　　　　　　〇〇 �(�3CC��34 ��#"�2，596（2，339） �#��163 �(�3ss��

民　　　俗 度�33コ�l ���7，386（5，123） �#Cr�114 度�3sCr�

美術工芸 涛32�17 ���950　（497） �#c"�1，814 �8�3�#b�

計 ��h�333��216 ��sB�16，720（13，335） ���3�#b�2，278 �#��3�#B�

3　資料寄贈者芳名一覧

資　　料　　名 �5��B�芳　　名 

白山図、惟喬親王画像、青両全 唐�小椋　太一・ 

剛神画像等信仰資料 剪J口やを子 

三代歌川豊国　芝居絵　石川 �2�尾澤　　侃 

五右衛門他 

三代歌川豊国　五十三次之内 ���ケ 

草津本庄 

歌川国芳　芝居絵 釘�〟 

高木折右衛門　他 

渓斎英泉　海老屋内鴨縁　他 �"�〟 

葛飾北斎画　絵本武蔵鐙乾 澱�〟 

他 

狂歌扶桑名所図絵 �2�〟 

鍬形恵斎　漫画集 鳴�〟 

歌Iii国直　浮坦絵手本　仝 ���〟 

豊原国義他　錦絵作品 ��"�〟 

中部日本新聞復刻版　昭和20 ���小野木　昌 

年8月分 

元治元年　笠松御役所の木札 鳴�早矢仕是雄 

防毒面 鳴�大原　浩嗣 

園鰻の本義 鳴�宮崎　　惇 

喜多川歌麿　木曾冠者源義仲 ���岐阜県博物館 友の会 

日本百将伝一夕話 ���岐阜県博物館 友の会 

合　　　計 鼎r� 
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4　購入資料一覧

資　　料　　名 �5��B�作　者　名 

新板木曾海道廻双六 ��� 

飛騨街道図巻 鳴�河島柳一 

木曾六十九駅太田 ���三代歌川豊国 

木曾海道六拾九次之内　加納 ���歌川広重 

木曾海道六拾九次之内　伏見 ���歌川広重 

諸国瀧廻l）木曽路ノ奥阿弥 ���葛飾北斎 

陀ケ瀧 

遊萄記　美濃飛騨紀行絵巻 鳴�堤　正敏 

岐阜県絵葉書コレクション �(�3#S�� 

おあむ物語・おきく物語 ��� 

合　　　計 �(�3#cr� 



一マイ・ミュージアム部門－

1情報発信及びマルチメディア工房の活用

来館者、一般県民及び学校等への博物館情報の提供、イ

ンターネット環境の整備、マルチメディア環境の一層の

充実を図ることを目的として、博物館マルチメディア

ネットワークシステムが昨年度再開発された。

今年度は、迅速で大容量の情報を扱うことが出来るよ

うになった新情報ネットワークシステムと制作・編集を

行うためのビデオ編集装置が本格的に稼働し始め、博物

館情報が活発に発信され、ビデオ編集装置を中心にマル

チメディア工房も活用された。

①「ハイパーハイビジョン風土記」映像及び岐阜県博

物館自主制作映像作品のインターネット公開

著作権者との協議を終えた当館所持の映像情報を

岐阜県博物館ホームページ上で公開した。今後も「ハ

イパーハイビジョン風土記」映像については、新規

撮影映像素材の64作品、自主制作映像作品について

は、現在館内公開中である28作品の中から順次イン

ターネットで公開していく予定である。

②インターネット公開に伴う映像作品の編集・加工

インターネットで作品を公開するにあたり、映像

の二次利用に対する視聴者への制限を行うため、ビ

デオ編集装置を用いて、画面端に「岐阜県博物館」

「ハイパーハイビジョン風土記」のロゴを入れた。ま

た、リアルプレーヤーで見ることが出来るように画

像サイズを縮小し、映像をリアルオーディオファイ

ルに変換する等、映像の編集・加工を行った。

課凝 宕x椄ﾔﾘ��~��

翻 i器 恐＿ 餓一一一＿態発起 
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③voDシステム

VODシステムは、博物館で収集・制作した映像情

報をデータベースとして保管し、館内にある端末で

自由に視聴することができるシステムである。現在

までに博物館で制作した映像情報を「岐阜県博物館

の紹介」、「岐阜県博物館の催し」、「岐阜県の自然と

美」、「岐阜県の歴史と文化」、「趣味と文化」、「高校

生の自主制作作品」、「その他」の7つのテーマに分

けて計28作品を公開し、来館者に視聴していたたい

ている。今年度は、約6，000件の利用があった。
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④岐阜県博物館ホームページ

平成9年9月に開設された岐阜県博物館ホームペー

ジアクセス数は、平成16年3月未で15万9千件を

超えた。公開内容は、各種催しの案内を始め、岐阜

県博物館所蔵資料案内355件、岐阜県の地域情報案

内209件、楽しく遊びながら学習できるクイズ形式

の博物館案内、携帯電話への配信、英語による紹介、

今年度新たに加えた映像作品の公開等、豊富な内容

と充実した制作コンテンツにより年々拡充を図って

いる。

＠輯華麗博物薗　竪琴三三
譜10謹盤芋謀議簑譜課　　題　“　．睦轟二

讃i∴∴∴誓牽∵∴

2　所蔵品管理用データベース・公開用データベース

個々の収蔵品をこれまでの台帳やカード管理からデジ

タルデータに変換して管理するため、所蔵品管理用デー

タベースシステムを独自に開発し運用している。このシ

ステムは、所蔵資料の受け入れ、登録、資料借用・寄託、

受け入れ関係住所録作成、申請書類等の書式印刷といっ

た、当館だけに必要な機能が付加され、きめ細かなデー

タ処理が可能である。

平成14年8月、新規に公開用データベースシステムが

構築され、管理用データベースに蓄積された資料データ

は、順次公開用データベースにアップロードすることに

より、当館HPの所蔵資料検索ページでインターネット

公開できるようになった。また、収集・制作した映像情

報の中で著作権処理を終えた作品も同様に順次蓄積し、

インターネット公開することが可能となった。

3　ハイビジョンホールの活用

ハイビジョンホールでは、博物館制作のマルチメディ

アソフト「ハイパーハイビジョン風土記」の紹介やハイ

ビジョン映像の定期上映・博物館講座会場としての利用

のほか、外部団体の見学や講習会・イベント等も積極的

に受け入れ、そのサポートをしながら多様な活用を図っ

た。

・ハイパーハイビジョン風土記、衛星放送、手作り番組

等のハイビジョン作品、特別展・催し物などに関連す

る作品の上映



博物館講座、たのしい博物館活動利用

幼稚園、小学校の課外研修利用

三味線演奏によるオリジナルコンサート等の音楽会

その他親子向け番組上映、各種研修会、講演会

11感 � ��車 �� ��詰 � 仗餬��

闇 ����凵��� ����

∴ ��剪� 
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ハイビジョン映像の上映では、所蔵するハイビジョン

レーザー作品の他にも、夏休み・冬休み等の期間中は、

「世界の自然遺産屋久島」、「世界文化遺産・原爆ドーム起

れ！ありし日々」等を借用して上映した。

また、休日や祝祭日には親子向けに、「日本むかし話」、

「世界名作童話」等のアニメーション作品や「里山」、「白

神山地」、「四季上高地」、「四季尾瀬」といった自然に関

わる質の高い作品に加えて、新規に「ディスカバーリー

チャンネル（22巻）」等のDVD作品を購入して上映し、

来館者に楽しんでいただいた。

また、特別展等の開催期間中は、展示内容に関連する

様々な作品を上映し、展示を盛り上げた。

マイ・ミュージアム4階のマルチメディアスタジオで

は、20台のレファレンス装置を運用し、常時風土記映像

の閲覧ができるよう整備している。今年度も体験学習の
一環や、地元の産業や文化を調べる手段として、多くの

クラスの児童・生徒に活用いただいた。

4　所蔵資料のデジタルアーカイブ化

昨年度に引き続き、県新産業労働局情報産業室所管の

地域情報文化育成事業の採択を受けて、所蔵資料のデジ

タルアーカイブ化を行った。この事業は、後生に継承す

る必要のある地域固有の文化遺産、伝統芸能等をデジタ

ル化して保存することにより、地域文化を振興し、地域

の情報文化産業の育成を図るもので、以下が、今年度デ

ジタルアーカイブ化したものの一覧である。

資料数 �4ｨ6(6y�B�備　考 

考　　　古 途�9 ��8鉅枴�ﾂ�

歴　　　史 唐�41 ��8鉅枴�ﾂ�

民　　　俗 湯�10 ��8鉅枴�ﾂ�

美術工芸 途�7 ��8鉅枴�ﾂ�
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動　　　物 途�10 ��8鉅枴�ﾂ�

岩石・化石 �#r�27 ��8鉅枴�ﾂ�

植　　　物 澱�6 ��8鉅枴�ﾂ�

合　　　計 都��110 ��

これらのデジタルアーカイブは、特別展会場等におい

て来館者が自由に閲覧できるようし、活用を図った。

5　各種パソコン講座とたのしい博物館

今年度も、情報技術の普及啓発を目的として、文部科

学省「学習活動支援設備整備事業」により整備されたパ

ソコンを利用し、様々な情報技術に関する講習を行った。

従来から行っていた基礎的な学習内容に加え、新しい内

容やよりパソコンを知りたいといった多くの参加者の要

望を受け、もっと知りたいパソコン講座と題して「ワー

ドによる文書作成」、「メール活用」、「フォトショップエ

レメントによる画像加工」といった多様な講習を開催し

た。情報技術への関心の高さを反映して、毎回定員を上

回る希望があり、各講座は熱気にあふれていた。

生涯教育の必要性が叫ばれる中、参加者は高齢者や女

性も多く、前向きで積極的な姿勢で取り組まれ、適切な

学習の機会を提供することができた。

片言∴∵∴∴　∴ 欝 剪� 

∵∴：一駅 ��b���������h�������依���� ��

開園髄 剩ﾉ ∴∴ 

il案 劔剪�

一三日、 ��� 俯ﾘ.)�ｨ耳��耳曁ｭ6������一議 

また、パソコン利用者の幅を更に広げるため、小学5

－6年生を対象とした子供パソコンクラブを新設し、「パ

ソコンの基礎」、「ワード文書作成」、「インターネットメー

ル」等の講習を行った。

講習の指導は、マイ・ミュージアム担当職員・同人の

会・サポーターがあたったが、デジカメを使って互いに

写真を撮影して、オリジナルカレンダーを作成したり、互

いにメール交換をすることで、学校や世代間の枠を越え

て子供たちは交流を行った。

たのしい博物館では、「パソコンで写真付き名刺をつく

ろう」、「パソコンでオリジナルカレンダーをつくろう」、

「パソコンで個性的な年賀状をつくろう」といった、時節

にあった楽しく個性的な講座を開催し、毎回多くの参加

者の要望に応えた。



〔教育普及活動〕

1概要

小中学校では、総合的な学習の時間が定着してきた。そ

のため、博物館への来館も学年単位だけでなく、課題別

グループや学級による利用が増えてきた。特に、環境学

習に関する内容や伝統産業を調べる学習などに利用され

ている。また、社会見学などで利用する場合は、展示物

の見学と同時に、野外での体験的な活動の工夫をめざし

て、学校側の要望に応えてきた。
一万、年間を通して事業の充実を図ってきた。主な本

年度の事業は、特別展（2回）、資料紹介展（2回）、日本

まんなか共和国博物館交流事業による特別企画（1回）、

（財）岐阜県文化財保護センター主催の特別企画（1回）

岐阜県図書館共催の特別企画（1回）、マイミュージアム

ギャラリー展示（8回）の他、特別行事・講演会・講座・

自然観察会など年間83回の催しものを実施した。その他、

ギャラリー出展者の自主事業（3回）の実施により、総事

業数は101回を数えた。

2　教育活動

（1）催しもの

催しものは、特別行事（10回）、企画展関連事業（14

回）、博物館カルチャー講座（20回）、子どもクラブ（6

回）、たのしい博物館（33回）の計83回であった。

昨年度の催しものの主な活動概要は次の通りである。

化石のレプリカやまが玉・わら細工・花もちなどの作

品づくりが体験できる事業は、どれも大変参加者が多

かった。家族で楽しむ姿が多く見られた。

特別行事では、「響け！和太鼓」での高校生の熱のこ

もった演奏に600名以上の参加があった。また、例年行っ

ている「七草がゆを食べよう」では、400名以上の参加者

が伝統的な行事を体験した。一方、博物館カルチャー講

座の中では、パソコン関係の講座や歴史講座に人気が集

まった。特に、高齢者の方の真剣に学ぶ姿が多く見られ

た。また、滋賀県伊吹町に現地集合した「伊吹山で植物

の写真を撮ろう」は、中高年の登山ブームというニーズ

に合う講座であった。

夏季特別展関連事業では、「昔の遊びを体験しよう」と

いう講座が、子どもから大人まで楽しんで参加できた。

秋季特別展関連事業は、宮村での自然観察会「山菜を

採って食べよう」や百年公園内での「キノコ探検隊」な

ど、自然とふれあう講座に多くの参加希望者があった。

たのしい博物館は、家族連れの参加者が多く、「化石の

レプリカをつくろう」や「ストーンペインティング教室」

など、製作を伴う事業は多くの参加者があり、親子で力

を合わせて作る姿が見られた。

昨年度から始めた「子どもクラブ」では、自然クラブ

が里山を舞台にして豊かな自然体験を進めてきた。パソ

コンクラブは、小学校高学年を対象としたため、参加者

数が少なかったが、操作技能を高めっていった。

今後の課題として、自然観察会への参加が増えるよう

に広報活動を展開していきたい。
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（2）入館者対応

特別展「昭和、〈らしの歩み」・「野の幸・山の幸、岐

阜」では、昭和30年代に使われていた楽器やおもちゃな

どで遊ぶコーナーや、ドングリ独楽で遊んだりや薬草の

臭いを唄いたりするコーナーなど、子どもも参加できる

体験的なコーナーを設置した。

学校団体へは、要望に応じて野外での活動を多く取り

入れたりした。3年生を対象にした「観察のこみちフィー

ルドワーク」、4年生以上を対象にした「百年公園フィー

ルドワーク」、2年生を対象にした「秋みつけをしよう」

など、活動の開発に努めた。どれも生き生きと活動する

児童の姿が見られた。

（3）学校等の活用

昨年度は、幼稚園・学校等の博物館利用回数が132校

を数えた。内訳は、幼稚園（15）、小学校（103）、中学校

（7）、高校（2）、大学（3）、その他（2）であった。

地域別の利用状況は、下記のようになる。

愛知県 �38�Ch�2�岐阜地区 祷�C��2�

関　　市 �#h�C��2�西濃地区 �8�Cx�2�

岐阜市 ��x�C(�2�そ　の他 ����CH�2�

昨年度の利用は、愛知県内の学校の利用が最も多かっ

た。西濃地区の利用も徐々に増えてきた。学年別に見る

と、小学校1・2年の利用が、全体の48．5％であり、百

年公園での活動とセットにした利用が多い。

また、出前授業の実施回数が8回（うち、人文関係が

2回、生物・地学関係が4回、総合的な学習の時間として

2回）、他に小中学校の教科研修や校内研修、公民館の講

師等に招増されたのは、23回（うち人文関係4回、自然

関係19回）であった。

3　広報活動

来館者の増加をめざすためには、広報活動の充実を図

ることが必要である。そのために、対象を広げながら昨

年度以上に力を注いだ。

①新聞・テレビ・ラジオ・雑誌などのマスコミに対して

情報提供を積極的に行った。②関市・美濃加茂市・可

児市・坂祝町・川島町・大垣市・各務原市・犬山市・

大口町などの大企業にポスターやチラシの掲出を依頼

した。

（D校長会・教務主任会等の会合や近隣の幼稚園へ直接出

向き、利用の働きかけを行った。

④関市自治会員用チラシ・案内文書回覧を碍極活用した。

（動可川環境楽園で直接チラシの配布をした。

4博物館実習生指導

7月28日（月）から8月1日（金）までの5日間、岐

阜聖徳学園大学（5名）・名城大学（4名）・岐阜大学（4

名）・東海女子大学（3名）・岐阜女子大学（3名）・同志

社大学（2名）・帝京大学（1名）・名古屋芸術大学（l名）・

京都造形芸術大学（l名）・三重大学（l名）・東北芸術工

科大学（1名）・滋賀県立大学（1名）・愛媛大学（1名）・

高知大学（1名）・信州大学（1名）の15大学から30名

の学生を受け入れ、実習生指導を学芸部職員全員で行い、

具体的な実習ができるように工夫した。



5　資料の貸し出し

分野 亢���������ｭh��������kﾂ�資　　　　料　　　　名 弍ｨ����ｭH�僖霾�?ｨ�｢�点　数 

自 然 ��ﾘ��ﾊ倡9zy[ﾙ��(hｧxﾕ｢�頭骨標本 買�X�SH�S#(�ﾄ��X�SX�SR�16 

南飛騨健康道場 �5�8�486溢ｩ����488(8ｨ��7ﾘ8�5i9��｢�H15・4・26－H15・5・10 迭�

岐阜市立青山中学校 �:ｨﾙﾉUygｲ�H15・5・17－H15・5・24 ��b�

ネイチャー・プロ 僮)�ﾉ�ｨｻ�{9�ｹ�X峪��5�8�486��H15・5・17－H15・5・24 ���

朝日コンサルタント �5�8�486��H15・5・27－H15・6・2 �3��

岐阜盲学校 �:ｨﾙﾉUygｲ�H15・6・5－H15・6・16 澱�

岐阜市立長良東小学校 俑�(餠ygｲ�H15・6・10～H15・6・20 澱�

美濃加茂市民ミュージアム �5H48�9�(ﾙﾉ9��H15・6・20－H15・9・10 迭�

洞戸村立洞戸小学校 �4ｨ7X6x8�5b�H15・6・22－H15・7・2 ����

関市立少年自然の家 �6ｸ�ｸ6x8ｨ4�9�,ﾈ,ﾘ*ﾙ�ｲ�H15・6・27－H15・6・28 �2�

関ケ原エコミュージアム 俑�(餠ygｹJ��H15・7・1－HlS・8・31 ��r�

岐阜市立長良束小学校 俑�(餠ygｹJ��H15・7・1－H15・7・11 唐�

光記念館 僮)�ﾉ�ｩ�ｹ�X峪��8ﾈ7h8ｨ4ｩ9��H15・7・1－H15・7・11 澱�

稲カンパニー 僮)�ﾉ�ｨｻ�{9�ｹ�X峪��8ﾈ7h8ｨ4｢�H15・7・13－H15・7・13 ���

輪之内町図書館 �+凩餠ygｲ�H15・8・5－H15・8・13 �����

関ケ原エコミュージアム �6ﾘ5�8ｩ9�,ﾘ*ﾙ�ｲ�H15・9・1～H15・10・31 �2�

羽島市立羽島中学校 �:ｨﾙﾉUygｲ�H15・9・2－H15・9・13 途�

揖斐郡教育センター �4�988(6�486x峪��9��H15・9・5－H15・9・7 ��r�

可児市教育委員会 �6ｸ�ｸ6x8ｨ4�,ﾘ���ｲ�H15・9・28－H15・9・28 ���

茨城県自然博物館 �韃)�ｸ孳�)t頽�5x4�8�7ﾙ9��H15・10・3－H16・1・31 �"�

NPOメタセコイアの森の仲間たち ���%�9��H15・10・14－H15・12・20 ����

関市安桜小学校 �4�988(6�486x峪��9��H15・IO・16－H15・ll・7 �3��

岐阜市立則武小学校 ����ｻ��H15・ll・26へ／H15・ll・28 ����

関ケ原エコミュージアム �7ﾘ984��ｸ5�9�,ﾈ,ﾘ*ﾙ�ｲ�H15・12・1－H16・2・29 迭�

山県市みやまの森 �8�5x8ﾙ9�,ﾈ,ﾘ*ﾙ�ｲ�H15・12・4－H15・12・20 �2�

日本最古の石博物館 仆�{8,ﾉ�),Xﾙﾈ峪��9��H15・12・13－H16・2・15 迭�

笠松町歴史民俗資料館 �5H8ｸ,ﾈ,ﾘ*ﾙ�ｲ�H15・12・19－H16・2・17 �2�

光記念館 �4x6�8(986x5H4X8ｸ5�8ﾈ7h8ｨ4ｩ9��H15・12・25　－H16・9・10 澱�

フラッグシップ ��iZ�5�8�486��X����H16・3・20－H16・3・31 途�

月刊プラザ �5�8�486��仍ｹ}��｢�H16・3・25－H16・4・30 途�

塚原博良 �+凩�,ﾘ*ﾙ�ｲ�H16・3・26－H16・3・31 �#��

人 文 �(髦ｻﾙ7��讓ｭ��杉ケ洞古墳出土品 買�X�S���S��ﾄ��X�S�(�S�R�61 千疋ふれあいセンター 冽ｩ;�ｸ耳ﾘiZﾘ�7儼��H15・11・14－H15・11・17 田��

県教育委員会学校支援課 ��hｨ駅�ｾ���H16・1・10－Hle・1・16 ����

ハートピア安八歴史民俗資料館 冕ｩ(韃)�ﾈ�Y8ﾙEh夊柯檠���9Ei�ﾘ�b�Hle・2・12－H16・3・30 釘�

岐阜市歴史博物館 儘ﾈ�m��ﾈ･�;刔ｨ�ｾ8鴿Ei>���Eｲ�Hle・2・17－H16・4・6 ���

丹生川村教育委員会 俑ｩ_ｸｮ(���)�X�7��ﾉ:ｨﾙﾉ�ﾂ�H16・3・1－H16・3・10 �2�

合　　　　計 鉄�R�

6　図書資料

平成15年度末現在の図書資料数は、下記の通りである。

図　書　資　料　数 儖X����������ﾖﾂ�

人　文　関　係 ��X�3�32�含刀剣文庫 

自　然　関　係 ����33ィ�含棚橋文庫・熊田文庫 

総　　　　　計 �#x�3#�r� 

7　平成15年度刊行物一覧

名　　　　　　　　　　　　称 價ﾘﾗ9D霾�?｢�判、貞 兀H�����B�備　　　考 

岐阜県博物館だより第80号 ��X�CH�C��A4　4頁 �(�3S���友の会増刷（350） 

岐阜県博物館だより第81号 ��X�Cx�C��A4　4頁 �(�3S���友の会増刷（350） 

岐阜県博物館だより第82号 ��X�C��C��A4　4頁 �(�3S���友の会増刷（350） 

岐阜県博物館報第26号 ��X�CH�C��A4　40頁 ���3���� 

平成15年度岐阜県博物館催しもの案内（A2割） ��X�CH�C��A2 �(�3S���

平成15年度岐阜県博物館催しもの案内（A4割） ��X�CH�C��A4　3ツ折 鉄��3����

岐阜県博物館調査研究報告，Ⅵ）1．25 ��h�C8�C3��A4　　頁 都���
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名　　　　　　　　　　　　　称 價ﾘﾗ9D霾�?｢�判、頁 兀H�����B�備　　　考 

特別展図録 ��X�Cx�C���A5　64頁 田���友の会増刷 

昭和30年代－くらしの道具と郷土の写真－ 劔（1，000） 

野の幸・山の幸、i岐阜一発見！キノコと山菜、薬草の魅カー ��X�C��C#r�A4　90頁 田#��（1，500） 

特別展等のポスター・ちらし 昭和、くらしの歩み－昭和30年代を中心に－　　ポスター ��X�Cx�C���B2 �(�3���� 

昭利、くらしの歩み～昭和30年代を中心に（、　　　　　リーフレット ��X�Cx�C���A4 鉄X�3����

野の幸・山の幸、岐阜一発見！キノコと山菜、薬草の魅カー　ポスター ��X�C��C#r�B2 �(�3s���

野の幸・山の幸、岐阜一発見！キノコと山菜、薬草の魅カー　リーフレット ��X�C��C#r�A4 涛��3����

資料紹介展・特別企画のポスター・ちらし ようこそ化石の世界へ！　　　　ポスター ��X�CH�C���B2 �(�3C��� 

ようこそ化石のせ界へ！　　　　　　　　　　　　　　リーフレット ��X�CH�C���A4 �#H�3����

刀剣と書画の美一伊東コレクションより－　　　　　ポスター ��h�C��H��B�B2 都���

力剣と書画の美へ伊東コレクションよりへ　　　　　リーフレット ��h�C��H��B�A4 �#X�3����

奥美濃の山岳信仰と文化の交流　　　　　　　　　　ポスター ��h�C(�C#��B2 �(�3����

奥美濃の山岳信仰と文化の交流　　　　　　　　　　リーフレット小 ��h�C(�C#��A4 �#��3����

奥美濃の山岳信仰と文化の交流　　　　　　　　　　リーフレット大 ��h�C(�C#��A4　4頁 滴�3����

マイ・ミュージアム刊行物 マイ・コレクション第63号 ��X�CH�H��"�A4　4頁 ���3���� 

マイ・コレクション第64号 ��X�CX�C���A4　4頁 ���3���� 

マイ・コレクション第65号 ��X�Ch�C#"�A4　4頁 ���3����

マイ・コレクション第66号 ��X�C��H��2�A4　4頁 ��3����

マイ・コレクション第67号 ��X�C��C#��A4　4頁 ���3����

マイ・コレクション第68号 ��X�C���C�b�A4　4頁 ���3����

マイ・コレクション第69号 ��h�C��H��B�A4　4頁 ���3����

マイ・コレクション第70号 ��h�C(�C�R�A4　4頁 ���3����

マイミュージアムギャラリー　　　　ポスター ��H�CH�C��B2 ���3����

マイミュージアムギャラリー　　　リーフレット ��H�CH�C��A4 ����3����

マイミュージアムギャラリー　　　　DMハガキ ��H�CH�C��ハガキ ����3����

8　平成15年度　幼椎園・学校等の博物館利用の実態

月・日 �����X��ｧx����ﾕ｢�学　年 凅渥��ﾉ�B�利用時間 偃X��,���ｨ���:���>���vR�

4／15 亊h�8�Y68ﾋH惲�6 都��2h 儷9D靠h��7H4(�ｸ8ｸ6�8��ｸ4��

4／18 弍)Xﾈ�8�X､位傅ﾂ�5 都"�1．5 仆�{8�������ﾈ,ﾉE�h,�,(*(,H,ﾈ�ｼb�

4／25 冖ﾈﾌ8夊ﾔ逢x���ｩnXｧxﾕ｢�高等 �3���4 儉y¥ｨ,ﾈ齷u(ﾊ乂r�

4／25 �,98x�8�Y�ﾈ惲�4 ��3��1 仆�{8������齷�)5x麌7(9858����{���樣5xﾊ乂r�

5／1 弍)Xﾈ�8�YyT侭:����5 塔"�4 儷9D靠h��7H4(�ｸ8ｸ6�8��ｸ4���齷�)5x麌7(9852�

5／l 儖i�ﾈ�8�Y�Y;�ﾂ�3 塔B�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

5／　2 ���(�8�Xﾙ�Zｨ惲�5 涛B�l 仆�{8������Ly¥ｨ齷u(ﾊ乂r�

5／　7 亊h�8�Xﾟx5�ｷX惲�2 都��2 俾��)5x麌7(9858��ｻ�{87(6h4��

5／　8 亊h�8�Y��&ﾘ惲�3 塔��l 倬�{���樣5xﾊ乂x��ｬ��,ﾈ+�-ﾘ+�7H4(�ｸ8ｸ6�8��ｸ4��

5／　8 亊h�8�X抦ｾ�69(b�l �3��1．5 ��ﾘﾘxｧx���&齏��｢�

5／　9 儖i�ﾈ�8�Xｴ顫ﾂ�4 涛��2 儷9D靠h��7H4(�ｸ8ｸ6�8��ｸ4��

5／15 儖i�ﾈ�8�Y*�?ｩ�傅ﾂ�3 涛2�1 仆�{8������Ly¥ｨ,ﾈ齷�)5x麌7(9852�

5／16 �?�9hｷYv9'H���年長 都��1 仆�{8������齷�)5x麌ﾊ乂r�

5／18 �&ﾙ�ﾘﾅ8�X�(ｷiNI(b�2 �#SR�2 ��ﾘﾘxｧx��豫(ｺｸ�ｨ��Ly¥ｨ齷u(ﾊ乂r�

5／20 亊h�8�Xｾ�{8惲�3 ��3"�1．3 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

5／23 亊h�8�Y�9�ｸ惲�3 塔2�1．5 仆�{8��������{���樣5x�X齷�)5x麌ﾊ乂r�

5／27 �X�8�Y��&ﾘ惲�1・2 ��#b�1．5 仆�{8��������{���樣5xﾊ乂x��齷�)5x麌7(9852�

5／27 亊h�8�Y�9�ｸ惲�2 塔r�1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

6／1 仭依I�ｨ�Xｿ依I�ﾂ�仝 鉄"�2．5 �5x麌ﾊ乂x��Yy7亢ﾉ��ﾞﾈ����{���樣5xﾊ乂r�

6／　3 �X�8�X岔tﾉ&ﾘ惲�2 都R�2 仆�{8��������{���樣5xﾊ乂x��齷�)5x麌7(9852�

6／　5 傅ﾉg��8�XﾏX5�ｷY(b�2 �##2�1．5 �8��ｸ4�5h�ｸ6x/�諄,�+ﾘﾊ乂r�

6／10 亊h�8�Y>ﾈ5�ｷX惲�3 �3��2 倬�{���樣5xﾊ乂x���ﾉ[i5x麌7(9852�

6／12 冖ﾈﾌ8夊�饑�蝌ｼi�ｩnXｧxﾕ｢�1 �3r�1．5 俾冰(ﾊ乂r�
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月・日 �����X��ｧx����ﾕ｢�学　年 凅渥��ﾉ�B�利用時間 偃X��,���ｨ���:���>���vR�

6／13 冖ﾈﾌ8夊ｻ8孜[h峩2�年少 鼎2�3 仆�{8������ｻ�{87(6h4�����{���樣5xﾊ乂r�

6／19 弍)Xﾈ�8晳D�5ｨ985��ｲ�小中 �3��2 俾冰(ﾊ乂r�

6／27 丿Yk�ﾋH�8*�+x,�.ｹ�ｩ&ｸ��小中 ��R�2 儷9D靠h��7H4(�ｸ8ｸ6�8��ｸ4��

6／27 亊h�8�YW�ｨ惲�6 �3��3．3 倬�{���樣5xﾊ乂x����Z�,ﾈ�ｼb�

7／11 仂ｸ*ｨｷYv9'H���年少 都"�2 仆�{8������齷u(ﾊ乂r�

7／15 �(iYHｧx���Xｧr�4 鉄��1 俾��(�Y�ﾉ[h,ﾉ5x麌�����

7／18 冖ﾈ�况9'H���年長 鉄2�1 仆�{8������齷u(ﾊ乂r�

8／　5 �*�*�.)�h自v9'H���年長 都"�1 仆�{8������齷u(ﾊ乂r�

8／　7 �*�*�.)�h蕀v9'H���年長 田��1 仆�{8������齷u(ﾊ乂r�

8／27 �(iYHｧx��%ｩ�R�1 ����1．5 俾��(�Y�ﾉ[i5x麌������Yy7亢ﾂ�

9／　5 弍)Xﾈ�8�Xﾘy6顫ﾂ�3 田��3．8 �<�¥ｩ5xﾊ乂x��訷ﾞﾈ.�*�.�+�.��ﾈﾋ���齷�(7(9852�

9／28 �駅ｨ7H8ﾘ986X4(4�ﾘ"�全 �3s"�5 �4�8ｨ�ｸ984�6�7�986�88�ｸ��6�487(5x8x98��Yy7亢ﾂ�

10／　2 弍)Xﾈ�8�Xﾞｸ�(惲�3 �����1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／　2 �(髦�8�Y>ﾈ�(��(b�1 塔B�2 ��h*ｹZ�7(98585��ｸ8���齷�)5x麌7(9852�

10／　2 弍)Xﾈ�8�Xｾ�揶惲�1・2 塔B�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／　2 ���(�8�Xﾘ(ﾎI;�惲�3 鼎R�1．8 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／　3 �ｨｷｸ�8�Y$�ｨ惲�3 涛��3．5 豫��,ﾈ+�-ﾘ+�7H4(�ｸ8ｸ6�8��ｸ4���齷�(7(9852�

10／　7 伜(ﾊx�8�X堅齷|yfｸ惲�1・2 ��r�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／　8 亊h�8�X��ﾟx惲�3 塔R�4 豫��,ﾈ+�-ﾘ+���<�¥ｩ5xﾊ乂x��齷�)5x麌7(9852�

10／　8 �ｨｷｹU8�Xｴﾙ�H惲�2 ��C��1 俾��)5x麌7(9852�

10／　8 �ｨｷｸ�8�X､ｩk顫ﾂ�3 涛B�1．3 俾��)5x麌7(9858��<�¥ｩ5xﾊ乂r�

10／　9 �ｨｷｸ�8�Y�Y��>ﾈ惲�1・2 ��#R�3．5 ���Z�/�諄,�+ﾘﾞﾉV�,8*ﾘ.���齷�)5x麌7(9852�

10／　9 冲ｹN8ﾅ8�Y�Ynﾈ惲�5 ���b�1．5 �8��ｸ4�5h�ｸ6x,�.h.�5x麌ﾊ乂r�

10／　9 儖i�ﾉU8�X蓼��惲�2 ��3��l 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／　9 �I&ﾘﾊx�X蕀�顫ﾂ�全 ��3��1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／　9 侈(�(�8�Xﾊ(�)fｸ惲�2 ���B�1．8 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��ｻ�{87(6h4��

10／　9 �ｨｷｸ�8�Y�x�惲�3 ���b�1 俾��)5x麌7(9852�

10／　9 俔ﾙ>ﾈ�8�Xﾌ9&ﾙnﾉ>ﾈ惲�1 ��S��1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／10 冲ｹN4粕�*ﾈ�Yfｹ_ｸ惲�6 �#2�1．5 �<�¥ｩ5xﾊ乂x��峪��,ﾈ�ｼb�

10／10 ���(�8�X朱�)8ﾈ惲�1 ��3R�1 ��h*ｹZ�7(98585��ｸ8���>ﾈﾏｸ,X��邵�｢�

10／15 弍)Xﾈ�8�X�ｻﾘ惲�5 �����1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／15 弍)Xﾉ��;��YXﾙ�顫ﾂ�3・4 鉄"�1 �9D��x齷�)5x麌7(9858��ID��y�ﾈ,ﾈ��.x+X,ﾈ�ｼb�

10／16 亊h�8�X願9hｷX惲�3 都B�5 豫��,ﾈ+�-ﾘ+���,ﾘ*ﾙ�ｸ,ﾈ�ｼh��齷�)5x麌7(985"�

10／16 �ｨｷｸ�8�YwHﾄ傅ﾂ�3 �����1．3 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��<�¥ｩ5xﾊ乂r�

10／16 伜(ﾊx�8�X堅齷|y>ﾉ(b�1 �#b�2．6 ��h*ｹZ�7(98585��ｸ8���齷�)5x麌7(9852�

10／16 ��Ynﾉ*ﾈ�Yfｸ惲�1 田B�1 ��h*ｹZ�7(98585��ｸ8��

10／17 儖i�ﾈ�8�X揵�ﾙ(i8x惲�3 ���b�2 豫��,ﾈ+�-ﾘ+�7H4(�ｸ8ｸ6�8��ｸ4���y¥ｩ5x麌ﾊ乂r�

10／17 亊h�8�Y68ﾋH惲�2 塔b�2．3 豫��,ﾈ+�-ﾘ+�7H4(�ｸ8ｸ6�8��ｸ4���<�¥ｩ5xﾊ乂r�

10／17 弍)Xﾈ�8�X�8惲�2 塔B�1 俾��)5x麌7(9858��<�¥ｩ5xﾊ乂r�

10／17 弍)Xﾈ�8�Xﾏｨﾊ傅ﾂ�2 �����1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／17 弍)Xﾈ�8�YmI�8惲�l・2 鉄"�2 ��h*ｹZ�7(98585��ｸ8���齷�)5x麌7(9852�

10／17 亊h�8�Xｾ�{8惲�2 ���r�1．5 ��h*ｹZ�7(9858�����ﾌ侈乂x��齷�)5x麌7(9852�

10／21 儖ﾉ¥��ｨ�Xｶy68惲�1 �#B�1 俾��)5x麌7(9852�

10／21 亊h�8�YW穎ﾈ惲�1・2 �32�2 ��h*ｹZ�7(98585��ｸ8����-ﾘ,(*�/�+X.h*B�

10／21 �ｨｷｸ�8�Xｷｹ�ﾈ惲�2 �����1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／21 �ｩU9U8�Y�8鯖fｸ惲�1・2 ��#B�0．5 俾冰(ﾊ乂r�

10／21 丶9,8ﾅ8�X岔�ﾙ7淫ﾂ�5 �32�2 �,ﾘ*ﾙ�ｸ/�]h,�+�+凩�,ﾈ�ｼb�

10／21 ��ﾟy]ｸ支���年中長 鉄"�l 仆�{8������ｻ8踪初zhﾊ乂r�

10／22 �(髦�8�Yg(��惲�特別支援 澱�2 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��+8.ﾘ,�,I�ﾈﾋ�5(�ｸ6��ｲ�

10／22 亊i>ﾈ�YW�ｨ惲�2 涛2�2 ���,ﾉ��Z�,iuh-ｨ*H��齷�)5x麌7(9852�
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月・日 �����X��ｧx����ﾕ｢�学　年 凅渥��ﾉ�B�利用時間 偃X��,���ｨ���:���>���vR�

10／22 弍)Xﾈ�8�Y8x惲�l ��S"�3 俾��)5x麌7(9858��<�¥ｩ5xﾊ乂x��ｻ�{87(6h4��

10／23 �I&ﾘﾊx�X踪��ﾈ惲�2 ���"�1 ��h*ｹZ�7(98585��ｸ8���<�¥ｩ5xﾊ乂r�

10／23 �I&ﾘﾊx�Ym��ﾙ�ﾉ�ﾈ惲�1 ��Cb�1．3 ��h*ｹZ�7(98585��ｸ8���ｻ8踪初zhﾊ乂r�

10／23 俔ﾙ>ﾈ�8�YnY.ﾘ�(惲�2 田r�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／23 ��Xﾏｹ*ﾈ�Y�Xﾏｹfｸ惲�3 都��1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��<�¥ｩ5xﾊ乂r�

10／23 侈(�(�8�Y�傅ﾂ�1 涛B�1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��<�¥ｩ5xﾊ乂r�

10／23 俔ﾙ>ﾈ�8�Xﾌ9&ﾙnﾉ�ﾈ惲�2 �����l 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／23 舒)���8�Y�ﾉnﾈ惲�1 ��3��0．5 仆8踪初zhﾊ乂r�

10／23 冏ｹ�9U8�Y��68惲�1 鉄��2 ��h*ｹZ�7(98585��ｸ8���齷�)5x麌7(9852�

10／23 弍)Xﾈ�8�Xｮ)nﾉ69fｸ惲�5 都b�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／24 弍)Xﾈ�8�Y+y���傅ﾂ�仝 塔B�4 �4�8ｸ�ｸ7i?ﾈｭ侈乂x��+ﾘ,H.ﾘ.葵�:��｢�

10／28 �ｨｷｸ�8�Y$�ｩ>ﾈ惲�3 鼎R�1．5 仆�{8������<�¥ｩ5xﾊ乂x��齷�)5x麌7(9852�

10／28 舒)���8�Xｮ)��>ﾈ惲�3 都��1．5 仆�{8������<�¥ｩ5xﾊ乂x��齷�)5x麌7(9852�

10／29 �ｨｷｸ�8�Y�8鯖(b�特別支援 途�1．5 仆�{8������<�¥ｩ5xﾊ乂x��齷�)5x麌7(9852�

10／29 弍)Xﾈ�8�X���ﾈ惲�1 涛��1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／29 儖ﾉ¥��ｨ�X蓼�傅ﾂ�3 �#��1 �ｹ��,ﾉ�(��齷u(ﾊ乂r�

10／29 儉(靖�ｨ�YL(竧惲�2 ��"�2 ��h*ｹZ�7(9858��ｻ�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／29 儖ﾉEｨ�8�Y(itﾉ&ﾘ惲�2 鉄��1．3 做�-ﾘ,(*�/�+X.h*B�

10／30 �ｨｷｸ�8�Y(i8x惲�l・2 ��3B�1 仆�{8������<�¥ｩ5xﾊ乂x��齷�)5x麌7(9852�

10／30 ��Xﾏｹ*ﾈ�Y�Xﾏｹ>ﾈ惲�1 鉄��1．5 仆�{8������齷u(ﾊ乂r�

10／30 侈(�(�8�Y�X�)�ﾈ惲�2 ���2�l 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／30 ��ﾉ8y*ﾈ�Y�ﾉ8x惲�2 ��#r�1．3 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��<�¥ｩ5xﾊ乂r�

10／31 弍)Xﾈ�8�YmI�8惲�3 �3r�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��<�¥ｩ5xﾊ乂r�

10／31 �ｨｷｸ�8�Y�8鯖>ﾈ惲�2 塔r�2．5 ��h*ｹZ�7(9858��ｻ�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／31 俔ﾙ>ﾈ�8�YWｩ�ﾈ惲�1 ��#2�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／31 �ｨｷｸ�8�Xﾏﾈ�(惲�3 涛��2 儷9D靠h��7H4(�ｸ8ｸ6�8��ｸ4��

10／31 亊h�8�Y68ﾋH惲�3 塔r�2．3 豫��,ﾈ+�-ﾘ+�7H4(�ｸ8ｸ6�8��ｸ4���<�¥ｩ5xﾊ乂r�

10／31 亊h�8�X願9hｷX惲�2 田��4 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��<�5x���h*ｹZ�7(9852�

10／31 儖ﾉEｨ�8�YOﾉEｨ抦���ﾋH抦��zx扎惲�1 塔b�1 ��h*ｹZ�7(98585��ｸ8��

ll／　5 亊h�8�X岔tﾉ&ﾘ惲�1 塔��1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

11／　5 丿Yk�ﾋH�8�Y�依I�h耳惲�1 �����2．3 ��h*ｹZ�7(9858��ｻ�{8������齷�)5x麌7(9858��<�5r�

11／　5 亊h�8�Y�9�ｸ惲�1 塔"�2．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9858���h*ｹZ�7(9858��<�5r�

11／　5 �*�*�.)�h自v9'H���年長 都2�0．5 �<�¥ｩ5xﾊ乂r�

ll／　5 亊h�8�Xﾟx5�ｷX惲�3 田��2 �<�¥ｩ5xﾊ乂x��ｬ��,ﾈ+�-ﾘ+�7H4(�ｸ8ｸ6�8��ｸ4��

11／　6 弍)>ﾉ*ﾈ�Y�傅ﾂ�1 塔b�4 ��h*ｹZ�7(9858��ﾝ驅�x-�����,ﾉ��Z�,iuh-ｨ*B�

11／　6 �ｨｷｸ�8�YHｸﾋH惲�1 ��3r�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

11／　6 弍)>ﾉ*ﾈ�Yfｸ惲�3 都R�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

11／　7 亊h�8�Xﾟx5�ｷX惲�1 都��2 ��h*ｹZ�7(9858��ｻ�{8������齷�)5x麌7(9852�

11／11 亊h�8�X願9hｷX惲�l 都b�3 俾��)5x鹽(����,ﾉ��Z�,iuh-ｨ*H��,ﾘ*ﾙ�ｸ,ﾈ�ｼb�

11／11 亊h�8�Y68ﾋH惲�1 都��4 俾��)5x鹽(����,ﾉ��Z�,iuh-ｨ*H��,ﾘ*ﾙ�ｸ,ﾈ�ｼb�

11／ll 伜(ﾊx�8�X堅齷|yfｸ惲�5 澱�1 仆�{8������<�¥ｩ5xﾊ乂x��齷u(ﾊ乂r�

ll／12 儖ﾉEｨ��l韈8�X�(訷惲�3 都B�1．2 仆�{8������ｬ��,ﾈ+�-ﾘ+�7H4(�ｸ8ｸ6�8��ｸ4��

11／12 亊h�8�X��ﾟx惲�2 �����2 �<�¥ｩ5xﾊ乂x���-ﾘ,(*�/�+X.h*B�

11／12 兀�ｵhﾅ8�X�9Ei]ｸ惲�1・2 鼎"�1 ��D��i�h*ｹZ�7(9858��)D��h�-ﾘ,(*�/�+X.h*B�

11／14 冲ｹN8ﾅ8�X揵8x惲�5 3 鼎r�1．3 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��<�¥ｩ5xﾊ乂r�

11／14 ��ﾘ��ﾊ倡8�X+8.ﾘ.x-�ｧxｸ������1，3 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��<�¥ｩ5xﾊ乂r�

11／14 兀�ｵhﾅ8�YY�ﾇﾈ惲��#R�2．5 豫��,ﾈ+�-ﾘ+���齷�)5x麌7(9858��<�¥ｩ5xﾊ乂r�

11／15 弍)Xﾉ��;�x��%ｩ�YYB�1 ����2 �ｹ��,ﾈ�ｼh��5x麌ﾊ乂r�

11／18 亊h�8�Y>ﾈ5�ｷX惲�1・2 鉄R�2．5 ��D��h�-ﾘ,(*�(��)D��h�-ﾘ,(*���齷�)5x鹽"�

11／18 弍)Xﾈ�8�Y+y���傅ﾂ�l 田B�1 做�-ﾘ,(*�7(98585��ｸ8��
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月・日 �����X��ｧx����ﾕ｢�学　年 凅渥��ﾉ�B�利用時間 偃X��,���ｨ���:���>���vR�

11／20 冏ｹ�8�8�Y��68惲�4 田��1 �<�¥ｩ5xﾊ乂x��齷�)5x麌7(9852�

12／　4 亊h�8�X抦ｾ�69(b�1 �#��1 ��ﾘﾘxｧx��豫(ｺｸ�｢�

12／　5 儖ﾉEｨ�8�YOﾉEｩ(b�l 澱�1 ��ﾘﾘxｧx���6�9ﾘﾔ鮎h�｢�

2／　3 ��8x�8�YY�X惲�4 田��1．7 仆�{8������6�8ｨ4�7H8ｨ�ｸ,ﾉ�(��Yy7亢ﾈ��齷�$"�

2／24 傅ﾉg��8�Y�h自v9'H���年長 ��cr�3 仆�{8������ｻ�{87(6h4���齷�)5x麌7(9852�

2／26 �=��v9'H���年長 鉄��0．7 仆�{8������ｻ8踪初zhﾊ乂r�

2／26 ���ｹ]ｸ支���年長 �3r�0．7 仆�{8������ｻ8踪初zhﾊ乂r�

2／27 �?�9hｷYv9'H���年長 都��1 仆�{8������ｻ�{87(6h4���ｻ8踪初zhﾊ乂r�

2／28 俘xｫﾘ,ﾉm益9'H���年長 鉄R�1 仆�{8������ｻ8踪初zhﾊ乂r�

3／　2 倅��]ｸ支���全 �#R�0．7 仆�{8������ｻ8踪初zhﾊ乂r�

3／　9 ��l駭ﾉ]ｸ支���年中長 ���b�1 仆�{8������ｻ8踪初zhﾊ乂x�R�

3／11 ��9m云ｸ支���年長 ���"�1 仆�{8������ｻ8踪初zhﾊ乂r�

3／12 弍)Xﾈ�8�X､位傅ﾂ�2 涛r�3 �=ｸ-ﾘ,(*��

3／24 ���7ﾘ8ｨ4��ｧx��(b�1 �3R�1 俾冰(ﾊ乂r�

合　計 �137団体 ����3Csb� 

9　平成15年度の実績一覧

事　　業　　名 弍ｨ��?｢�対　　象 �.�R�内　　　　　　　　　　　　　　　　容 伜����ﾉ�B�

特別展講演会 度��#r�一般 ��3��昭和、くらしの歩み　　　　　　　　　師勝町歴史民俗資料館学芸員：市橋芳則さん 鉄��

特別展講演会 嶋��#B�一般 ��3��カメラを通して見た昭和30年代　　　　　　　　　　円空学会理事　吉田次郎さん ���"�

特別展講演会 �������R�一般 ��3��山菜の方言名と産物帳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全盲弘之さん 田R�

特別展講演会・ 　文化講演会 ������b�一般 ��3��山菜・薬草の無限の魅力にせまる　　　　　　　　岐阜薬科大学教授：田中俊弘さん ��3b�

記念講演会 ��(����r�一般 ��3��縄文時代の美濃と飛騨～北陸からの遠望一　金沢美術工芸大学教授：小島俊彰さん �����

企画展関連事業 店�����一般 �#��自然観察会一山菜を採って食べよう（宮村にて）～ ����

10／18 �ｩL｢�20 俾��(ｬ��檍��4ﾈ6ﾘ5)%Hﾉ������������������������厭�[h嶌4�4ｨ6h7��ｸ�i,968ｦ�+8/��21 

10／26 �ｩL｢�200 �4ﾈ6ﾘ5(,h�(ﾝ��Yo)��4�8ｨ4x986X�ｸ8ｨ984��佻���,hﾍ�8,ﾃ(����邵�｢�143 

11／　8 �ｩL｢�200 �4ﾈ6ﾘ5(,h�(ﾝ��Yo)��4�8ｨ4x986X�ｸ8ｨ984��佻���,hﾍ�8,ﾃ(����邵�｢�197 

1／　7 ��ｨ自L｢�400 俯Y��*ｨ.H/���-x.h*B�434 

1／11 �ｩL｢�20 ��Y8�ﾉX,h��柯,ﾉOﾈ��嫌8ﾈ5(8ﾈ4�5h8x98.h.����i5x麌栗>��0 

l／25 �ｩL｢�130 仗��(,ﾉOﾉEｨ�YO)�ｸ,ﾈ､yV�*ｸ+ﾘ+��33 

2／　8 �ｩL｢�20 ��Y8�ﾉX,h��柯,ﾉOﾈ��嫌8ﾈ5(8ﾈ4�5h8x98.h.��ﾈ�i5x麌栗>��11 

3／　7 �ｩL｢�130 �)_8*ｨﾎｨ.僮(�)OﾉEｩF��ｨ,ﾉ��讓����������������I(�)+y�ｹ���ｷｸ譏�h��ｷｹ�ﾙnX+8/��156 

3／14 �ｩL｢�30 ��X卷OﾉEｨ,ﾈ�(ｧ��ﾘｼ(,i[h嶌,ﾈﾏ�zﾈ�i5x麌�����36 

カルチャー講座 滴��#��一般 �#��自然観察会～自然の達人と春の里山ウオッチング～　　　　　　　　中田手元さん 迭�

5／3 �ｩL｢�130 弍)Xﾈ.)�8ﾙ�,ﾈ孳�(��櫁自9(��.(孳�){xﾗ8,ﾈ+ﾘ-�,��ﾂ�62 

5／11 �ｩL｢�130 仍�78,iOﾉEｨ�YO)�ｸ,ﾈﾌ8鮑栗>��68 

5／24 �ｩL｢�40 �.�,�,i&ﾘ.�+ﾘ*(7�5ﾈ5(98ﾗXﾜ���8��ｸ8ｸｨ駅��ｨ�佻���,hﾍ�8,ﾃ(����邵�｢�39 

6／　8 �ｩL｢�30 �����(,Y��Z�,ﾈ���/��(.ｸ*H��������������������������������������:�皐椹?�+8/��25 

6／14 �ｩL｢�20 �.�,�,i&ﾘ.�+ﾘ*(7�5ﾈ5(98ﾗXﾜ���8��ｸ6閏h��ﾞﾉ�ﾈ�｢�18 

6／22 �ｩL｢�130 弍)Xﾈ,ﾉ��讓ﾗXﾜ�自�ﾙ+x,i5i;倡i�ｨ�ﾂ�79 
岐阜県歴史資料館運営協議会会長：船戸政一さん 

7／13 �ｩL｢�130 弍)Xﾈﾊx,ﾉ�隶ﾘ鳬�2�36 

7／25 仆8支ｭhﾅx�"�30 僣饂渥乖駅���k陞��9 

8／23 �ｩLｨ�Xｻ8蹴�30 俾��(ｬ��檍���ﾈﾋH,ﾉ��,ﾈﾊ兒ｨ*�ｸ�弍)Xﾈ�8,�,H�ｨ���ﾂ�15 

9／14 �ｩL｢�130 弍)Xﾈ,ﾉ��讓ﾗXﾜ���苓ｿ8,i?(鮑������ｯ)Xﾈﾊy��讓��{��阮8ｺhｶ8檍檠+y�Hﾌｹ�ﾘ耳+8/��96 

9／27 �ｩL｢�20 �.�,�,i&ﾘ.�+ﾘ*(7�5ﾈ5(98ﾗXﾜ���i�ﾈ��ﾔ��｢�20 

10／　4 �ｩL｢�30 俾��(ｬ��檍��ｯ)Xﾈﾊx,ﾈ孳�(ﾋｹ&陝���684��ｸ�兌ﾘ�ｨ孳�(,�,H�ｨ���20 

10／12 �ｨ�ﾍ"�130 ��ﾘ�(+ﾘ,8��-8.�+8,i;�(/�ﾎｨ.������������������������������������ﾘ�(+ﾘ,8��+8/��64 

10／19 �ｩL｢�130 ���*�.x-ﾘ+ﾘ�(,ﾈ*ﾘ.x+X,ﾉ&ﾘﾆ"�43 

11／　9 �ｩL｢�130 弍)Xﾈ,ﾉ��讓ﾗXﾜ�耳ｷｹ�(ﾊｸ��,hｯ)Xﾈ�ﾂ�54 
岐阜県歴史資料館運営協議会会長船戸政一一さん 

3／20 �ｩL｢�20 傴ｩ��,ﾈ,ﾘ+h-�,ﾉ6�vﾉ+凩隗x�(,i:饂緯ﾈ��ﾂ�9 

子どもクラブ 店��3��小学5－6年生 ����第1回パソコンクラブ（パソコンの基礎） �2�

6／29 傅ﾈｧs8�ﾃiD��b�20 ��c���齷�(,ﾉ$)�ﾈ,h�廩,ﾉz(�(,Yuh-ｨ*H����������������������������(i68訷ﾋ8+8/��19 

7／27 傅ﾈｧsX�ﾃiD��b�10 ��c(��7�5ﾈ5(984�8�7X��8��ｸ6閏h��ﾞﾉ�ﾈ�｢�3 
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事　　業　　名 弍ｨ��?｢�対　　象 �.�R�内　　　　　　　　　　　　　　　　容 伜����ﾉ�B�

10／ll 傅ﾈｧs8�ﾃiD��b�20 ��c(��齷�(,ﾉ$)�ﾈ,h�,ﾉ��(,Yuh-ｨ*H����������������������������(i68訷ﾋ8+8/��15 

12／14 傅ﾈｧs8�ﾃiD��b�20 ��c8��齷�(,ﾉ$)�ﾈ,h�7�,ﾉz(�(,Yuh-ｨ*H��������������������������(i68訷ﾋ8+8/��12 

たのしい博物館 滴���"�一般 �#��自然観察会一山莱ウオッチング～ 途�

4／13 �ｩL｢�20 俾��(ｬ��檍�ﾈ4ﾘ7H6�8x4X/�ｬ��+X.h*H�ﾂ�14 

4／26 �ｩL｢�10 �7�5ﾈ5(98,X��餮H*ｹkﾈ謌/�,(*ﾘ.ｸ*B�9 

4／27 ��X���30 ��X��,Xｧx-IH饂渥�ｩH饂渥�4ｸ486�684��ｸ���22 

5／　4 �ｩL｢�30 �-ﾈ*ｨｼｨ/�,(*ﾘ.ｸ*B�29 

5／17 �ｩL｢�40 �ｹ��,ﾈ8ﾈ7h8ｨ4ｨ/�,(*ﾘ.ｸ*B�36 

6／　7 �ｩL｢�10 �7�5ﾈ5(98,X4�8ｨ5x6�8ｸ4ｨ8ﾈ985��ｸ/�,(*ﾘ.ｸ*B�10 

7／　6 �ｩL｢�40 �7�987H8�8��ｸｻ8��佻���,hﾍ�8,ﾃ(����邵�ｨ������TｾT靫影ｹ�9Uﾈ�im��ｨｮﾉOﾈﾆ(+8/��41 

7／26 ��ｸ自L｢�40 �'ﾈ,X*�.�+�.�/�,(*ﾘ.ｸ*H������������������������������'ﾈﾝxﾔ育H�i�靈I[iu�+8/��23 

8／i2 �ｩL｢�40 �5�6x�ｸ987�48986X4(984�8�自��,�:饂�,ﾈ､x/�V�+�*H�ﾈ�佻���,hﾍ�8,ﾃ(����邵�｢�42 
阿部いづみさん 

8／　3 ��X���40 ��ﾈ,ﾉuh-�/��ﾈﾋ�+X.h*B�47 

8／　3 ��X���20 俾��(ｬ��檍�ﾈ5ｨ7�,ﾉl(*ｹ�ｨ,h蝿嶌/�ｬ��+X.h*H�ﾈ��#��c���{��｢�14 

8／10 ��X���40 �雍�+�+Xｮﾘ/�,(*ﾘ.ｸ*B�37 

8／13 ��X���30 ��X��,Xｧx-IH饂渥�ｩH饂渥�4ｸ486�684��ｸ���33 

8／16 ��ｸ自L｢�30 �-ﾈ*ｨｼｨ/�,(*ﾘ.ｸ*B�36 

8／17 �ｩL｢�40 乂�+X*)�ﾈ.郁hｻ8�������������������������������������������������ｯ)Xﾉ�ﾈ鑄橙�40 

8／30 ��X���40 ��ﾈ,ﾉuh-�/��ﾈﾋ�+X.h*B�32 

9／　7 �ｩL｢�40 �6��ｸ6�4ｨ�ｸ7(984�8�自m�/�*�+�,�,I+�/�,(*ﾘ.ｸ*H��鯖:�耳�+8/��Y6餾Hｹ韈�+8/��20 

9／23 ��X���60 傀做�,ﾉdﾈ�(,X齷�(,ﾈ5��ｸ8�/�+X.h*B�22 

9／28 迄自L｢�40 �:佗ﾈｻ8�自(9��/�,(*ﾘ.ｸ*H-h�佻���,hﾍ�8,ﾃ(����邵�ｨ����:佗ﾈ徂�h圸68ﾔh譏+8/��29 

10／13 �ｩL｢�40 �ｹ��,ﾈ8ﾈ7h8ｨ4ｨ/�,(*ﾘ.ｸ*B�38 

11／23 ��ｸ自L｢�200 �;�(,ﾈ*ﾘ.x+X/��ﾈﾋ�+X.h*Hｷｹ�ﾉ���+8/��222 

11／24 ��X���40 ���,ﾉ��Z�,Y�(ﾆ�uh-�/�+X.h*B�36 

11／30 �ｩL｢�30 做�,ﾈ��/�諄,�,H8ｨ�ｸ5�/�,(*ﾘ.ｸ*H�佻���,hﾍ�8,ﾃ(����邵�ｨ��������?��ｨﾔ��+8/��66 

12／　6 �ｩL｢�10 �7�5ﾈ5(98,Xﾌ)�ｹ4�,吋陞ｨ�8/�,(*ﾘ.ｸ*B�10 

12／　7 �ｩL｢�40 刎��ｨ/�,(*ﾘ.ｸ*I'ﾈﾝxﾔ育H�i�靈I[iu�+8/��45 

12／13 �ｩL｢�20 俾��(ｬ��檍自U9D靠h��,ﾈ6��ｸ6�4X4�6(6�984�����������������������,ｸﾋIH驂x+8/��10 

12／14 ���ﾈ自L｢�40 �.ﾘ.xﾝxﾔ�ｩ�8ﾈ�,ﾈ�ﾈ.�/�,(*ﾘ.ｸ*H����������������������.ﾘ.xﾝxﾔ育H�h�(ﾏｸ�9��+8/��40 

12／23 �ｨ耳耳自L｢�40 �H.�+�/�,(*ﾘ.ｸ*H������������������������O)�ｸ7H4��ｸ8�8�986��9Uﾈ�ifｹ�ｩ{(貂+8/��82 

1／　6 �ｩL｢�20 俾��(ｬ��檍�����4X4�6(6�984����19 

2／1 ��X���30 ��X��,Xｧx-IH饂渥���H饂渥�4ｸ486�684��ｸ���15 

2／15 �ｨ耳耳自L｢�40 ��ﾈ,ﾈ*ﾘ.x+X/��ﾈﾋ�+X.h*B�60 

2／22 �ｩL｢�20 俾��(ｬ��檍自U9D靠h��,ﾈ6��ｸ6�4X4�6(6�984����18 

特　別　行　事 滴��#��一般 �3����3��春のグリーンアドベンチャー �3#r�

5／　5 �ｩL｢�仆�*��刎��靉ｸ��������������������ｯ)Xﾈﾊyzxｯ)Xﾉ�ﾘﾘxｧx��ﾘ)9乂xﾕｩ�靉ｹYH,ﾈ､h+8/��677 

5／18 �ｩL｢��4�8ｨ5x6�8ｸ5(985H�ｸ6x自�8,仆�*ﾘ6��ｸ8(6ｨ�ｸ耳����ｭh�8晳D顫ﾘ�ﾘx№&8,ﾈ-ﾘ,�+8/��116 

5／25 傅ﾈｧs9D��h決�2�40 �����,ﾈ峪�鞋ﾈ�6�5�684��ｲ�39 

6／1 傅ﾈｧy�h決�2�40 兀�Hﾊyzxｻ�{9H饂渥侈乂x6�5�684��ｲ�38 

7／20 傅ﾈｧy�h決�2�40 冢�,ﾉH饂渥�,i��/�%Hﾉ�+X.h*H�度��#��佇��X雕�ｨ,ﾃ���c���{��｢�42 

10／25 �ｩL｢�130 �4�8ｨ5x6�8ｸ5(985H�ｸ6x��;�)zﾈﾋｹ�9,8ﾇ倅���ﾈ耳��;�(ﾋy�(+8/��Y��$ｨ-�*�.�+8/��183 

11／　2 �(hｧy�h決屬�300 儷9D靠h���YH饂渥�/���h+X.h*H��ｩ5h,ﾈ�ｨﾘx,ﾓ����8�佇��X��ｨ,們�邵�｢�554 

1／　7 �ｩL｢�400 俯Y��*ｨ.H/���-x.h*B�434 

合　　　計 都倬hｼb�� 店�3イ��

10　マイミュージアムギャラリーの展示（マイミュージアムギャラリーの展示については出展者の責任で行われます。）

展　示　期　間 偬���������5x���������"�出　　　　　展　　　　　内　　　　　容 

4／　2－　5／　5 俐ｩ�9Uﾈ�9:�����魅惑の手工芸展～デコパージュ・エッグアート～ 

5／11－　6／15 儘ﾉ�8﨓ﾔb�野鳥を描いて－「濃飛の野鳥」ペン画廣一 

6／22－　7／27 儖ﾉEｨﾋ倩�7H4��ｸ8�8�戊�8ｫ(馼晒�hﾔ韵r�美濃源氏土岐一族の世界一土岐氏の歴史と文化 

8／　3－／9／15 冏易ﾘｼ�ｩ>ﾉ(hｧxﾕｩOﾈ��YB�ウッドバーニングアートの楽しみ 

9／21－11／　9 丶8､�?ｩgｹ�ﾈｧxﾕｩF位ﾘｯ)Xﾈﾊxｻ8踪,ﾈ橙�楽しい世界の資料紹介展 

ll／16－12／23 傅ﾎ�i�H�"�花嫁衣装とちぎり絵の美 

l／　4－　2／　8 ��ｩ�8ﾏYdb�和風に魅せられて－伝統的和風の復元を試みて～ 

2／15－　3／21 杁ｾT靫影ｹm��ｨｮﾉOﾈﾆ"�粘土で創る花の魅カーようこそパンフラワーの世界へへ 
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〔図書資料寄贈者芳名一覧〕
〈平成15年3月1日～

平成16年2月29副（順位不同）

［博物館関係］

国立歴史民俗博物館

東京国立博物館

国立科学博物館

科学技術館

国立科学博物館附属自然教育園

京都国立博物館

国立民族学博物館

奈良国立文化研究所飛鳥資料館

北海道開拓の村

北海道開拓記念館

北海道立北方民族博物館

小樽市博物館

釧路市立博物館

苫小牧市博物館

斜里町立知床博物館

市立函館博物館

旭川市立博物館

札幌市豊平川さけ科学館

根室市博物館開設準備室

上士幌町ひがし大雪博物館

浦幌町立博物館

中Iii町郷土資料館

三笠市立博物館

穂別町立博物館

利尻町立博物館

青森県立郷土館

八戸市博物館

みちのく北方漁船博物館

岩手県立博物館

北上市立鬼の館

岩手県立農業科学博物館

仙台市博物館

仙台市科学館

仙台市冨沢遺跡保存館

斎藤報恩会自然史博物館

仙台市歴史民俗資料館

東北歴史博物館

地底の森ミュージアム

秋田県立博物館

山形県立博物館

政道博物館

県立うきたむ風土記の丘考古資料館

福島県立博物館

福島県歴史資料館

茨城県立歴史館

茨城県自然博物館

土浦市立博物館

日立市郷土博物館

栃木県立博物館

小山市立博物館

栃木県立しもつけ風土記の丘資料館

栃木県立なす風土記の丘資料館

群馬県立歴史博物館

群馬県立自然史博物館

詳馬県立近代美術館

冨岡市立美衝博物館・福沢一郎記念美術館

さいたま市立浦和博物館

埼玉県立歴史資料館

埼玉県立さきたま資料館

戸田市立郷土博物館

行田市郷土博物館

さいたま川の博物館

大田市博物館

埼玉県立自然史博物館

干葉県立中央博物館

我孫子市鳥の博物館

市立市川考古博物館

市立市川自然博物館

千葉市加営利貝塚博物館

干葉県立現代産業科学館

千葉県立上総博物館

千葉県立総高博物館

千葉県立安房博物館

千葉県立房総のむら

千葉県立関宿城博物館

千葉県立郷土博物館

干葉県立房総風土記の丘

千葉市美術館

伊能忠敬記念館

八千代市立郷土博物館

憲政記念館

足立区立郷土博物館

板橋区立郷土資料館

大田区立郷土博物館

紙の博物館

たばこと塩の博物館

東京都江戸東京博物館

宮内庁書陵部

宮内庁三の丸尚蔵館

町田市立博物館

世田谷区立郷土資料館

福生市郷土資料室

家具の博物館

豊島区立郷土資料館

北区飛鳥山博物館

港区立港郷土資料館

サントリー美術館

江戸東京たてもの園

調布市郷土博物館

府中市郷土の森博物館

文京ふるさと歴史館

東京都高尾自然科学博物館

パルテノン多摩

相撲博物館

昭和館

府中市美術館

神奈川県立歴史博物館

神奈川県立金沢文庫

馬車文化財団馬の博物館

横浜市歴史博物館

シルク博物館

川崎市市民ミュージアム

I旧奇市立日本民家園

船橋市郷土資料館

神奈川県立生命の星・地球博物館

平塚市博物館

山口蓬春記念館

秦野市立桜土手古墳展示館

横須賀市自然人文博物館

相模原市立博物館

山梨県立科学館

山梨県立博物館

松本市立博物館

長野市立博物館

長野県立歴史館

真田宝物館

飯田市美術博物館

大町山岳博物館

市立岡谷蚕糸博物館
一茶記念館

信濃町立野尻湖ナウマンゾウ博物館

信州新町化石博物館

柏崎市立博物館

長岡市立科学博物館

新潟県立歴史博物館

富山県中央植物園

富山県立山博物館

冨山市郷土博物館

冨山市科学文化センター

魚津水族館

立山カルデラ砂防博物館

小松市立博物館

石川県立歴史博物館

石川県立美術館

鴨池観察館

のと海洋ふれあいセンター

松任市立中川一政記念美術館

福井県立恐竜博物館

福井市立若狭歴史民俗資料館

福井県立歴史博物館

福井市自然史博物館

静岡県立美彷館

登呂博物館

久能山東照宮博物館

上原仏教美術振興財団

焼津市歴史民俗資料館

沼津市明治史料館

浜松市博物館

浜松市楽器博物館

愛知県美術館

愛知芸術文化センター

徳川美術館

熱田神宮宝物館

名古屋市博物館

名古屋市科学館

鳳来寺山自然科学博物館

名古屋市美術館
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名古屋市見晴台考古資料館
一・富市博物館

博物館明治村

リトルワールド

瀬戸市歴史民俗資料館

日本モンキーセンター

愛知県陶磁資料館

豊田市郷土資料館

豊田市美稿館

豊橋市美術博物館

豊橋市自然史博物館

豊橋市地下資源館

豊橋市二川宿本陣資料館

岡崎市郷土館

岡崎市美術博物館

安城市歴史博物館

知立市歴史民俗資料館

蟹江町歴史民俗資料館
′削富市民俗資料館

桜ケ丘ミュージアム

尾西市歴史民俗資料館

碧南市青少年海の科学館

トヨタ博物館

大口町歴史民俗資料館

産業技術記念館

二重県立博物館

四日市市立博物館

藤原岳自然科学館

桑名市博物館

鳥羽水族館

斎宮歴史博物館

大津市歴史博物館

滋賀県立琵琶湖博物館

滋賀県立近代美術館

草津宿街道交流館

彦根城博物館

滋賀県立安土城考古博物館

滋賀県立陶芸の森

伊吹山文化資料館

栗東歴史民俗博物館

細見美術館

京都府立総合資料館

園部文化博物館

博物館さがの人形の家

京都府立丹後郷土資料館

大阪博物館

大阪市立科学館

大阪市立自然歴史博物館

大阪人権博物館

吹田市立博物館

大阪府立弥生文化博物館

柏原市立麿史資料館

芥川緑地資料館

大阪市立美術館

大阪府立近つ飛鳥博物館

大阪府立狭山池博物館

大阪市立住まいのミュージアム



神戸市立博物館

神戸市立小磯記念美術館

兵庫県立入と自然の博物館

兵庫県立歴史博物館

（財）辰馬考古資料館

日本玩具博物館

姫路市立水族館

龍野市立歴史文化資料館

明石市文化博物館

明石市立天文科学館

大谷記念美術館

尼崎市立歴史博物館

兵庫県立入と自然の博物館

大和文章館

二上山博物館

県立橿原考古学研究所附属博物館

橿原市子塚資料館

奈良県立民俗博物館

奈良県立万葉文化館

奈良県立美術館

和歌山県立博物館

和歌山県立自然博物館

鳥取県立博物館

鳥取市歴史博物館

足立美術館

岡山県立美術館

岡山県立博物館

岡山県立吉備路郷土館

オリエント美術館

津山洋学資料館

倉敷市立自然史博物館

広島市安佐動物公園

広島県立美術館

広島県立歴史博物館

広島県立歴史民俗資料館

日本はきもの博物館・郷土玩具博物館

広島市森林公園昆虫館

下関市立考古博物館

山口県立山口博物館

防府市青少年科学館

美祢市歴史民俗資料館

秋吉台科学博物館

徳島県立博物館

徳島市立徳島城博物館

香川県自然科学館

香川県歴史博物館

愛媛県立博物館

愛媛県総合科学博物館

愛媛県歴史文化博物館

湯築城資料館

高知市立自由民権記念館

高知県立歴史民俗資料館

高知県立牧野植物園

土佐山内家宝物資料館

福岡市総合図書館

福岡市美術館

福岡市博物館

北九州市立歴史博物館

北九州市立自然史・歴史博物館

九州歴史資料館

佐賀県立博物館美術館

佐賀県立名護屋城博物館

長崎県立美術博物館

熊本県立美術館

熊本市立熊本博物館

八代市立博物館

御所浦白亜紀資料館

御船町恐竜博物館

大分県立歴史博物館

大分県立先哲史料館

宮崎県総合博物館

みやざき歴史文化館

鹿児島県立博物館

鹿児島市立美術館

鹿児島県歴史資料センター黎明館

沖縄県立博物館

名護博物館

那覇市立壷屋焼物博物館

岐阜県博物館

岐阜県歴史資料館

岐阜県美術館

岐阜県図書館

岐阜県陶磁資料館

岐阜市歴史博物館

岐阜市科学館

笠松町歴史民俗資料館

大垣市立図書館

各務原市歴史民俗資料館

内藤記念くすり博物館

森の文化博物館

河川環境楽園

タルイピアセンター

白鳥町ふれあい創造館

美濃和紙の里会館

海津町歴史民俗資料館

揖斐川町歴史民俗資料館

可児郷土歴史館

みのかも文化の森／市民ミュージアム

こども陶器博物館

瑞浪市化石博物館

瑞浪市陶磁資料館

瑞浪市民図書館

土岐市美濃陶磁歴史館

中山道みたけ館

ミュージアム中仙道

日本大正村・大正ロマン館

中山道広重美術館

中津川市鉱物博物館

［博物館協会関係］

日本博物館協会

栃木県博物館協会

神奈川県博物館協会

愛知県博物館協会

京都市内博物館施設連絡協議会

岐阜県博物館協会

全国科学博物館協議会

岡山県博物館協議会

［役所関係］

青森県環境生活都県史編さん室

日本財団

文部科学省

文化庁

環境省自然環境局生物多様センター

日本科学技術振興財団

科学技術振興事業団

科学技術広報財団

河川環境管理財団

宇宙開発事業団

愛知県県史編さん室

名古屋植物防疫所

名古屋城管理事務所

国土交通省中部地方建設局

中部森林管理局名古屋分局

木曾Iii下流工事事務所

土木研究所自然共生研究センター

岐阜県社会教育文化課

岐阜県農業技術研究所

岐阜県保健環境研究所

岐阜県県史編集室

岐阜県淡水魚研究所

岐阜県広報センター

花の都ぎふ推進センター

岐阜県産業経済振興センター

岐阜県生涯学習センター

岐阜県総合教育センター

岐阜市文化センター

多治見市史編さん室

岐阜市教育文化振興事業団

大垣市文化事業団

飛騨教育事務所

高富町役場

藤橋村役場

坂祝町役場

可児市役所

平田町役場

関市役所

土岐市役所

川島町役場

川島町民会館

春日村役場

多治見市文化会館

各務原市民会館

ソフトピアジャパン

美並村役場

［教育委員会関係］

北海道教育庁生涯学習部文化課

青森県教育委員会

森田村教育委員会

日立市教育委員会

群馬県教育委員会

群馬町育委員会
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千葉県教育委員会

東京都教育庁

世田谷区教育委員会

目黒区教育委員会

福生市教育委員会

神奈川i県教育委員会

厚木市教育委員会

藤沢市教育委員会

山梨県教育委員会

茅野市教育委員会

福井県教育委員会

岡崎市教育委員会

豊橋市教育委員会

常滑市教育委員会

江南市教育委員会

小牧市教育委員会

犬山市教育委員会

春日井市教育委員会

津市教育委員会

四日市市教育委員会

亀山市教育委員会

日野町教育委員会

多度町教育委員会

滋賀県教育委員会

京都市教育委員会

京田辺町教育委員会

高槻市教育委員会

大阪市教育委員会

橿原市教育委員会

尼崎市教育委員会

泉佐野市教育委員会

能勢町教育委員会

姫路市教育委員会

出雲市教育委員会

福岡県教育委員会

久留米市教育委員会

岐阜県教育委員会

羽島市教育委員会

羽島郡四町教育委員会

各務原市教育委員会

糸貫町教育委員会

大垣市教育委員会

上之保村教育委員会

関市教育委員会

美濃市教育委員会

池田町教育委員会

可児市教育委員会

富加町教育委員会

七宗町教育委員会

多治見市教育委員会

土岐市教育委員会

恵那市教育委員会

中津川市教育委員会

下呂町教育委員会

高山市教育委員会

古川町教育委員会

神岡町教育委員会

上宝村教育委員会



宮村教育委員会

岐阜県校長会協会

岐阜県小中学校長協会

岐阜教育会

岐阜県PTA連合会

岐阜県郷土資料研究協議会

岐阜県歴史資料保存協会

岐阜県高等学校文化連盟

［学校関係］

東北芸術工科大学東北文化研究センター

東北大学総合学術博物館・美術史研究室

秋田大学工学資源学部付属鉱業博物館

山形大学附属博物館

筑波大学総合科学博物館・地球科学系図書室

図書館情報大学附属図書館

跡見学園女子大学花揆記念資料館

川村学園女子大学図書館

東京大学史料編纂所

学習院大学

東京農工大学工学部附属繊維博物館

実践女子大学美学美術史学科研究室

東京大学地震研究所

東京都立大学人文学部考古学研究室

武蔵野美術大学

早稲田大学含津八一記念博物館

慶応義塾大学

明治大学博物館

立教大学社会教育講座

国際基督教大学湯浅八郎記念館

国学院大学考古学資料館

東京農業大学農業資料室

日本大学文理学部自然科学研究室

日本大学生物資源科学部資料館

明治大学刑事博物館

東京家政大学博物館

神奈川大学日本常民文化研究所

新潟大学理学部地質学科教室

金沢大学文学部考古学研究室

金沢美術工芸大学

静岡大学理学部地球学科教室

東海大学社会教育センター

名古屋大学美学美術史学研究室

名古屋大学大地球水循環研究センター

名古屋経済大学・市郎学園短期大学自

然科学・地域社会研究会

名古屋経済大学・市郎学園短期大学人

文科学研究会・学術研究センター

名古屋造形芸術大学附属図書館

愛知大学総合郷土研究所

愛知大撃文筆含

滋賀県立大学人間文化学部

種智院大学密教資料研究所

京都工芸繊維大学美術工芸資料館

京都大学総合博物館

立命館大学文学部国際平和ミュージアム

仏教大学総合研究所

同志社大学歴史資料館

関西大学博物館

園田学園女子大学近松研究所

近畿大学民俗学研究所

天理大学附属天理参考館

宮崎大学農学部農業博物館

鹿児島大学総合研究博物館

岐阜大学教育学部

岐阜市立女子短期大学

東海女子大学

岐阜聖徳学園大学

中部学院大学・中部学院大学短期大学部

岐阜経済大学地域経済研究所

大垣女子短期大学

岐阜医療技術短期大学

可児高等学校

郡上高等学校

［研究機関・出版社・その他］

東京国立文化財研究所

奈良国立文化財研究所

アイヌ文化振興・研究推進機構

北海道立アイヌ民族文化研究センター

北網圏北見文化センター

青森県埋蔵文化財調査センター

山形県埋蔵文化財センター

東北電力

福島県文化財センター白河館

栃木県埋蔵文化財センター

産業技術総合研究所

詳馬県埋蔵文化財調査事業団

理化学研究所

千葉県文化財センター

東レ科学振興会

国立教育政策研究所

文化環境研究所

株式会社山武

発明協会

全国過疎地域活性化連盟

日本ユネスコ協会連盟

日本昆虫協会

日本地震学会

機械産業記念事業団

国画会事務局

日本科学協会

高幡山金剛寺

ポーラ文化研究所

修復研究所

東北新幹線赤羽地区遺跡調査会

板橋区四葉遺跡調査会

日野市遺跡調査会

自然科学観察研究会

日本ナショナルトラスト

東京貝類同好会

NHKエンジニアリングサービス

アジア女性基金

地域創造

丹青研究所

東京都埋蔵文化財センター

かながわ考古学財団

平岡環境科学研究所

玉川文化財研究所

山梨文化財研究所

静岡県埋蔵文化財研究所

長野県埋蔵文化財センター

富山県埋蔵文化財調査事務所

富山県埋蔵文化財センター

富山県恐竜化石調査団

石川県白山自然保護センター

福井県自然保護センター

松代藩文化施設管理事務所

愛知県埋蔵文化財センター

東海能楽研究会

東海市ホタルの会

中部森林監理局名古屋分局

中部電力株式会社

考古学フォーラム

津市埋蔵文化財センター

三重県埋蔵文化財センター

三重動物学会

三重自然誌の会

四日市市遺跡調査会

日本直麺類学会

滋賀県埋蔵文化財センター

滋賀県琵琶湖研究所

日本イヌワシ研究会

京都府埋蔵文化財調査研究センター

京都服飾文化研究財団

SIMANO

国民融合をめざす部落問題全国会議

古代学協会

国際日本文化研究センター

広島市動植物公園協会

岡山県自然保護センター

鳥取市文化財団

日本生命財団

美術年鑑社

日本美術出版

小学館

新人物往来社

霊山顕彰会

池田文庫

和歌山県環境生活部

奈良文化財研究所

ユネスコ・アジア文化センター

黒川古文化研究所

元興寺文化財研究所

鳥取県埋蔵文化財センター

岡山県自然保護センター

厳島神社社務所

徳島県埋蔵文化財センター

香川県埋蔵文化財調査センター

高知県土佐刃物連合協同組合

広島市文化財団

（株）熊平製作所

福岡市埋蔵文化財センター

原の辻遺跡調査事務所
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北九州自然史友の会

日本財団海洋船舶部

岐阜県博物館友の会

岐阜県文化財保護協会

岐阜県文化財保護センター

岐阜県議会事務局

岐阜県生活技術研究所

岐阜県産業文化振興事業団

サイエンスワールド

教育出版文化協会

飛騨木工連合会

岐阜県考古学会

慾斎研究会

各務原市埋蔵文化財調査センター

多治見市文化財保護センター

日本教育会

岐阜県昆虫同好会

姫街道400年祭実行委員会

養老町文化財保護協会

大垣市文教協会

岐阜県民主同和促進協議会

美濃民俗文化の会

霊山顕彰会岐阜県支部

岐阜県哺乳動物調査研究会

飛騨世界生活文化センター

日本野鳥の会岐阜県支部

岐阜県超古代文化研究会

八幡町文化財保護協会

いわむら町まちづくり実行委員会

日本美術刀剣新聞社

岩波書店

美術年鑑社

続群書類従完成会

東京美術

郡上史談会

書道心画院

北白川書房

西美濃わが街社

コスモ石油（株）

岐阜新聞社

奥磯自然研究会

［個人］

宮崎惇

全盲弘之

野郎博子

杉村啓治

西垣城次

長谷川公茂

竹腰欣子

曽我孝司

渋谷勝治

菅原清

清水昭男

後藤智子

井上好事

梅田薫

西田眞也



〔利用状況〕
1入館者数

本年度は、入館者数73，859人で前年に比べて4，160人

6．0％の増加となった。これは、特別展の入館者増は見な

かったものの、一般利用が増え特別企画、催し物も好評

であった。

また、開館日数は308日であり、1日平均の入館者数は

240人であった。また、一日の入館者が最も多かった日

は、5月5日で1，596人を数えた。月別の入館者数は右表

のとおりである。団体入館者数をみると1，137人で、入館

総数の約1．5％であった。月別では10月が211人で一番

多く、団体入館者総数の18．6％を占めている。

夏季特別展及び秋季特別展期間中の入館者数は下表の

とおりである。入館総数は34，343人を数え、一目平均は

361人であった。

2　施設利用

今年度の講堂及び研修室等の利用者は、次のとおりで
あった。

〈講堂〉
岐阜県植物誌調査会
里山活用マスター養成講座
岐阜県植物誌調査会
岐阜県立森林文化アカデミー研修会
岐阜県小学校社会科研究部会代議員会
岐阜県高等学校教育研究会公民地歴部会総会
岐阜県森林整備室広葉樹研修
衛生管理者会議
岐阜県森林整備室広葉樹研修
岐阜県植物誌調査会
岐阜県森林整備室広葉樹研修
岐阜県植物誌調査会
武儀郡小中学校教育研究会小学校生活科部会
中学校理科研究部会
岐阜県高等学校校長協会常任理事会
岐阜県植物誌調査会
中濃地域武儀農林商工事務所どんぐり教室
飛騨インタープリターアカデミー育成講座
岐阜県高等学校校長会（美濃地区）
野生生物調査研究会及び自然愛護の会
岐阜県児童生徒科学作品展
社団法人中濃法人会女性部会研修会
岐阜県植物誌調査会

ノン

岐阜県小学校社会科研究部会代議員会
岐阜県植物誌調査会

18団体　30日

〈研修室〉
町村文化行政担当課長会議
岐阜県哺乳動物調査研究会研修会
観光情報収集提供システム等研修会
岐阜県小学校社会科研究部会代議員会
岐阜県高等学校教育研究会公民地歴部会総会
岐阜県生涯学習センターIT講習会

ノン

豊山活用マイスター養成講座

武儀都小学校理科研究部会研修会
中学校理科研究部会
本巣教育会中学校理科研究部会
岐阜県高等学校長協会常任理事会
各務原市総合教育メディアセンターフイルムの試写
ハ幡町教育委員会体験教室

岐阜県教育委員会社会教育課
岐阜県児童生徒科学作品展
地学リテラシー検討会議
岐阜県昆虫分布研究会

17団体　22日

月 傅ﾉ(hﾘ)�b�大学生 �ｨ��L｢�計 丶ｨｭ�?ｩ�B�一日平均 

4 �(�33途�121 �(�3��b�5，334 �#b�205 

5 滴�33���87 滴�3cc��9，055 �#r�335 

6 �(�3#�2�91 �8�3s#b�6，020 �#R�241 

7 ���3S#R�168 �8�3c���5，374 �#r�199 

8 �(�3C���128 店�3��2�8，359 �#r�310 

9 ���3塔��36 �8�3s�"�5，729 �#R�229 

10 塗�3c���91 �8�3��r�10，599 �#r�393 

11 �8�3涛B�46 店�3�3B�9，074 �#b�349 

12 鼎CR�21 ���3ccB�2，130 �#2�93 

1 塔32�29 �(�3�#b�2，888 �#B�120 

2 ���3#���96 �(�3塔"�4，279 �#R�171 

3 ���3S#r�49 �8�3CC"�5，018 �#b�193 

計 �#��3S#2�963 鼎8�33s2�73，859 �3���240 

特　別　展　名 弍ｨ��ｭB�小中高生 ��Xｧy�b�一　般 佗b�

昭和くらしの歩み 度�����3，850 �#CR�9，849 ��8�3鼎B�
～昭和30年代を中心に－ 祷�縒�

野の幸田の幸、岐阜 祷��#r�11，098 ��3��9，163 �#��33湯�
～発見！キノコと山菜、 ��

薬草の魅カー �����#B�

計 ��14，948 �3�2�19，012 �3H�33C2�

〈ハイビジョンホール〉

岐阜県警察学校初任科生研修
市町村文化行政担当課長会議
衛生管理者会議
岐阜県環境教育研究会夏季ゼミ
岐阜大学社会教育主事講習運営委員会
岐阜県警察学校初任科生研修
海外日本人学校派遣岐阜県教師の会報告会
岐阜県児童生徒科学作品展表彰式
社団法人中濃法人会女性部会研修会

9団体　9日

〔博物館関係団体〕

1岐阜県博物館協会
岐阜県博物館協会は、「会員相互の連絡提携のもとに社

会教育の健全な推進と文化の向上に寄与すること」を目

的に、昭和41年に設立された。

公開講座（年4回）、機関紙発行（年3回）、会員研修
会（年3回）等の諸活動をくり広げ、設立の目的に沿う
ように努力した。

平成16年3月現在、会員館園は145、個人会員は17名

主な役員は次のとおり。

名誉会長…梶原拓、会長…土野守、副会長…松本五三、

青木允夫、武山株司、理事長…若宮多門、事務局は岐阜

県博物館内にある。
〈主な事業〉

役員会及び通常総会
機関紙委員会
第55回会員研修会

東海地区博物館連絡協議会総会
第96回公開講座

機関紙「岐阜の博物館」第142号発行

第56回会員研修会

第97回公開講座

第98回公開講座

全国博物館大会

東海三県博物館協会交流研修会

機関紙「岐阜の博物館」第143号発行

第57回会員研修会

会員研修委員会
第99回公開講座

公開講座委員会

常任理事会
機関紙「岐阜の博物館」第144号発行
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2　岐阜県博物館友の会

15年度の一般会員数は406名、後援会員は15個人・団

体。昨年度比で一般会員24名、後援会員8個人・団体と

いう会員数の減であった。高年齢化が進み、退会者が増

えてきたことによるものと思われる。かつては会員が600

名を越える時期もあったようだが、年々、会員は減少傾

向にある。会員の方々の御協力も得ながら、新規会員の

拡大が課題となっている。個々の会員の方については、旺

盛な知的好奇心をもたれ、活動への参加意欲も強く、ま

た、岐阜県博物館への側面的な協力もいただいている。

会員の期待と要望の大きい事業である探訪の旅は、6月

実施予定だった海外探訪の旅が、サーズの問題で中止に

なった。この海外探訪の旅（秘境チベット・重慶・成都）

は「海外探訪の旅検討委員会」を設置し回を重ねて検討

を行ってきた経緯があり、秋の役員会で16年度に同じ条

件で実施することが確認された。国内探訪の旅は3回実

施し、その概要は、次のとおりである。

第1回（9月10日）は、若狭の旅（若狭熊川宿、神宮

寺、明通寺）。若狭街道に細長く開けた熊Ii幅の伝統的な

建造物「平入」と「要人」の町家を見学する。本堂前に

注連縄を張る神仏混清の古い形を伝える神宮寺、常に天

下万民の祈願所となった国宝建築を持つ明通寺を見学す

る。参加者81名

第2回（11月19日）は、久能山東照宮と龍謹寺を探

訪。久能山には家康の遺言で遺骨が埋葬され、一周忌に

は、日光に遷宮されるが、日光東照宮が着工以来半年を

経ないで完成されたには、改めて権力の多いさに驚かさ

れる。浜名湖の北東にある引佐町に井伊谷がある。そこ

の龍講寺は、井伊家代々の菩提寺。一般には、開帳され

ない霊屋に入れていただき感激する。参加者44名

第3回（3月19日）は、福井県の神明谷須恵器古窯跡、

紙祖神岡太神社大瀧神社、和紙の里を探訪。平安時代の

神明谷の古窯跡には、会員の目を引くものがあった。車

中での先生の解説と現地での解説者の説明で見るものの

感動も大きくなる。見学先での時間不足の感があったが、

有意義な探訪の旅だった。参加者44名。

夏の特別展「昭和三十年代〈らしの道具と郷土の写真」

は約13，500人の入館者があり大盛況で、図録も期間中

に287冊が、年度末までには650冊を売り上げることが

できた。

秋の特別展「野の幸・山の幸、岐阜～発見！キノコと

山菜、薬草の魅カー」も大盛況で約20，400人の入館者が

あり、図録も約650冊を販売する。

文化講演会は岐阜薬科大学教授で薬草園園長の田中俊

弘氏による「山菜・薬草の無限の魅力にせまる」の講演

で、途中、トリカブトのレプリカや毒草や薬草の展示物

にも話題を移されたりして、興味深い話をされた。参加

者はハイビジョンホール満席の130名を越えた。恒例の

共催事業である特別行事「七草がゆをたべよう」は、会
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員のボランティア活動として定着しており、約450名の

来館者が無病息災を願い賑わった。

図録の販売は、主に特別展期間中での館内販売と委託

販売とからなるが、最近、インターネットのホームペー

ジを開いて掲載の図録を知り、全国各地の個人から問い

合わせと注文が入ってくるようになった。15年度は、年

間、85冊の注文が入る。

委託による図録販売は、県内では、高山陣屋、飛騨・

世界生活文化センター、木曽三川公園，海津町歴史民俗

資料館、（財団）岐阜県広報センターの5か所、県外では

東京国立博物館、（財団）歴史民俗博物館（千葉県佐倉市）

の2か所で扱ってもらっている。郷土に係わる自然系・

人文系・社会系等それぞれの分野の資料が県内は言うに

及ばず広く全国にまで出ていって利用購読される意義は

大きいものがある。

博物館「友の会」は、博物館の普及活動と密接な関わ

りを持っているだけに、「友の会」の存在、活動内容につ

いて、多く一般の方に知ってもらうような働きかけをし

ていくとともに、充実した魅力ある「友の会」の活動を

推進していきたい。

平成16年度の主な事業、行事は次の通りである。

1会議

役員会・総会5月7日（金）秋季役員会11月28日（日）

正・副会長会2月15日（火）

2　研修事業

（1）探訪の旅

海外探訪：チベット・重慶・成都6／15－6／20

第1回国内探訪：福井県立恐竜博物館（9月）

第2回国内探訪：西教寺・中江藤樹記念館（11月）

第3回国内探訪：武家屋敷辞・九谷焼（3月）

（2）特別展講演会・文化講演会10月10日（日）

「里山はどんな自然か一里山研究からわかってきた

ことと里山利用の現状－」森林文化アカデミー田端

英夫先生

3　会報発行

第79号，第80号，第81号，第82号　各450部

4資料などの作成

（1）特別展図録「タイムトラベル石器時代」1000部

「里山ミュージアム」　　1000部

5　その他

（l）博物館との共催事業の実施　（）内は開催数

1企画展関連事業（5），2特別行事（3），3たのしい

博物館（14），4ギャラリー関連事業（5），5カル

チャー講座（4）

（2）「博物館だより」増刷　83号，84号　各500部

（3）会員入館料の補助と寄贈

特別展、常設館入館料補助

図書資料等の寄贈



Ⅳ　利用案内（平成16年度）

●開館時間　4月1日～10月31日　9時00分～16時30分

11月1日～　3月31日　9時30分～16時30分

（入館は16時まで）

●入館料

区　　分 侘(�����ﾂ�団体（20人以上） 

般 �3#�冷�260円 

大　学　生 ����冷�50円 

小・中・高 冖8��{��無　料 

※特別展開催中は入館料がかわります。

●休館　日　月曜日（月曜日が祝日または振替休日の場合はその翌日）

＊ただし、5月3日（月）、4日（火）、5日（水）は開館し、6日（木）は休館

年末年始（12月29日～1月3日）

●駐車場　博物館には駐車場がありませんので、百年公園の駐車場をご利用ください。

駐車料金…普通（軽）自動車300円、バス820円

●交　　通　名鉄美濃町線　小屋名駅下車　徒歩15分

岐阜バス　小屋名下車　徒歩15分

自家用車をご利用の場合は、百年公園北口からお入り下さい。

交通案内図
国道156雪線

至美濃・郡上八幡　名鉄美濃脚線 至郡上八幡・白鳥

II ・岐阜I〈ス 劔� �����

lI N（おやな） ① 　線 　名鉄美濃町 劔冉ｸﾏｲ�

l∴∴ 

漢　，慾 ．88題闇議題関喜 重量∃畔嚢誰湘南種C 

国道248号‾緑‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾蟻 　∴∴ � 偃Ywi?��陲�+ﾉ�"�險�"�

名鉄新岐阜駅 劍ﾙ��剪�

至大垣 �� 劍�ﾉ.c#�U9�ﾂ�

岐阜羽島 IC ��名鉄 ��国道22雪線 

名神高速道路
一宮JCT

○東海北陸自動車道…・関インターから事で5分 
○名鉄美濃町線…　…小屋名駅下車徒歩15分 
○岐阜バス岐阜上之保線 

八幡線・・小屋名バス停下車徒歩15分 

至関市街

地方道・関江南線
各務原・江南

毎北陸自動車道

務原・美濃加茂

中央自動車道
至多治見
・恵那
・東京

小牧JCT

名古屋IC

至静岡・東京

〒501－3941岐阜県関市小屋名字中洞1989　℡（0575）28－3111（代表）FAX（0575）28－3110

URL http：／／www・muSeum．Pref．gifu．jp
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